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年
顱
の
挨
拶

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
一
五
年
の
年
頭
に

当
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
道
路
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

格
別
の
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
や
国
庫
補
助
事
業
の
廃
止
･
縮

減
、
道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
等
、
こ
れ
ま
で
の
道
路
行
政
シ
ス

テ
ム
を
大
き
く
変
え
る
議
論
が
進
め
ら
れ
た
激
動
の
年
で
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
近
年
の
長
け
く
不
況
、
少
子
･高
齢
化
の
急
激
な
進
展
、
環

境
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
な
ど
経
済
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化

し
、戦
後
の
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の
改
革
が
急
務
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
こ
れ
ら
の
改
革
を
実
行
に
移
し
て
い
く
重
要
な
年
に
あ
た

り
、
従
来
に
も
増
し
て
、
効
率
性
や
道
路
利
用
者
の
満
足
度
な
ど
に

留
音
･し
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
細
や
か
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
長
期
計
画
を
見
直
し
て
、
国
土
交
通
省

の
所
管
公
共
事
業
に
つ
い
て

｢活
力
｣

･
｢暮
ら
し
｣

･
｢安

道
路
局
長

佐
藤

信
秋

全
｣

･
｢環
境
｣
と
い
っ
た
横
断
的
政
策
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
二
一

世
紀
の
我
が
国
に
お
い
て
、
持
続
可
能
な
経
済
･
社
会
の
構
築
と
安

全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
、
さ
ら
に
は
社
会
資
本
整
備
の
重

点
化
･
集
中
化
を
は
か
る
た
め
の
、
一
本
化
さ
れ
た
長
期
計
画
を
策

定
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
新
た
な
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
重
点
目
標
を
よ
り

効
率
的
･
効
果
的
に
達
成
す
る
た
め
に
、
道
路
整
備
の
重
点
化
･
集

中
化
に
向
け
て
、
道
路
行
政
シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
旦
ハ体
的
に
は
、
道
路
事
業
の
成
果
を
表
す
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標

に
よ
る
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
に
よ
り
、施
策
や
事
業
を
峻
別
し
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
い
た
し
ま
す
。
次
に
E
T
C
利

用
台
数
の
拡
大
や
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
等
の
有
料
道
路
に
お

け
る
弾
力
的
な
料
金
設
定
、
違
法
路
上
駐
車
の
徹
底
排
除
、
路
上
工

事
の
縮
減
等
に
よ
り
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
に
努
め
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、
構
想
段
階
で
の
市
民
参
画
型
道
路
計
画
プ
ロ
セ
ス
や

道
路
管
理
に
お
け
る
市
民
参
画
シ
ス
テ
ム
等
を
導
入
し
、
事
業
の
透



明
性

･
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

施
策
テ
ー
マ
に
関
し
ま
し
て
は
、
｢活
力
｣
に
つ
い
て
、
交
通
需

要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
の
推
進
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
の
改
良
、
駅

前
等
の
交
通
結
節
点
の
改
善
等
に
よ
る
円
滑
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保

や
、環
状
道
路
の
整
備
等
に
よ
る
都
市
の
骨
格
形
成
に
取
組
み
ま
す
。

ま
た
、

一
般
自
動
車
の
利
用
を
制
限
す
る
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の

導
入
、
地
域
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
総
合
支

援
事
業
の
推
進
、
｢道
の
駅
｣
の
質
の
向
上
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ

イ
ル
事
業
等
に
よ
る
個
性
あ
る
都
市
･
地
域
の
形
成
や
、
自
動
車
専

用
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
市
町
村
合
併
支
援
道
路
事
業
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
最
適
な
構
造
を
適
用
し
た
一
･
五
車
線
的
道
路

整
備
の
導
入
等
に
よ
る
国
土
･
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
取
組

み
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
効
率
的
な
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
輸
送
体
系
を
構

築
す
る
た
め
の
空
港
･
港
湾
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
重
点
的
整

備
等
に
よ
る
物
流
効
率
化
の
支
援
や
I
T
S
サ
ー
ビ
ス
の
研
究
･
導

入
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
の
整
備
･
高
度
化
に
よ
る
情
報
化
の
推
進
に

取
組
み
ま
す
。

次
に

｢暮
ら
し
｣
に
つ
い
て
、
使
い
や
す
い
道
に
す
る
た
め
地
域

の
方
々
と
共
に
道
の
使
い
方
を
見
直
し
た
み
ち
再
生
事
業
の
推
進

や
、
住
居
系
地
区
に
お
い
て
通
過
交
通
を
排
除
し
歩
行
者
の
安
全
と

快
適
な
利
用
を
優
先
す
る
く
ら
し
の
道
ゾ
ー
ン
の
形
成
、
市
街
地
の

歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
に
よ
っ
て
車
よ
り
人
優
先
の
み
ち

へ
再
生
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
電
線
類
の
地
中
化
の
推
進
に
よ
り
美

し
い
街
並
み
の
形
成
に
取
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
｢安
全
｣
に
つ
い
て
、
事
故
率
の
高
い
事
故
危
険
箇
所

に
お
け
る
事
故
削
減
対
策
の
集
中
的
な
推
進
や
、
市
街
地
の
事
故
発

生
割
合
の
高
い
地
区
に
お
い
て
歩
道
の
設
置
や
歩
行
者
優
先
道
路
を

面
的
･
総
合
的
に
整
備
す
る
あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
の
形
成
等
に
よ

り
、
安
全
な
生
活
環
境
を
確
保
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
･
震

災
対
策
の
重
点
的
な
推
進
に
よ
る
、
災
害
に
対
し
て
安
全
で
信
頼
性

の
高
い
道
路
網
の
確
保
や
、
冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
な
ど
の
雪
寒

事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
道
路
の
管
理
手
法
に
道

路
資
産
の
損
傷
･
劣
化
等
を
将
来
に
わ
た
り
把
握
し
、
最
も
費
用
対

効
果
の
高
い
維
持
管
理
を
行
う
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方

を
導
入
し
、
効
率
的
で
効
果
的
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
、
｢環
境
｣
に
つ
い
て
、
環
状
道
路
の
整
備
や
交
差
点
立

体
化
に
よ
る
脳
･
幟
の
影
響
の
低
減
、
低
公
害
車
の
利
用
促
進
や
自

動
車
の
低
公
害
化
の
推
進
、
低
騒
音
舗
装
の
敷
設
や
環
境
施
設
帯
の

整
備
等
に
よ
り
沿
道
環
境
を
改
善
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
交
通
の

円
滑
化
や
自
動
車
の
低
燃
費
化
等
に
よ
る
丸
排
出
量
の
削
減
、
道

路
緑
化
の
推
進
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
効
果
的
な
沿
道
環
境
対
策

を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

な
お
、
道
路
整
備
以
外
の
様
々
な
行
政
施
策
と
連
携
し
て
、
交
通

円
滑
化
･
物
流
効
率
化
な
ど
の
交
通
連
携
、
地
域
連
携
支
援
、
交
通

安
全
対
策
、
環
境
対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

日
々
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
も
、
日
々
の
暮
ら
し
や
産
業
を
支

え
社
会
の
活
力
を
高
め
る
こ
と
が
、
道
路
の
使
命
で
あ
り
、
原
点
で

あ
る
こ
と
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
私
共
と
し
ま
し
て
も
、
道
路
行

政
の
改
革
を
通
じ
て
事
業
の
効
率
性
を
高
め
な
が
ら
、
経
済
の
活
性

化
、
生
活
の
質
の
向
上
、
安
全
性
の
確
保
、
環
境
の
保
全
･
創
造
を

実
現
す
る
道
路
政
策
を
進
め
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
弓
き
続
き
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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道
路
局
企
画
課
道
路
防
災
対
策
室

一

は
じ
め
に

我
が
国
は
国
土
の
約
六
0
%
が
積
雪
寒
冷
の
度
が
は
な

は
だ
し
い
、
い
わ
ゆ
る
雪
寒
地
域
に
属
し
、
そ
こ
に
は
全

人
口
の
約
二
0
%
に
あ
た
る
二
、
八
〇
〇
万
人
余
り
が
暮

ら
し
て
い
る

(図
1
)。
し
か
も
、
我
が
国
の
よ
う
に
年

間
の
降
雪
深
が
五
m
を
超
え
る
地
域
に
人
口
数
十
万
人
か

ら
百
万
人
を
越
え
る
規
模
の
都
市
が
存
在
す
る
こ
と
は
世

界
的
に
も
希
で
あ
る
。

こ
う
し
た
地
域
で
は
、
か
つ
て
は
何
週
間
に
も
わ
た
り

多
く
の
人
が
孤
立
す
る
と
い
っ
た
深
刻
な
豪
雪
災
害
が
発

生
す
る
な
ど
、
降
雪
に
よ
る
影
響
を
大
き
く
受
け
や
す
い

状
況
に
あ
っ
た
。
そ
の
影
響
は
他
の
自
然
災
害
の
よ
う
な

一
過
性
の
も
の
と
は
異
な
り
、
長
期
的
か
つ
反
復
的
で
あ

り
、
生
活
に
対
す
る
障
害
が
恒
常
的
で
、
他
の
地
域
に
比

べ
、
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負

っ
て
い
る
。
例
え

ば
、
図
2
に
示
す
よ
う
に
、
道
路
の
雪
対
策
が
進
ん
で
き

て
い
る
現
在
で
さ
え
、
夏
期
に
比
べ
冬
期
の
道
路
交
通
は

旅
行
時
間
が
増
大
し
て
お
り
、
地
域
の
生
活
や
物
流
な
ど

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

一
方
、
こ
れ
ら
地
域
で
は
、
厳
し
い
気
象
条
件
下
に
も

か
か
わ
ら
ず
活
発
な
経
済
活
動
が
営
ま
れ
て
お
り
、
図
3

に
示
す
よ
う
に
北
欧
四
カ
国
や
カ
ナ
ダ
と
ほ
ぼ
同
規
模
の

国
内
総
生
産
を
上
げ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
雪
寒
地
域
は
、
面
積
、
人
口
、
経
済
活
動

等
の
面
か
ら
み
て
、
我
が
国
の
中
で
も
重
要
な
位
置
を
占

め
て
お
り
、
地
域
の
住
民
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え
る
道

路
の
雪
対
策
は
我
が
国
の
道
路
づ
く
り
に
と
っ
て
重
要
な

施
策
の
一
つ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
我
が
国
の
道
路
の
雪

対
策
の
歩
み
と
こ
れ
か
ら
の
冬
期
道
路
交
通
確
保
の
あ
り

方
に
つ
い
て
述
べ
る
。

二

道
路
の
雪
対
策
の
あ
ゆ
み

1

雪
寒
法
の
制
定

我
が
国
の
道
路
の
雪
対
策
は
雪
寒
法
に
始
ま
っ
た
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

戦
後
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
り
、
様
々

な
活
動
の
自
動
車
へ
の
依
存
が
全
国
的
に
高
ま
る
中
に
あ

っ
て
、
雪
国
で
は
積
雪
に
よ
る
地
域
間
交
通
の
途
絶
に
加

え
、
路
面
凍
結
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
多
発
等
が
新
た

な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
交
通
障
害
は
雪
国
の
冬

期
間
の
社
会

･
経
済
活
動
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
、

地
域
振
興
の
阻
害
要
因
と
な
っ
た
り
、
さ
ら
に
は
地
域
の

人
口
減
少
に
も
つ
な
が
っ
た
り
し
て
い
た
。
ま
た
、
当
時

は
凍
上
に
よ
る
道
路
の
破
壊
も
多
く
、
修
繕
費
用
が
道
路

猟　道
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鰺 :纜霧寒冷特別地域面積

導き 横園寒冷特別地域以外の面積
超競演圏寒冷特別地域人□

赫 :積雪寒冷特別地域以外の人口

(平成 12年国勢調査速報値より)

鬮囲:積覊地域ならびに尋冷地匡の両地域でカバーされる地域
　　　　
髓穰 :寒冷地域
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図 1 雪寒地域の状況

◎ 代表的な都市間の旅行時間の変化 ●
青森~弘前

2.3倍

盛岡~協和
1.8倍

酒田~新庄

2,3倍

山形~福島
1.7偕

郡山~鈍毒若松
f.7倍
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(出典 :国土交通省)

図 2 代表的な都市間の旅行時間の変化
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図 3 日本の雪国の国内総生産



予
算
の
半
ば
を
占
め
る
に
ま
で
に
な
っ
て
お
り
、
国
の
財

政
的
な
支
援
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
で
、
積
雪
寒
冷
の
度
が
は
な
は

だ
し
い
地
域
に
お
け
る
道
路
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、

除
雪
、
防
雪
及
び
凍
雪
害
の
防
止
に
つ
い
て
特
別
の
措
置

を
定
め
、
こ
れ
に
よ
り
地
域
に
お
け
る
産
業
の
振
興
と
民

生
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
｢積
雪
寒

冷
特
別
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
の
確
保
に
関
す
る
特
別

措
置
法
｣
が
議
員
立
法
と
し
て
第
二
四
回
通
常
国
会
に
お

い
て
成
立
し
、
昭
和
三
二
年
度
よ
り
雪
寒
事
業
が
開
始
さ

れ
た
。

2

圈
寒
事
業
の
概
要

雪
寒
事
業
は
、
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お
い
て
、
そ
の

重
要
性
等
を
勘
案
し
て
指
定
さ
れ
る
道
路
に
つ
い
て
、
除

雪
、
防
雪
、
凍
雪
害
防
止
の
各
事
業
を
実
施
し
、
冬
期
道

路
交
通
の
確
保
を
図
る
も
の
で
、
昭
和
三
二
年
の
事
業
開

始
以
降
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
制
度
の
拡
充
が
な

さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
雪
寒
事
業
の
体
系
を
図
4
に

示
す
。

3

雪
寒
事
業
の
効
果

こ
れ
ま
で
の
雪
寒
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
雪
国
の
主
要

な
幹
線
道
路
の
大
部
分
で
除
雪
が
実
施
さ
れ
る
と
と
も

に
、
雪
崩
、
地
吹
雪
、
堆
雪
等
に
よ
る
交
通
支
障
箇
所
に

お
い
て
は
、
防
雪
柵
、
消
雪
施
設
、
流
雪
溝
等
の
様
々
な

雪

国

ー 車道除雪
歩道除雪

　　　　
ト

路盤改良
流雪溝
堆雪幅の確保

除

防

)東雪富防止

雪窯事業 雪寒道路事業

除雪機械の整備

図4 雪寒事業の体系

施
設
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
地
域
間

の
交
流
条
件
が
向
上
し
、
農
産
品
や
工
業
製
品
等
の
物
資

の
輸
送
が
拡
大
し
た
ほ
か
、
流
雪
溝
等
の
整
備
に
よ
り
交

通
渋
滞
が
緩
和
し
た
り

(図
5
)、
凍
結
路
面
に
よ
る
交

通
事
故
が
減
少
す
る

(図
6
)
な
ど
の
効
果
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
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岡
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図 5 流雪溝の整備効果 (旭川市内の旅行速度の変化)
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三
こ
れ
か
ら
の
冬
期
道
路
交
通
確
保
の
あ
り
方

雪
国
に
お
け
る
安
全
で
安
心
な
生
活
を
支
え
、
他
の
地

域
と
の
交
流

･
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、
雪
寒
事
業
は
、

今
後
と
も
継
続
的
･
計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
で
は
解
決
で
き
な
い
新

た
な
課
題
も
踏
ま
え
、
今
後
の
冬
期
道
路
交
通
確
保
に
あ

た
り
特
に
配
慮
す
べ
き
視
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。

1

主
要
な
幹
線
道
路
に
お
け
る
雪
寒
事
業
の
計
画
的
推

進こ
れ
ま
で
の
雪
寒
事
業
の
推
進
に
よ
り
、
雪
国
に
お
い

て
は
、閉
ざ
さ
れ
た
地
域
か
ら
開
か
れ
た
地
域
に
変
化
し
、

人
々
の
交
流
も
活
発
化
し
て
き
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と

し
て
数
多
く
の
冬
期
閉
鎖
区
間
が
存
在
し
、降
雪
や
雪
崩
、

地
吹
雪
等
に
よ
る
通
行
止
め
も
頻
繁
に
発
生
す
る
な
ど
、

解
決
す
べ
き
課
題
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

今
後
と
も
除
雪
、
防
雪
、
凍
雪
書
防
止
に
関
す
る
計
画
を

策
定
し
雪
寒
事
業
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

2

冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
の
推
進

道
路
の
雪
対
策
の
分
野
に
お
い
て
は
、
自
動
車
の
通
行

空
間
の
確
保
と
と
も
に
歩
行
者
空
間
の
確
保
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。
現
在
に
お
い
て
も
、
｢雪
み
ち
計
画
｣

に
基
づ
き
各
道
路
管
理
者
が
連
携
し
て
歩
道
な
ど
の
除
雪

を
実
施
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る
が
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ

ー
法
の
制
定
を
契
機
に
、
よ
り
安
全
で
快
適
な
歩
行
者
空

間
の
確
保
の
た
め

｢冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
｣
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

の
重
点
整
備
地
区
と
整
合
を
図
り
つ
つ
、
積
雪
や
凍
結
と

い
っ
た
雪
国
の
冬
期
特
有
の
障
害
を
軽
減
し
、
全
て
の
人

が
安
全
で
快
適
に
歩
行
で
き
る
空
間
の
確
保
に
努
め
る
も

の
で
あ
る
。

国
土
交
通
省
で
は
、
冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
を
計
画

的
に
進
め
る
た
め
の
計
画
策
定
の
手
引
き
を
設
け
た
ほ
か

(平
成
一
三
年
九
月
)、
｢道
路
の
移
動
円
滑
化
整
備
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
｣
(平
成

一
四
年

一
二
月
策
定
)
に
お
い
て
、

歩
道
の
幅
員
や
防
雪
施
設
の
設
置
な
ど
積
雪
寒
冷
地
に
お

け
る
配
慮
規
定
を
定
め
る
な
ど
、
冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

策
の
推
進
の
た
め
の
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

な
お
、
冬
期
歩
行
者
空
間
の
確
保
に
あ
た
っ
て
は
、
行

政
の
み
の
対
策
で
は
限
界
が
あ
り
、
道
路
管
理
者
と
地
元

自
治
体
、
地
域
住
民
、
N
P
O
な
ど
が
適
切
な
協
力

･
運

輻
サ

ド
き

-へ製
機

ジ

　　
　

　

　図7 冬期バリアフリー対策のイメージ
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携
･
分
担
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
今

後
の
雪
対
策
に
お
い
て
は
、
行
政
と
地
域
住
民
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
視
点
を
組
み
入
れ
た
計
画
づ
く
り
や
事

業
の
実
施
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。

3

気
象
･
道
路
情
報
の
共
有
化
と
き
め
細
や
か
な
情
報

提
供

現
在
、
気
象
情
報
、
路
面
情
報
等
の
収
集

･
提
供
は
、

基
本
的
に
道
路
管
理
者
毎
に
行
わ
れ
て
お
り
、
道
路
利
用

者
は
出
発
地
か
ら
目
的
地
ま
で
の
必
要
な
道
路
情
報
に
つ

い
て
、
一
元
的
に
収
集
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
よ
り
安
全
で
快
適
な
冬
期
道
路
交
通
確
保
の
た

め
に
は
、
各
道
路
管
理
者
が
保
有
す
る
情
報
を
一
元
化
で

き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
、
共
有
化
し
た
情
報
の
一
元
的

提
供
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
情
報
提
供
項
目
に

つ
い
て
も
、
予
測
情
報
等
、
道
路
利
用
者
の
適
切
な
行
動

判
断
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と
も

必
要
で
あ
る
。

4

新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
雪
寒
対
策
技
術
の
開
発

の
推
進

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
禁
止
以
降
、
消
融
雪
施
設
や

凍
結
防
止
剤
の
ニ
ー
ズ
が
増
大
し
て
お
り
、
コ
ス
ト
縮
減

や
環
境
負
荷
の
軽
減
等
の
観
点
か
ら
、
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
消
融
雪
施
設
、
環
境

に
優
し
い
凍
結
防
止
剤
散
布
等
の
実
用
化
に
向
け
た
技
術

開
発
の
推
進
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
冬
期
道
路
管
理
の
更
な
る
高
度
化
･
効
率
化
の

た
め
、
気
象
や
路
面
状
況
等
の
予
測
精
度
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
吹
雪
に
よ
る
視
程
障
害
等
に
対
応
し
た
雪
国

独
自
の
I
T
S
技
術
の
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
も
必
要
で

あ
る
。

5

サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
明
確
化
と
適
切
な
事
業
評
価
の

実
施

現
在
、
冬
期
の
道
路
管
理
に
あ
た
っ
て
は
、
例
え
ば

｢積
雪
が
一
○
伽
以
上
で
除
雪
を
開
始
す
る
｣
と
い
っ
た

除
雪
の
出
動
基
準
や
凍
結
防
止
剤
の
散
布
基
準
は
各
道
路

管
理
者
毎
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
冬
期
道
路
を
ど
の
よ

う
な
水
準
に
保
つ
か
と
い
っ
た
管
理
水
準
は
確
立
さ
れ
て

い
な
い
。
今
後
は
、
道
路
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
旅

行
速
度
や
路
面
状
態
を
は
じ
め
と
す
る
冬
期
道
路
の
サ
ー

ビ
ス
レ
ベ
ル
の
視
点
か
ら
冬
期
道
路
の
管
理
水
準
を
設
定

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
道
路
の
雪
対
策
の
必
要
性
や
効
果
を
明
ら
か
に

し
、
よ
り
透
明
性
の
高
い
事
業
実
施
を
図
る
た
め
、
ア
ウ

ト
カ
ム
指
標
の
導
入
を
は
じ
め
と
す
る
事
業
評
価
を
進
め

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
o

な
お
、
管
理
水
準
の
設
定
や
事
業
評
価
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
冬
期
の
道
路
交
通
状
況
に
対
す
る
知
見
を
深
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
I
T
を
積
極
的
に

活
用
し
、
基
礎
デ
ー
タ
の
収
集
と
蓄
積
を
進
め
る
と
と
も

に
、
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
手
法
の
確
立
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

五

お
わ
り
に

我
が
国
の
社
会

･
経
済
活
動
の
進
展
に
伴
い
、
冬
期
道

路
交
通
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
や
道
路
管
理
水
準
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に

は
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
道
路
の
雪
対
策
の
高
度
化

･

効
率
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
本
稿
で
述
べ
た
諸
課
題

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
る
。
な
お
、
本

特
集
で
は
、
こ
う
し
た
諸
課
題
に
対
す
る
各
道
路
管
理
者

の
取
り
組
み
状
況
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
よ
り
き
め
細
か
く
、
よ
り
充
実
し
た
道

路
の
雪
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
行
政
と
地
域
住
民

等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
重
要
と
考
え
る
。
良
好
な

協
力
関
係
で
地
域
の
雪
対
策
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
事

例
も
増
え
つ
つ
あ
る
が
、
今
後
の
さ
ら
な
る
広
が
り
を
期

待
し
た
い
。
読
者
の
皆
さ
ん
の
御
指
導

･
御
協
力
を
お
願

い
す
る
次
第
で
あ
る
。
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鬮
鬱
煕
翻
繭圓
鬱
拶
特
簾
/
纂
の
道
路
管
理
釧鰤翻
驫
競霧
鯛

札
幌
蔀
鬮
澗
簾
暮
春
計
鬮

ー
今
後
◎
雪
対
策
⑭
進
め
方
に
つ
い
て
~

札
幌
市
建
設
局
管
理
部
雪
対
策
室
計
画
課

与
那
覇

政
史

一

雪
対
策
基
本
計
画
策
定
の
背
景

札
幌
市
の
雪
対
策
は
経
済
情
勢
と
同
調
し
な
が
ら
、
右

肩
上
が
り
の
予
算
を
背
景
に
進
歩
を
と
げ
て
き
た

(図

1
)
。平

成
三
年
度
策
定
の
前
計
画
に
お
い
て
も
、
都
市
機
能

の
強
化
と
そ
れ
を
支
え
る
雪
対
策
の
充
実
を
目
指
し
、
除

Hl2S5l S55 S59 S63 H4 H8

年 度

図 1 雪対策予算の推移

　

　
　
　
　

　

　

　

　

予
算
額

(百
万
円
)

排
雪
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や
雪
対
策
施
設
の
整
備
を
進
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、今
日
の
本
市
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
な
ど
、
想
像
を

越
え
る
速
さ
で
変
化
し
て
お
り
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し

た
雪
対
策
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
一
二
年
八
月
、
中
長
期
的
な
視

点
に
立
ち
、
今
後
の
雪
対
策
を
推
進
す
る
上
で
、
確
か
な

目
標
を
定
め
、
様
々
な
施
策
を
着
実
か
つ
戦
略
的
に
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
｢札
幌

市
雪
対
策
基
本
計
画

(平
成
三

年
~
三
一
年
度
)｣
を

策
定
し
た
。

以
下
で
は
、
雪
対
策
基
本
計
画
で
示
す
今
後
の
本
市
の

雪
対
策
の
進
め
方
に
つ
い
て
述
べ
る
。

二

雪
対
策
基
本
計
画
の
基
本
方
針

基
本
計
画
で
は
社
会
情
勢
は
も
と
よ
り
、
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
、
懇
談
会
の
意
見
等
か
ら
、
現
状
の
雪
対
策
の

問
題
を
明
ら
か
に
し
、
計
画
に
お
け
る
四
つ
の
重
点
課
題

を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
三
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
た

(図
2
)。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
を
具
体
化
す
る
た
め
、
平
成
一
三
年

八
月
に
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
本
市
の

雪
対
策
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
、
施
策
の
目
標
･
事
業
手

法

･
実
施
基
準
等
を
定
め
た

(図
3
)。

1

=
基
本
方
針
1

冬
期
道
路
交
通
の
円
滑
化
と
安
全
性
の
向
上

費

雪
対
策
の
主
目
的
は
、
｢冬
期
道
路
交
通
の
円
滑
化
と

道

安
全
性
の
向
上
｣
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

8



計
画
で
は
、
よ
り
効
率
的
、
効
果
的
な
除
排
雪
を
行
う

た
め
、道
路
機
能
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を
設
定
し
、

凍
結
路
面
対
策
や
交
差
点
の
除
排
雪
を
強
化
す
る
な
ど
、

道
路
交
通
の
定
時
性
の
確
保
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促

進
を
図
っ
て
い
く
。

廉
礒
騒
然鰹

′
'
'
)
:
こ
く
、
-
l
.

･
▲
;
‐

朧
朧
緘

し
て
そ
の
際
に
は
、
増
加
す
る
雪
対
策
費

鱗
翼
“

P
刈
十
5
2
〉
、
ト
月
宵
耐
警
基
≦
長
)
乱

簾
鯛翼

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　　
　
　

な
ど
･
事
業
全
段
こ
b
セ
リ
･
功
室
内
な

鱗
祿鞭
ベ

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

事
業
執
行
に
努
め
て
い
く
。

くり冬期道路サービスレベルの確立
(2)マルチゾーン強国の充実
(3)雪対策による渋滞緩和

e路面環境の激変 ゆ癜雪

　　　 　　　
　　　　　　　基本計画 釀

図 2 雪対策基本計画策定までの流れ

團計
期
合

長
趨

②
基
本
方
針
2

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
冬
期
生
活
環
境
の
充
実

少
子
･
高
齢
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、

高
度
化

･
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
だ

(2)地域内需処理システムの確立
(3)環境に配盛した雪対策施設の整備

の 市民･企業･行政の協鮎体制の充実

くり冬期路面眥理基準の確立
(2)路面管理手法の見直し
(3)情報通信技術の活用による効率化

想凌にやさしい
富対策システムの追求

の 雪対策に関する情報共有体制の徽築
く2)事業の効果の明確化
(3)研究開発と国内外ネットワークの形成 け

で
き
め
細
か
く
対
応
し
て
い
く
の
は
困
難
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、市
民
･
企
業
･
行
政
で
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、

各
々
の
役
割
分
担
を
よ
り
明
確
に
し
た
上
で
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
冬
期
生
活
環
境
の
創
出
を

道行セ 2003.1 9

観じ

図4 さっぽろS C O P (スコップ)

　　　　　　　　　　
　　　　

｢さっぽろ S C O P (さっぽろ ･スノ - ･コミユニテイ ･

プラン)｣ は、雪対策における市民 -企業 ･行政のパート

ナーシップを重視し、 ｢市民一人ひとりがスコップを手

に｣、｢地域のコミュニティによって取り組んでいきたい｣
という気持ちをこめたものである。

冬期路面管理基準の確立

パートナーシップによる
除排雪の充実

効率的な幹線道路
ネットワーク隊排雪の実現

情報共有体制の構築

図3 雪対策基本計画系統図



目
指
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
基
本
計
画
の

愛
称
を

｢さ
っ
ぽ
ろ
s
C
O
P

(ス
コ
ッ
プ
)｣
と
名
付

け
た

(図
4
)。

◎

基
本
方
針
3

人
と
環
境
に
や
さ
し
い
雪
対
策
の
実
現

･

身
近
な
生
活
環
境
、
さ
ら
に
は
地
球
環
境
を
保
全
し
て

い
く
た
め
、
本
市
の
雪
対
策
事
業
に
お
い
て
も
、
除
排
雪

の
効
率
化
を
は
じ
め
、
地
域
で
雪
処
理
を
行
う
シ
ス
テ
ム

の
確
立
や
、
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
融
雪
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

な
お
、
本
市
は
平
成
一
三
年
二

月
、
全
庁
を
対
象
に

I
s
o
1
4
0
0
1

(環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
)

の
認
証
を
取
得
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て

｢雪
対
策
環
境
配

慮
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
｣
を
策
定
し
、
具
体
的
な
取
組
み
を
進

め
る
こ
と
と
し
た
。

三

重
点
施
策

計
画
で
は
基
本
方
針
を
踏
ま
え
て
目
標
を
設
定
し
、
具

体
的
な
取
組
み
と
し
て
、
重
点
施
策

(各
種
事
業
)
を
展

開
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
重
点
施
策
の
中

か
ら
特
徴
的
な
も
の
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

1

路
面
管
理
手
法
の
見
直
し

本
市
で
は
、
自
動
車
タ
イ
ヤ
の
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
化
に
対

応
す
る
た
め
、
緊
急
対
応
と
し
て
昭
和
六
三
年
度
か
ら
ロ

ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
整
備
し
て
き
た
。

装舖
結
制

凍
抑

高
合

路
面
管
理
効
累
□

低

図5 路面管理手法のコストと効果の関連 (イメージ)

し
か
し
、
こ
の
維
持
管
理
費
や
老
巧
化
し
た
箇
所
の
改

修
に
多
額
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
部
幹
線

道
路
の
路
面
管
理
手
法
を
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
か
ら

凍
結
防
止
剤
散
布
の
強
化
に
変
更
す
る
な
ど
、
よ
り
効
率

的
な
冬
期
路
面
管
理
を
目
指
す
こ
と
と
し
た

(図
5
)。

2

市
民
･企
業
･行
政
の
協
働
体
制
の
充
実

本
市
で
は
、
｢協
働
都
市
の
実
現
｣
を
都
市
経
営
の
目

指
す
方
向
と
し
、
地
域
社
会
を
構
成
す
る
市
民
･
企
業
･

行
政
が
一
体
と
な
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。
雪
対
策
に
お
い
て
も
、
こ
の
理
念
に
基

づ
き
各
種
施
策
を
展
開
す
る
。

①

生
活
道
路
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
排
雪
制
度
の
推
進

こ
の
制
度
は
、
市
民
要
望
の
高
い
生
活
道
路
の
排
雪

に
つ
い
て
、
地
域
住
民
･
札
幌
市
･
除
雪
業
者
の
そ
れ

ぞ
れ
が
役
割
分
担
し
、
連
携
を
取
り
な
が
ら
行
う
も
の

で
あ
る

(図
6
)。

こ
れ
に
か
か
る
費
用
は
、
排
雪
延
長
に
応
じ
た
一
定

の
額
を
地
域
住
民
が
支
払
い
、
残
り
の
額
を
市
が
支
払

う
も
の
で
あ
る
。
平
成
一
三
年
度
は
、
市
内
の
生
活
道

図 6 除雪パートナーシップ制度概念図

ヱ" 道行セ 2003.1



路
の
約
五
六
%
に
相
当
す
る
一
、
六
四
九
皿
に
こ
の
制

度
を
適
用
し
、
排
雪
を
実
施
し
た
。

②

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
歩
行
者
対
策

こ
れ
ま
で
も
、
本
市
で
は
都
心
部
や
地
下
鉄
駅
周
辺

の
横
断
歩
道
の
安
全
対
策
と
し
て
、
歩
行
者
が
滑
り
止

め
材
を
散
布
で
き
る
よ
う
砂
箱
を
設
置
し
て
き
た
が
、

今
後
は
、
さ
ら
に
歩
行
者
交
通
量
の
多
い
公
共
施
設
周

辺
も
対
象
に
順
次
設
置
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る

(写
真
1
･
2
)。

ま
た
、
歩
道
幅
員
が
狭
く
、
砂
箱
を
設
置
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
に
は
、
商
業
施
設

(コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
等
)
や
公
共
施
設
の
敷
地
を
活
用
し
た
り
、
上

記
以
外
の
地
域
に
お
い
て
も
、
町
内
会
等
の
団
体
に
滑

り
止
め
材
を
提
供
す
る
な
ど
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
る
凍
結
路
面
対
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。

3

福
祉
除
雪
の
推
進

近
年
の
核
家
族
化
と
高
齢
化
の
進
展
の
な
か
で
、
自
宅

周
辺
の
除
雪
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
害
者
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
高
齢

　　

　

　
　

　　

　
　

　砂

　　　　　

　

溌聴
き泳ご
写

者
･
障
害
者
の
方
々
が
、
安
心
し
て
地
域
で
生
活
で
き
る

環
境
づ
く
り
の
一
助
と
し
て
、
地
域
協
力
員
が
高
齢
者
宅

等
の
玄
関
口
の
除
雪
を
行
う
｢福
祉
除
雪
｣
制
度
を
定
め
、

市
は
そ
の
費
用
の
一
部
を
支
援
し
て
い
る

(図
7
)。

4

環
境
に
配
慮
し
た
雪
対
策
施
設
の
整
備

本
市
で
は
、
降
雪
後
の
除
雪
作
業
時
に
一
、
0
0
0
台

に
も
及
ぶ
機
械
が
全
市
的
な
規
模
で
稼
動
し
、
騒
音
･
振 図 7 福祉除雪イメージ

2003.1 ZZ

写真 1 歩行者用砂箱



動
に
よ
る
市
民
の
生
活
へ
の
影
響
や
、
排
気
ガ
ス
の
増
大

処
理
で
き
る
仕
組
み

(地
域
内
雪
処
理
シ
ス
テ
ム
)
を
確

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

立
す
る
こ
と
と
し
、
公
園
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と

こ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
、
環
境
に
配
慮
し
、
効
率
的

な
除
排
雪
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
機
械
そ
の
も
の

の
低
騒
音
化
の
ほ
か
、
運
搬
排
雪
時
に
そ
の
距
離
を
極
力

短
縮
す
る
よ
う
に
考
慮
し
た
雪
処
理
施
設
の
配
置
が
必
要

と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
計
画
で
は
、
雪
堆
積
場

(約

五
〇
ヵ
所
)
の
ほ
か
、
下
水
道
な
ど
の
も
つ
未
利
用
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
し
た
融
雪
槽

(六
ヵ
所
)
(写
真
3
)

を
積
極
的
に
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
地
域
の
雪
は
地
域
で

立
す
る
こ
と
と
し
、
公
園
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と

下
水
道
施
設
を
活
用
し
て
生
活
道
路
の
雪
を
処
理
す
る
地

域
密
着
型
融
雪
槽
の
整
備
も
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

(図
8
)。　

　　　

　

　　

　　
　

　
　

　　
　　

　
　
　
　

　

ヤ

.

･̂

　
　
　
　

　

　

　　

　
　

　　
　

　

的

路≧

“水

　

　

　

　　
　
　　

　
　

　

　

　

　　　　

　　
　

図 8 地域密着型融雪糟イメージ

四

計
…画
の
推
進
に
あ
た
っ
て

以
上
の
よ
う
に
、
雪
対
策
基
本
計
画
は
、
少
子
･
高
齢

化
、
環
境
へ
の
関
心
の
高
ま
り
、
交
通
環
境
の
変
化
な
ど

に
即
し
、
本
市
の
雪
対
策
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
示
し

た
も
の
で
あ
る
。

今
後
、
時
代
背
景
の
変
化
に
即
時
対
応
し
、
効
率
的
･

効
果
的
な
雪
対
策
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
事
業
の

費
用
と
便
益
を
評
価
し
、
優
先
順
位
や
手
法
の
検
討
を
す

る
な
ど
、
常
に
計
画
の
再
評
価
を
行
い
な
が
ら
、
着
実
な

事
業
の
実
施
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
こ
と
だ
と
考

え
る
。

z2 道行セ 2003.1

写真3 投雪状況 (厚別融雪槽)



鬮
鬱
驫
翻
れ
蛔
鬱
枦
特
集
/
轡
の道
路
管
理
剥鋼
鬱彰鬱啜観鯛膨榊

青
森
市
に
お
け
る
冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
計
画
と

冬
期
歩
行
者
空
間
の
確
保
に
つ
い
て

一

は
じ
め
に

青
森
県
の
気
候
状
況
は
、
県
土
を
東
西
に
二
分
す
る
奥

羽
山
脈
に
よ
り
、
日
本
海
側
の
津
軽
地
方
は
直
接
季
節
風

の
影
響
を
受
け
、
豪
雪
や
地
吹
雪
に
見
舞
わ
れ
、
ま
た
、

太
平
洋
側
の
県
南
地
方
は
少
雪
で
寒
さ
が
厳
し
い
対
照
的

な
気
候
で
あ
り
ま
す
。

県
内
の
六
七
市
町
村
す
べ
て
が
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措

置
法
に
基
づ
く
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
更
に
一

五
市
町
村
が
特
別
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
、
県
人
口
の
三

分
の
一
に
あ
た
る
約
五
〇
万
人
の
方
々
が
生
活
し
て
お
り

ま
す
。

と
り
わ
け
、
県
庁
所
在
地
で
あ
る
青
森
市
は
、
人
口
約

一ニ
0
万
人
を
擁
す
る
、
国
内
外
で
も
有
数
の
豪
雪
都
市
で

あ
り
ま
す
。

青
森
県
県
土
整
備
部
道
路
課
離

は
約
-
-
o
m
に
達
し
ま
す

(図
1
)。

ま
た
現
在
、
高
齢
者

･
障
害
者
人
口
は
青
森
市
の
人
口

の
約
二
一
%
を
占
め
て
お
り
、
平
成
一
七
年
度
に
は
高
齢

者
人
口
が
約
六
万
人
に
達
す
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
ま

す
。平

成
一
二
年
三

月
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
施
行

を
受
け
、
冬
期
間
に
お
い
て
歩
行
者
が
安
全
で
快
適
に
移

動
で
き
る
歩
行
者
空
間
を
確
保
す
る
た
め
に
、
平
成
一
三

年
一
一
月
、
青
森
市
は
冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

三

冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
計
画
の
策
定

計
画
策
定
に
あ
た
り
、
国
･
県
･
市
及
び
ア
ド
バ
イ
ザ

ー

(学
識
経
験
者
等
)
で
構
成
す
る
｢青
森
雪
対
策
研
究

会
｣
に
お
い
て
協
議
･
検
討
を
重
ね
、
広
く
市
民
の
声
を

一
日
の
平
均
気
温
は
、
マ
イ
ナ
ス
ニ
･
一
℃
、
累
計
降

雪
量
の
平
年
値
は
約
七
七
〇
皿
、
最
大
積
雪
深
の
平
年
値

拗

100

80

60

40

最
深
積
雪
深
(凹 三趣礎評続 150 200

人
　
　

ー

口人

図 1 主な都市の最深積雪深
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取
り
入
れ
る
こ
と
と
し
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度

を
活
用

し
た
意
見
交
換
会
や
、
市
民
ア
ン
サ
ー
制
度

を

活
用
し
た
意
見
聴
取
を
行
い
策
定
し
、
左
記
事
項
を
基
本

方
針
と
し
計
画
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

①

除
排
雪
や
恒
久
的
雪
処
理
施
設
の
整
備
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
歩
行
者
空
間
の
確
保
。

②

高
齢
者
等
の
雪
弱
者
は
も
と
よ
り

｢す
べ
て
の
人
に

や
さ
し
い
｣
施
策
の
展
開
。

歩道除雪の充実のため重要と思われる視点
車道と区別のない歩道部分は車
道除雪と連携をとる 26,2%

歩

富
雄

保

　　
　
　

　　
　
　

への市民意識の ＼- 流雪溝などの雪処理施設の
3.6%

整備 39,0%

市民アンサー制度による意見聴取 (回答数5 6 8件)

除雪機貸与台数の増加 56%

市民の協力を得るための必要事項

雪処理支援策の拡充 7,7%

　　
　
　

雪

③

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
克
雪
対
策
の
推
進

(図
2
)。

※
1
!
市
政
モ
ニ
タ
ー
五
〇
人
を
市
民
か
ら
公
募
の
う
え
委
嘱
し
、
市
政

に
関
す
る
意
見
･
提
案
等
を
提
出
し
て
も
ら
う
制
度
。

※
2
!
市
の
広
報
誌
の
紙
面
に
意
見
･
提
言
用
の
料
金
受
取
人
払
い
封
筒

を
刷
り
込
み
、
テ
ー
マ
を
設
け
、
情
報
を
提
供
し
、
意
見
な
ど
を
郵

送
し
て
も
ら
う
制
度
。

三

事
業
の
概
要

青
森
市
に
お
け
る
除
排
雪
総
延
長
は
、
約
一
、
三
四
〇

蝿

(国
管
理
約
七
〇
蹴
、
県
管
理
約
一
七
〇
鬮
、
市
管
理

約
一
、
一
0
0
騙
)
に
及
び
、
こ
の
う
ち
約
七
割
が
幅
員

の
狭
い
生
活
道
路
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
て

の
道
路
に
快
適
な
歩
行
者
空
間
を
確
保
す
る
の
は
困
難
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
計
画
地
区
を
次
の
と
お
り
｢重
点
整
備
地
区
｣

及
び

｢誘
導
地
区
｣
に
区
分
し
て
整
備
を
図
る
こ
と
と
し

ま
し
た

(図
3
)
。

1

重
点
整
備
地
区
の
整
備

当
該
地
区
は
、
青
森
駅
･
商
店
街

･
官
公
庁
の
主
要
施

設
が
あ
り
日
常
生
活
に
お
け
る
移
動
の
円
滑
化
を
図
る
た

め
歩
行
者
空
間
の
無
雪
化
を
目
指
し
ま
す
。

ゆ

歩
道
融
雪
施
設
の
整
備

海
水
熱
や
地
熱
を
利
用
し
た
歩
道
延
長
約
三
、
八
〇
0

m
の
融
雪
施
設
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歩
行
者
利

用
率
の
高
い
広
幅
員
歩
道
を
優
先
的
に
整
備
を
進
め
、
整

備
済
み
路
線
や
ア
ー
ケ
ー
ド
等
の
既
存
施
設
を
有
機
的
に

結
合
さ
せ
無
箏
ヨ空
間
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

②

歩
道
除
雪
と
住
民
協
力

道
路
幅
員
や
道
路
構
造
の
違
い
に
よ
り
、
融
雪
施
設
整

備
が
困
難
な
路
線
に
つ
い
て
は
、
除
排
雪
を
強
化
し
て
無

雪
空
間
と
連
続
し
た
歩
道
空
間
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
町
内
会
等
へ
の
小
型
除
雪
機
械
の
貸
与
や
自
主

除
排
雪
へ
の
補
助
金
交
付
を
こ
れ
ま
で
同
様
に
支
援
し
て

一
層
の
連
携
を
図
り
ま
す

(図
4
)。

2

誘
導
地
区
の
整
備

当
該
地
区
は
、
中
心
市
街
地
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、

重
点
整
備
地
区
に
準
じ
た
整
備
を
進
め
ま
す
。

=
歩
道
融
雪
施
設
の
整
備

電
線
類
地
中
化
の
導
入
に
あ
わ
せ
、
歩
行
者
交
通
の
動

向
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、
利
用
率
の
高
い
歩
道
を
優
先

的
に
整
備
を
進
め
ま
す
。

②
歩
道
除
雪
と
住
民
協
力

誘
導
地
区
の
歩
道
部
す
べ
て
に
融
雪
施
設
を
整
備
す
る

こ
と
は
道
路
構
造
等
の
問
題
が
あ
り
、
非
常
に
困
難
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設
や
福
祉
施
設
周
辺
、
通
学
路
、

交
差
点
、
バ
ス
停
周
辺
の
除
雪
体
制
を
充
実
す
る
こ
と
に

よ
り
、
歩
行
者
空
間
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
基
調
と

し
た
対
策
で
あ
る
自
主
除
排
雪
の
支
援
や
除
雪
機
械
貸
与

事
業
等
、
住
民
と
連
携
し
た
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

z4 1墳牙〒セ 2001 1
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で
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図 4 消雪施設の整備状況
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3

そ
の
他
の
地
区
の
整
備

冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
計
画
区
域
以
外
の
地
区
は
、
道
路

幅
員
が
狭
く
歩
車
道
の
分
離
が
無
い
道
路
が
多
い
事
か

ら
、
歩
道
融
雪
施
設
の
整
備
は
難
し
い
た
め
、
除
排
雪
や

融
流
雪
溝
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

四

今
後
の
施
策
展
開

1

環
境
に
配
慮
し
、
維
持
管
理
を
考
慮
し
た
施
設
整
備

こ
れ
ま
で
に
も
、
様
々
な
熱
源
を
利
用
し
た
消
雪
施
設

の
整
備
を
進
め
て
き
た
が
、
今
後
と
も
費
用
対
効
果
や
維

持
管
理
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
、
有
効
的
･
効

率
的
な
活
用
が
容
易
な
施
設
の
整
備
を
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

2

道
路
管
理
者
、
関
係
事
業
者
、
地
域
住
民
と
の
連
携

に
つ
い
て

雪
に
よ
る
障
害
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
道
路
管
理
者

だ
け
の
取
組
み
だ
け
で
は
達
成
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
鉄

道
事
業
者
や
バ
ス
交
通
事
業
者
等
及
び
住
民
参
加
に
よ
る

連
携
･
協
力
体
制
の
確
立
が
必
要
で
す
。

五

青
森
県
に
お
け
る
歩
道
除
雪
事
業
の
現
状

平
成
一
〇
年
度
か
ら
、
歩
道
除
雪
の
拡
充
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
道
路
管
理
者
と
関
係
市
町
村
と
が
連
携
し

て
、
通
学
路
･
公
共
的
施
設
ま
た
そ
の
他
の
生
活
関
連
施

設
等
が
存
す
る
一
定
の
区
域
を
対
象
に
、
県
か
ら
関
係
市

町
村
へ
小
型
除
雪
機
械
を
貸
与
し
、
歩
道
除
雪

(国
･
県

道
)
を
実
施
し
て
い
ま
す

(表
1
、
図
5
)。

六

ま
と
め

冬
期
に
お
け
る
歩
行
者
空
間
確
保
の
た
め
、
車
道
と
比

較
し
て
相
対
的
に
立
ち
遅
れ
て
い
る
歩
道
除
雪
を
強
化
充

表 1 歩道除雪の概要

事 業 名 事 業 期 間 延 長 貸付小型除雪機
台 数

公共除雪 S 5 2 ~ 1 8 6 km

学校 福祉施設等周
辺除雪事業

り“1
4H~八V1上H 如に〉ブ

ー 台視
歩いて暮らせるまち
づくり支援除雪事業

イハマ
1-ムH~QJ1上H 蛔Q

Y
パ
ア 台RU1上

合 計 騒ÛT･上QJ 台7
●

獲れ俊

※歩道実延長 L = 1 , 1 6 6 km

歩道除雪実施主体

町内会

P T A

ボラ ンテイ ア

その他民間団体

業者委託

市町村の直営

与貸
　 　 　 　 　　　　　県が小型除雪機購入

美
し
て
、
歩
行
者
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
今
後
、
高
齢
社
会
が
一
層
進
展
す
る
こ
と
か
ら
、

2セ

地
域
の
実
情
に
適
応
し
た
質
の
高
い
歩
行
者
空
間
を
確
保

新

す
る
こ
と
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

図5 事業の流れ



仙
台
繭
肉
⑭
萱
轉
圓
週
に
藁
鼾
る

冬
期
週

管
理
に
つ
い
て

東
北
地
方
整
備
局
仙
台
工
事
事
務
所

一

は
じ
め
に

仙
台
市
は
宮
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
総
面
積
は
約

七
八
八
頬
で
政
令
指
定
都
市
中
で
は
札
幌
市
に
次
ぐ
第

二
位
の
広
さ
で
す
。
市
域
の
北
端
か
ら
西
端
に
か
け
て
は

奥
羽
山
脈
が
走
り
市
域
の
最
高
地
点
を
一
角
に
も
つ
船
形

山

(標
高
一
、
五
〇
0
m
)
を
は
じ
め
、
標
高

一
、
0
0

o
m
級
の
山
並
み
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
仙
台
市
中
心
部

は

｢平
野
地
方
｣
と
呼
ば
れ
、
太
平
洋
に
面
し
た
海
洋
性

気
候
の
た
め
に
寒
暖
の
差
が
少
な
く
、
ま
た
、
冬
に
奥
羽

山
脈
を
越
し
て
吹
き
付
け
る
北
西
の
風
が
乾
い
て
い
る
た

め
に
積
雪
は
比
較
的
少
な
い
。
一
方
、
市
域
の
北
端
か
ら

西
端
に
か
け
て
は
、
｢山
沿
い
地
方
｣
と
呼
ば
れ
宮
城
県

内
で
も
有
数
な
積
雪
地
域
に
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。
仙
台
工
事
事
務
所
管
内
の
過
去
一
〇
年
最
大
降
積
雪

記
録

(平
成
一
二
年
)
に
よ
る
と
、
｢平
野
地
方
｣
に
属

す
る
仙
台
東
国
道
維
持
出
張
所
管
内
で
は
最
大
累
加
降
雪

量
が
八
五
皿
、
最
大
積
雪
深
が
二
八
m
で
す
。
他
方
、

｢山
沿
い
地
方
｣
に
属
す
る
、
仙
台
西
国
道
維
持
出
張
所

管
内

(作
並
地
区
)
で
は
、
最
大
累
加
降
雪
量
が
六
八
九

皿
、
最
大
積
雪
深
が
一
六
七
皿
と
、
同
一
市
域
内
で
の
冬

期
の
気
象
状
況
が
大
き
く
違
い
ま
す

(図
1
･
2
)。

仙
台
市
内
の
直
轄
国
道
は
四
号
、
四
五
号
、
四
八
号
の

三
路
線
で
総
延
長
は
、
八
五
･
二
師
で
す
。
こ
の
う
ち
積

雪
地
域
延
長
は

｢山
沿
い
地
方
｣
に
該
当
す
る
、
四
号

八

･
一
蹴

(仙
台
東
国
道
維
持
出
張
所
)
、
四
人
号
二

七
･
三
懸

(仙
台
西
国
道
維
持
出
張
所
)
の
計
三
五
･
四

皿
で
す
。
た
だ
し
、
除
雪
対
象
延
長
は
全
管
理
区
間
の
八

五
･
二
皿
で
す

(図
3
)。

冬
期
交
通
を
確
保
す
る
上
で
必
要
な
除
雪
基
地
と
し
て

四
号
松
森
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
(仙
台
市
泉
区
松
森
地
内
)

と
、
四
八
号
作
並
除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(仙
台
市
青
葉
区

作
並
地
内
)
を
設
置
し
て
お
り
降
積
雪
期
に
は
二
四
時
間

体
制
で
除
雪
作
業
に
臨
み
ま
す
。
除
雪
車
両
の
保
有
台
数

は
、
表
1
の
と
お
り
総
数
二
一
台
と
な
っ
て
い
ま
す

(写

真
1
)。

　　道
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図3 仙台市内の直轄国道管理区間図

表 1 仙台市内の除雪 (防災) ステーション概要

出張所 ステーション名
両
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二

一
般
国
道
四
八
号
の
冬
期
道
路
管
理
に
つ

い
て

前
述
の
と
お
り
市
域
に
お
い
て
気
象
の
特
徴
が
違
う
こ

と
か
ら
降
積
雪
量
で
多
い
一
般
国
道
四
八
号
の
冬
期
の
道

路
管
理
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

一
般
国
道
四
人
号
は
仙
台
市
を
起
点
と
し
て
標
高
五
三

一
m
の
関
山
峠
を
経
て
山
形
市
に
至
る
延
長
八
三
如
の
主

要
幹
線
道
路
で
、
宮
城
県
、
山
形
県
の
経
済
･
社
会
活
動

の
拠
点
で
あ
る
県
庁
所
在
地
を
最
短
で
結
び
、
観
光
シ
ー

ズ
ン
に
は
行
楽
の
た
め
の
利
用
が
特
に
多
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
平
日
二
四
時
間
交
通
量
は
一
四
、
七
一
七
台

(平

成
=
年
度
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
)
で
す
。
仙
台
市
か
ら

約
二
九
蹴
の
山
形
県
境
近
く
に
あ
る
作
並
温
泉
は
約
三
一

〇
〇
年
前
に
発
見
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
古
湯
で
年
間
入
込

数
は
約
四
二
七
、
七
〇
〇
人

(平
成
一
三
年
)
で
、
対
前

写真 5 スノーシェッドの除雪状況

年
比
-
一
二
･
五
%
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
当
地
へ
の
自

動
車
に
よ
る
交
通
手
段
は
国
道
四
八
号
の
み
で
当
温
泉
の

生
命
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
に
鉄
道
で
は
J
R
仙
山
線

が
連
行
し
て
い
ま
す
。
作
並
温
泉
付
近
か
ら
県
境

(関
山

峠
)は
山
岳
道
路
特
有
の
急
勾
配
･
急
カ
ー
ブ
が
連
続
し
、

降
積
雪
に
よ
る
交
通
の
難
所
と
も
な
っ
て
お
り
、
冬
期
交

通
確
保
の
た
め
の
対
策
が
昭
和
四
〇
年
代
初
頭
か
ら
行
わ

れ
、
雪
崩
予
防
施
設
が
六
〇
箇
所

(道
路
延
べ
延
長
二
･

八
蝿
)、
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
三
箇
所

(延
長
七
六
m
)
が

整
備
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

作
並
除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
昭
和
六
一
年
に
設
置
さ
れ

冬
期
交
通
確
保
の
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
厳
冬
期
に
は
常

時
五
人
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
待
機
し
除
雪
作
業
に
従
事
し

ま
す
。
作
業
は
お
も
に
、
降
積
雪
を
除
雪
グ
レ
ー
ダ
ー

等
の
機
械
に
よ
り
排
除
す
る
方
法
と
路
面
凍
結
を
抑
制
す

る
た
め
の
凍
結
抑
制
剤
散
布
作
業
に
区
分
さ
ま
す

(写
真

2
,
5
)
0

三

雪
氷
予
測
に
つ
い
て

仙
台
工
事
事
務
所
で
は
、
冬
期
交
通
の
確
保
及
び
、
よ

り
経
済
的
な
除
雪
作
業
を
行
う
た
め
に
、
天
気
、
気
温
、

降
雪
等
の
気
象
予
測

(雪
氷
予
測
)
を
行
い
除
雪
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
雪
氷
予
測
と
し
て

作
並
地
区
の
天
気
、
気
温
、
降
雪
量
、
積
雪
深
、
卓
越
風

向
、
最
大
風
速
、
路
面
状
況
、
最
高
気
温
を
提
供
し
ま
す
。

か
み
あ
や
し

ま
た
、
上
愛
子
地
区
か
ら
山
形
県
境
ま
で
の
一
九
･
0
蛔
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写真3 雪崩防止柵の除雪作業

写真 2 作並温泉付近の除雪作業



　 　　　　　　　⑰冒氷予測地点

ステーンヨン

区
間
に
は
、
主
要
四
地
点
と
一
皿
毎
に
路
面
温
度
を
予
測

風
、
降
水
量
を
算
出
し
、
仙
台
工
事
事
務
所
観
測
の
天
気
、

提
供
を
受
け
た
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
こ
の
予
測
を
も
と

し
提
供
し
ま
す

(図
4
)。
提
供
は
、
一
〇
時
と
一
七
時

気
温
、
路
面
状
態
等
の
実
況
値
と
入
手
可
能
な
各
種
資
料

に
日
々
の
除
雪
の
出
動
体
制
に
活
用
し
ま
す
。

に
二
四
時
間
先
ま
で
一
時
間
間
隔
で
予
測
し
た
情
報
を
請

等
か
ら
、
気
象
予
報
士
が
判
断
し
予
測
し
ま
す

(表
2
)。

負
者
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
と
F
A
X
に
よ
る
方
法
で
行
い

予
測
手
順
は
気
象
庁
G
P
V

(Q
コ
Q
ャ
o旨
く
巴
□ニ

デ

p
ば

粥
幻
m
m
鱒
鱒
蜷
納
"
u
m
u
鯰
醍
"

器
霧
夜襲
舞
約
館
餉
"

P
P
ぬ
う

ま
す
。

C
総
如
幻
卸
爵
幻
燧
約
卸
u
惚
悌
燧
鱒
僻
鉈
鉈
鱒
嚢

端

幻
鰓
悦
雄

一

-

-

笹

!
赤

　　　　　　

　
　　

　

　

ー

と
受
託
者
が
粥
発
し
た
地
形
影
響
を
考
慮
し
た
物
理

群

拵
纂

鷁
掩

棯
搏

謎

議
麓
癈
嚢
嚢
癩
灘
攪

醇弼

一

哉

雛
"

　
　
　　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

　
　
　

　

　　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

モ
デ
ル
に
よ
っ
て
一
時
間
間
隔
の
天
気
、
気
温
、
雲
量
、

3
惚
髄
ね
鯰
乾
鱒
第
=
饅
鷆
M

議
し鮴癩
鱗
纖箋
鰯
癩
鱗
隠
歳
榊

　

　

箇

測

　

　

　

　

象

雪

気

離
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作並地区線予測



四

宮
城
-
T
S

関
山
峠
の
道
路
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
提
供
す
る
た

め
に

｢宮
城
I
T
S
｣
(図
5
)
の
一
環
と
し
て
次
の
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

妻
訝
し

1

関
山
道
路
情
報
シ
ス
テ
ム

路
面
状
況
を
確
認
す
る
た
め
の
C
C
T
V
カ
メ
ラ

(
一

一
台
)
や
積
雪
深
、
気
温
、
路
面
温
度
、
雨
量
等
の
観
測

の
た
め
の
気
象
観
測
設
備

(九
箇
所
)
及
び
路
面
状
況
、

工
事
情
報
等
を
提
供
す
る
道
路
情
報
板

(五
箇
所
)
や
温

度
表
示
板

(四
箇
所
)
を
設
置
し
て
道
路
管
理
の
迅
速
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。
(図
6

.
7
)

2

道
路
気
象
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

C
C
T
V
カ
メ
ラ
や
気
象
観
測
設
備
で
得
ら
れ
た
情
報

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
道
路
画
像
情
報
と
し
て
情
報

提
供

(図
8
~
=
)
を
行
っ
て
お
り
、
冬
期
間
の
ア
ク
セ

｢@ " #｣の“(アイ)‘か

　　　　　　　　　　

r御会い.ふれ合い｣の｢ア月
“¥‐も8･)△、U,全′r召(十錢‘r

r授｣の｢ブイ｣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
M鱗【難事 嶺淵.脇全霊.選挙』性器雑ぜ遼寧鰡き粉まちけち霧窓　　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図 5 宮城 I T S のイメージ図

薹

ITSは、地域のニーズにお応えします。



ス
数
が
特
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
一
三
年
度
は
年

間
五
五
、
0
0
0
件
の
う
ち
冬
期
間

(
三
一月
か
ら
三
月

ま
で
)
の
四
ヵ
月
間
で
六
八
･
五
%
に
あ
た
る
三
七
、
七

0
0
件
の
ア
ク
セ
ス
数
が
あ
り
ま
し
た

(図
曖
)。

こ
の
他
、
携
帯
電
話

(i
モ
ー
ド
)
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
で
も
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

五

終
わ
り
に

仙
台
市
で
も
特
に
降
積
雪
量
の
多
い
一
般
国
道
四
人
号

の
冬
期
道
路
管
理
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
降
積
雪
量

が
少
な
い
と
言
っ
て
も
最
大
積
雪
深
で
二
人
節
を
記
録
す

る
中
心
市
街
地
の
四
号
、四
五
号
の
除
雪
作
業
の
遅
れ
は
、

一
〇
〇
万
都
市
仙
台
の
地
域
経
済

･
社
会
生
活
に
与
え
る

影
響
は
甚
大
で
す
。
仙
台
工
事
事
務
所
で
は
迅
速
な
除
雪

体
制
の
確
立
は
も
と
よ
り
、
今
後
と
も
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド

面
の
整
備
を
進
め
冬
期
の
道
路
管
理
の
強
化

･
向
上
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

道
器

峠
機　　路配

R
U図

嗣
瞑
目
的地
ま
でっけ
るだろ、琢
“

発

問山峠
に設題し
た
ーTS
(高度
交一過シ
ステム)。

お出かけ動き
ラ
ブ箕
候
擢が護
をキヤツ馬
務
嶺
増

途中の情確報で気漏や峠の盤面
篏駿が分かります、

関山峠
に設題し
た
ーTS
(高度
交一過シ
ステム)。

お出かけ動き
ラ
ブ箕
候
擢が護
をキヤツ馬
務
嶺
増

ーT
Sを利用し
て
,快
適で安
全なド
ラ
イブを
ー
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トメの

関 道路情報システムイメージ図
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…
T
を
溝
騙
し
た
無
期
遭
騰
管
理
に
つ
い
て

(除
雪
管
理
シ
ス
テ
ム

(試
験
運
用
)
に
つ
い
て
)

中
部
地
方
整
備
局
高
山
国
道
事
務
所

魂

一

飛
騨
地
域
の
地
形
…･
気
象

当
事
務
所
が
あ
る
飛
騨
地
域
は
岐
阜
県
の
北
部
に
位
置

し
、
北
は
富
山
県
、
束
は
北
ア
ル
プ
ス
を
挟
ん
で
長
野
県

に
接
し
て
お
り
、
い
わ
ば
日
本
の
背
骨
に
あ
た
る
高
地
で

す
。
こ
の
た
め
地
形
は
急
峻
で
、
道
路
は
山
岳
の
隙
間
を

縫
う
よ
う
に
走
っ
て
お
り
、
太
平
洋
例
の
名
古
屋
と
日
本

海
側
の
富
山
を
結
ぶ
国
道
四
一
号
線
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
国
道
四
一
号
線
に
お
け
る
当
事
務
所
の
管
理

区
間
は
、
岐
阜
県
萩
原
町
中
呂

(
三

五
･
二
母

か
ら

岐
阜
県
神
岡
町
中
山

(二
一
九
･
人
電

の
一
〇
五
･
七

蹴
で

(図
1
)、
標
高
が
約
四
〇
0
~
九
〇
0
m
、
坂
道

と
カ
ー
ブ
の
連
続
で
す
。

ま
た
、
当
管
理
区
間
に
は
宮
峠
、
数
河
峠
と
い
う
二
つ

の
峠
が
あ
り
、
日
本
海
に
近
い
山
岳
地
域
で
あ
る
こ
と
か

　
　
　　　　　
　
　
　
　

　
　
　　　　
　　　
　　

観

′

“

!

高山国道

高山国道事務所管理区間
(国道41号上の○印は気温計設定地点)道

ャ

　

　

1
(

満

図



ら
冬
期
に
は
大
量
の
降
雪
に
み
ま
わ
れ
、
最
低
気
温
も
氷

点
下
一
0
℃
を
下
回
る
ほ
ど
下
が
る
こ
と
も
あ
る
積
雪
寒

冷
地
で
す
。

図
2
に
一
月
の
各
都
市
の
平
均
気
温
と
年
間
降
雪
量
の

関
係
図
を
示
し
ま
し
た
が
、
当
事
務
所
管
内
の
神
岡
や
数

河
峠
で
は
、
北
海
道
の
札
幌
よ
り
気
温
が
低
く
、
か
っ
降

　
　

　

　

　　
温

　　
図 2 各都市の 1月の平均気温と年降雪量の関係

隣
幽
霊

雪
量
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

二

除
雪
管
理
シ
ス
テ
ム
開
発
の
必
要
性

こ
の
よ
う
な
飛
騨
地
域
で
は
、
雪
氷
に
伴
う
重
大
事
故

や
交
通
障
害
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
ま
す

(写
真
1
)

こ
れ
は
雪
の
ほ
と
ん
ど
降
ら
な
い
大
都
市
名
古
屋
圏
を
近

隣
に
持
つ
な
ど
、
交
通
量
が
多
く
、
必
ず
し
も
雪
道
の
運

転
に
慣
れ
て
い
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
が
多
く
利
用
す
る
た
め

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
路
面
管
理
目
標
と
し
て
は
、
常
に
凍
結
し

て
い
な
い
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
面
を
確
保
す
る
い
わ
ゆ
る

｢黒

路
面
管
理
｣
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
背
景
が
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
高
山
国
道
管
内
で
は
、
北
海
道
に
匹
敵
す
る

よ
う
な
気
候
の
峠
を
抱
え
な
が
ら
積
雪
凍
結
路
面
に
不
慣

れ
な
ド
ラ
イ
バ
ー
が
多
い
こ
と
か
ら
高
い
路
面
水
準
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
頻
繁
に
除
雪
や
凍
結
防
止
作
業

が
必
要
で
、
作
業
出
動
の
判
断
や
、
車
両
管
理
及
び
管
理

作
業
の
効
率
化
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
道
路
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
今
後
変

化
す
る
気
象
状
況
を
予
測
･
解
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効

率
的
な
除
雪
作
業
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
情
報
を
道
路
利
用
者
に
的
確
に
提
供
す
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
安
全
性

･
快
適
性
の
向
上
を
図
る
必
要
も
あ

り
ま
す
。
事
故
や
交
通
障
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
管
内
の
気
象
や
路
面
状
況
を
知
ら
せ
、
雪
道

に
対
す
る
備
え
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
除
雪

冬期の除雪車両と一般車両との事故

　　　　　 　　　　　 　　

　　
　
　

,海選
考試
写

車
の
作
業
箇
所
を
事
前
に
情
報
提
供
し
除
雪
車
等
へ
の
追

突
事
故
を
防
止
す
る
な
ど
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る
こ
と

が
重
要
で
、
こ
の
た
め
の
情
報
を
提
供
す
る
責
務
が
道
路

管
理
者
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

当
事
務
所
で
は
、
こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

管
内
の
国
道
四
一
号
線
を
対
象
に
、
除
雪
管
理
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
試
験
運
用
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
改
良
す

べ
き
点
は
多
く
残
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
場
を
借
り
て
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三

除
雪
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
成

除
雪
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
表
1
の
三
つ
の
シ
ス
テ
ム
か

ら
構
成
し
、
こ
れ
ら
は
相
互
に
リ
ン
ク
し
な
が
ら
、
道
路

管
理
の
効
率
化
、
省
力
化
及
び
情
報
公
開
の
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。



1

気
象
予
測
シ
ス
テ
ム

気
象
予
測
シ
ス
テ
ム
で
は
、
気
温
予
測
･
略
温
予
測
･

雪
氷
予
測
を
行
い
、
道
路
管
理
や
除
雪
作
業
の
判
断
に
役

立
て
る
と
と
も
に
、
一
部
の
情
報
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携
帯
電
話
、
道
路
情
報
板
で
も
ド
ラ
イ
バ

ー
な
ど
一
般
の
道
路
利
用
者
に
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
公
開

し
て
い
ま
す
。

予
測
シ
ス
テ
ム
の
も
と
と
な
る
、
気
温
観
測
は
、
国
道

四
一
号
道
路
管
理
区
間

(
一
0
五
･
七
踊
区
間
)
に
合
計

三
八
地
点
に
配
置
し
た
気
温
計
か
ら
気
温
デ
ー
タ
を
一
時

間
毎
に
収
集
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
二
〇
地
点
に
つ
い
て
は
、

管
理
区
間
内
で
の
凍
結
や
事
故
の
可
能
性
が
高
い
地
点
を

選
定
し
、平
成
一
三
年
度
に
新
た
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。

1 除雪管理システムの構成と役割

①
気
象
予
測
シ
ス
テ
ム
の
役
割

･路
線
上
の
気
象
観
測
(気
温
、
積
雪
等
)
と
デ

ー
タ
の
収
集
。

･
降
雪
と
路
面
凍
結
予
測
。

･
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
観
測
･
予
測
情
報
の
公

開
。

②
除
雪
支
援
シ
ス
テ
ム
の
役
割

･
除
雪
、
凍
結
防
止
作
業
の
出
動
判
断

(工
区
、

時
刻
)
及
び
除
雪
業
者
へ
の
作
業
指
示
。

･
除
雪
作
業
の
出
来
高
管
理
。

･
雪
道
巡
回
情
報
の
収
集
。

@
卑
両
管
理
シ
ス
テ
ム
の
役
割

･作
業
車
両
の
運
行
管
理
と
位
置
の
把
握
。

･道
路
情
報
板
へ
の
位
置
情
報
提
供

一
時
間
毎
に
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
基
に
、
財
団
法
人
日

本
気
象
協
会
か
ら
提
供
さ
れ
る
気
象
予
測
デ
ー
タ
を
利
用

し
て
二
四
時
間
先
ま
で
の
気
温
を
計
算
し
ま
す
。
こ
の
気

温
予
測
デ
ー
タ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
i
モ
ー
ド
等
の
携
帯
サ
イ
ト
上
で
公
開
し
て
い
ま
す

(図
3
)。

ま
た
、
三
八
地
点
中
一
六
地
点
か
ら
は
路
温
観
測
デ
ー

タ
も
収
集
し
、
気
温
予
測
と
同
様
な
予
測
手
法
を
利
用
し

て
路
面
温
度
を
予
測
し
て
い
ま
す
。

次
に
気
象
予
測
シ
ス
テ
ム
の
流
れ
に
つ
い
て
以
下
に
述

べ
た
い
と
思
い
ま
す

(図
4

･
5
)
。

①

は
じ
め
に
、
気
温
デ
ー
タ
が
毎
正
時
五
分
過
ぎ
頃
に

公
衆
電
話
網
、
パ
ケ
ッ
ト
通
信
網

(N
T
T
ド
コ
モ
の

D

o
p
a
網
)
を
利
用
し
て
事
務
所
内
の
デ
ー
タ
収
集

サ
ー
バ
に
気
温
デ
ー
タ
が
収
集
さ
れ
ま
す
。

②

収
集
後
、
気
象
デ
ー
タ
を
用
い
た
予
測
計
算
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
予
測
計
算
を
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
利
用
さ
れ
る

気
象
デ
ー
タ
は
一
日
二
回
更
新
さ
れ
る
G
P
V
予
報
デ

ー
タ
、
毎
時
更
新
さ
れ
る
ア
メ
ダ
ス
デ
ー
タ
を
用
い
て

予
測
計
算
を
行
い
ま
す

(G
P
V
と
は
、
気
象
庁
が
配

信
す
る
格
子
点
数
値
デ
ー
タ
で
、
気
温
、
風
向
風
速
、

降
水
量
、
雲
量
等
の
気
象
要
素
の
予
報
値
を
数
値
モ
デ

ル
に
よ
っ
て
計
算
し
た
値
で
す
)。

③

予
測
式
は
、
重
回
帰
式
を
用
い
た
統
計
的
手
法
で
行

　　

　
　

　
　

　

　

　　　
　
　

　

　　

　
　

　

　　　
　

雄
三

　
　
　
　

図3 公開ホームページ画面 ｢凍結予測｣
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図4 気温予測システムの流れ

気象予測システム　 　
　
　　　

　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　
の平田価を.数富モ子ルによって計

(地上は201rp,上留は40k…懸隔)
衾甥賞して、各囃子点-筈おける気温

時
に
計
算
し
、
事
前
通
行
規
制
の

｢予
備
規
制
｣
と
し
て

情
報
を
提
供
し
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

降
雪
予
測
は
、
管
内
一
二
地
点
で
観
測
し
て
い
る
積
雪

深
計
の
デ
ー
タ
を
、
日
本
気
象
協
会
が
取
得
し
、
気
象
予

報
士
が
高
層
天
気
図
等
の
気
象
デ
ー
タ
、
ま
た
高
山
の
地

形
を
考
慮
し
て
三
時
間
間
隔
の
降
雪
予
測
を
一
日
二
回
発

表
し
ま
す
。

降
雨
予
測
は
気
象
庁
の
メ
ッ
シ
ュ
デ
ー
タ
と
日
本
気
象

協
会
独
自
予
測
の
メ
ッ
シ
ュ
デ
ー
タ
と
を
組
み
合
わ
せ
、

三
一時
間
先
ま
で
の
予
測
を
毎
時
刻
自
動
的
に
計
算
し
情

隠

報
を
更
新
し
ま
す
o

勤
3

除
雪
作
業
支
援
シ
ス
テ
ム

方
除
雪
作
業
支
援
メ

ス
は
道
路
維
持
管
理
作
業
の

胞
実
施
に
際
し
、
よ
り
的
確
な
出
動
判
断
や
効
率
的
な
管
理

　簿

を
支
援
す
る
た
め
に
道
路
管
理
者
に
対
し
て
情
報
を
提
供

気

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
次
の
よ
う
な
機
能
を
持
っ
て
い

殴

ま
す
0

①

気
象
予
測
シ
ス
テ
ム
か
ら
得
た
気
象
デ
ー
タ
及
び
雪

道
巡
回
情
報
を
解
析
し
、
新
雪
除
雪
、
拡
幅
除
雪
や
凍

結
防
止
作
業
の
出
動
判
定
を
行
う
。

②

高
山
国
道
工
事
事
務
所
の
み
な
ら
ず
、
各
除
雪
セ
ン

タ
ー
等
か
ら
路
面
状
況
等
を
入
力
で
き
、
デ
ー
タ
を
一

括
管
理
し
、
迅
速
に
処
理
す
る
。

③

そ
の
た
め
事
務
所
、
高
山
及
び
神
岡
維
持
出
張
所
、

小
坂
、
富
峠
、
古
川
、
数
河
、
茂
住
の
各
除
雪
セ
ン
タ

ー
間
を
L
A
N
で
結
び
、情
報
を
相
互
に
共
有
で
き
る
。

⑥

最
後
に
W
e
b
サ
ー
バ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
せ
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て
閲
覧
可
能
と
な
り
ま
す
。

2

降
雪
予
測
･
降
雨
予
測
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
て
い
る
道
路
情
報
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
は
、
気
温
･
路
温
予
測
と
共
に
、
降
雪
予
測
、

降
雨
予
測
デ
ー
タ
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
に

よ
っ
て
今
後
の
降
雪
の
動
向
、
降
雨
の
動
向
が
把
握
で
き

る
と
と
も
に
、
降
雨
に
つ
い
て
は
、
そ
の
連
続
雨
量
も
同

　　　　　
気愈玄覆･アメダス
気黛震窒･レーダ噂

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
冬
期
の
地
上
気
温
は
、
上
空
の

雲
の
有
無
が
影
響
を
及
ぼ
す
為
、
G
P
V
の
雲
量
に
よ

り
予
測
式
を
使
い
分
け
て
い
ま
す
。

④

G
P
V
に
よ
る
予
測
計
算
は
一
日
二
回
行
わ
れ
ま
す

が
、
ア
メ
ダ
ス
デ
ー
タ
や
国
道
の
気
温
デ
ー
タ
を
用
い

て
予
測
値
を
毎
時
刻
補
正
し
ま
す
。

⑤

毎
時
の
気
温
予
測
が
終
わ
っ
た
後
、
一
般
公
開
用
の

W
e
b
画
像

(計
三
八
地
点
)
を
自
動
作
成
さ
せ
ま
す
。

0作巽車の運行管理

　　　　　　
　　　　　　　



④

各
除
雪
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
作
業
状
況
の
情
報
を
一

括
管
理
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
、
雪
氷
状
況
報
告
、

作
業
出
来
高
管
理
へ
用
い
る
。

ま
た
、
作
業
出
動
判
断
の
た
め
に
パ
ソ
コ
ン
上
で
図
6

の
よ
う
な
画
面
を
作
成
し
、判
断
の
助
け
と
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
出
来
高
管
理
の
た
め
維
持
出
張
所
か
ら
除
雪
業
者

へ
の
作
業
指
示
書
が
作
成
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

新
雪
除
雪
の
出
動
判
断
の
流
れ
は
次
の
①
~
④
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

①

雪
道
巡
回
に
よ
る
路
面
状
況
等
の
デ
ー
タ
入
力
。

②

テ
レ
メ
ー
タ
実
況
値
及
び
降
雪
予
測
値
の
自
動
取

得
。

③

出
動
基
準
値

(降
雪
一
〇
皿
等
)
に
達
す
る
工
区
と

時
刻
を
自
動
判
断
し
、
シ
ス
テ
ム
の
画
面
に
表
示
。

④

作
業
機
械
を
選
定
し
道
路
管
理
者
か
ら
除
雪
業
者
へ

作
業
指
示
書
を
出
す
。

一
方
、
作
業
出
来
高
管
理
の
た
め
機
械
の
稼
働
状
況
を

管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
車
載
端
末
を
用

意
し
、
機
械
の
走
行
距
離
や
時
間
、
作
業
区
間
、
工
種
区

分
、
薬
剤
散
布
量
な
ど
を
機
械
毎
に
保
持
し
、
作
業
終
了

後
に
速
や
か
に
作
業
報
告
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。ま

た
、数
河
工
区
の
除
雪
車
両
に
車
載
端
末
を
導
入
し
、

こ
れ
に
よ
り
実
際
に
除
雪
等
を
行
っ
た
区
間
を
細
か
く
把

握
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
除
雪
業
者
へ
の
精
算
調
書
作
成

に
役
立
て
て
い
ま
す
。

4

車
両
管
理
シ
ス
テ
ム

作
業
箇
所
及
び
作
業
状
況
の
把
握
の
た
め
、
G
P
S
衛

星
や
通
信
衛
星
を
利
用
し
て
機
械
の
位
置
情
報
を
自
動
的

に
収
集
す
る
も
の
で
す
。
位
置
情
報
は
事
務
所
で
管
理
す

る
だ
け
で
な
く
、
道
路
情
報
板
等
を
介
し
、
道
路
利
用
者

へ
も
伝
達
さ
れ
、
機
械
へ
の
追
突
事
故
防
止
な
ど
安
全
管

理
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
作
業
機
械
の
位
置
等
を
事
務
所
で

自
動
的
に
把
握
す
る
た
め
、
車
両
か
ら
の
通
信
手
段
と
し

て
オ
ム
ニ
ト
ラ
ッ
ク
ス

(衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
)
を
採
用

し
ま
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
次
の
①
~
②
と
な
り
ま
す
。

①

衛
星
を
利
用
し
て
い
る
た
め
、
山
間
部
に
お
い
て
も

不
感
地
帯
が
少
な
い
。

②

衛
星
通
信
を
利
用
し
て
い
る
た
め
、
地
上
災
害
の
影

響
を
受
け
に
く
い
。

車
両
か
ら
事
務
所
へ
通
信
す
る
時
間
間
隔
は
次
の
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

①

車
速
の
速
い
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
や
散
布
車
は
二
分
間

隔
。

②

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
、
グ
レ
ー
ダ
ー
は
六
分
間
隔
。

こ
う
し
て
得
た
車
両
の
位
置
情
報
を
解
析
し
道
路
情
報

板
に
次
の
よ
う
な
情
報
表
示
を
し
て
い
ま
す
。

｢o
m
先
除
雪
中

走
行
注
意
｣

同
時
に
事
務
所
に
お
い
て
は
、
作
業
箇
所
を
パ
ソ
コ
ン

の
地
図
上
で
表
示
し
作
業
状
況
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

四

今
後
の
シ
ス
テ
ム
展
開

こ
の
除
雪
管
理
シ
ス
テ
ム
は
平
成
一
三
年
度
に
試
験
運

用
を
行
い
ま
し
た
が
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。

①

事
務
所
に
お
け
る
車
両
の
位
置
把
握
に
衛
星
回
線
を

28 道イテセ 2003.1

図 6 新雪除雪の際の出動判断画面 (小坂工区)
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用
い
た
た
め
通
信
費
用
が
大
き
く
な
っ
た
。

し
、
除
雪
セ
ン
タ
ー
に
戻
る
前
に
無
線
L
A
N
で
取
得

幅
広
い
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム

“

②

道
路
線
形
等
に
起
因
し
、
位
置
情
報
解
析
精
度
に
限

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

判
断
と
人
的
判
断
の
串
難
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
比
較
を

1

界
が
あ
っ
た
。

行
い
な
が
ら
よ
り
効
率
的
で
低
コ
ス
ト
の
作
業
が
可
能
と

の

③

車
載
機
搭
載
を
数
河
除
雪
工
区
の
車
両
に
限
定
し
た

た
め
、
出
来
高
管
理
帳
票
作
成
作
業
が
煩
雑
化
し
た
。

④

雪
道
巡
回
情
報
を
除
雪
セ
ン
タ
ー
に
戻
っ
て
か
ら
入

力
し
て
い
た
た
め
、
時
間
ロ
ス
及
び
入
力
作
業
の
繁
雑

化
が
生
じ
た
。

⑤

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
判
断
と
シ
ス
テ
ム
判
断
と
の
舵
難
が

生
じ
た
。

⑥

気
象
予
測
シ
ス
テ
ム
の
一
般
公
開
手
段
と
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
限
っ
た
た
め
利
用
者
が
限
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
問
題
点
を
克
服
す
る
た
め
平
成
一
四
年
度
は

｢無
線
L
A
N
｣
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、

①

宮
峠
工
区
に
二
皿
ピ
ッ
チ
で
無
線
L
A
N
ア
ク
セ
ス

ポ
イ
ン
ト
を
設
置
し
、
車
両
と
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
間

は
無
線
通
信
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
通
信

費
用
の
削
減
と
通
信
頻
度
の
増
加
に
よ
り
位
置
情
報
の

解
析
精
度
向
上
が
図
ら
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

②

全
て
の
大
型
車
両
に
車
載
機
を
搭
載
し
、
各
除
雪
セ

ン
タ
ー
に
も
無
線
L
A
N
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
作
業
情
報
を
迅
速
か
つ
集
中
管
理
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。

③

雪
道
巡
回
情
報
を
車
載
機
で
入
力
で
き
る
よ
う
に

こ
の
他
に
、
気
象
予
測
シ
ス
テ
ム
一
般
公
開
の
高
度
化

と
し
て
、
プ
ッ
シ
ュ
型
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
携
帯
電
話
へ
の

E
メ
ー
ル
通
知
サ
ー
ビ
ス

(気
温
･
積
雪
･
警
報
等
の
配

信
)
及
び
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
と
し
て
、
案
内
型
バ
リ

ア
フ
リ
ー
ペ
ー
ジ
や
、
電
話
音
声
に
よ
る
気
象
情
報
案
内

｢ひ
だ
雪
道
ガ
イ
ド
｣
を
新
規
に
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ひだ雪道ガイド
パンフレット 樋

岬
　
　

な
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
改
良
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え

セ

て
い
ま
す
o

断

I
T
技
術
は
日
進
月
歩
の
勢
い
で
日
々
進
歩
し
て
お

り
、
整
備
や
検
討
に
時
間
を
か
け
、
陳
腐
化
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
今
後
も
よ
り
よ
い
情
報
提
供
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

し、 登録して下さい。

※ E メール配信サービスの登録はパソコ

ン、 携帯電話で上記アドレスにアクセス
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民
営
化
推
進
委
員
会
の
意
見
の
概
要

六
月
二
四
日
の
初
会
合
か
ら
、
八
月
三
〇
日
の
中
間
整
理
決

定
を
経
て
、
三
一月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
第
三
五
回
委
員
会
に

お
い
て
、
意
見
が
決
定
さ
れ
、
同
日
石
原
大
臣
か
ら
総
理
に
提

出
さ
れ
た
。

意
見
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
主
と
し
て
①
新
会
社
に
よ
る

道
路
資
産
の
買
取
･
保
有
、
②
新
会
社
に
よ
る
今
後
の
道
路
建

設
に
お
け
る
既
存
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の
料
金
収
入
の
一
部
活

用
、
③
新
会
社
が
支
払
う
べ
き
貸
付
料
の
具
体
的
な
設
定
方
式
、

④
料
金
の
総
額
一
割
引
下
げ
、
の
四
点
に
つ
い
て
は
意
見
集
約

に
至
ら
ず
、
両
論
併
記
も
検
討
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に
は
今
井

委
員
長
が
委
員
長
を
辞
任
し
て
委
員
会
を
退
席
し
た
後
に
採
択

が
行
わ
れ
、
中
村
委
員
を
除
く
五
委
員
の
賛
成
多
数
で
意
見
が

決
定
さ
れ
た
。

意
見
書
に
お
い
て
は
、
新
た
な
組
織
の
あ
り
方
と
し
て
、
四

公
団
の
道
路
資
産
の
保
有
及
び
債
務
の
返
済
を
行
う

｢保
有
･

債
務
返
済
機
構
｣
の
設
置
及
び
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
債
務

処
理
等
が
盛
り
込
ま
れ
た
ほ
か
、
通
行
料
金
の
引
下
げ
、
今
後

の
道
路
建
設
の
ス
キ
ー
ム
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
の
改
革
等
を
通

じ
た
管
理
コ
ス
ト
の
削
減
、
改
革
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
が
盛
り

込
ま
れ
た

(別
添
1
参
照
)。

三

政
府
･与
党
協
議
会

委
員
会
の
意
見
提
出
を
受
け
、
一
二
月
三
一日
に
政
府
･与

党
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
に
関
す

る
当
面
の
措
置
に
つ
い
て
、
政
府

･
与
党
間
で
申
し
合
わ
せ
が

行
わ
れ
た
。

申
し
合
わ
せ
に
お
い
て
は
、
直
ち
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
と

し
て
、
①
建
設
コ
ス
ト
の
削
減
、
②
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
の
抜
本

的
見
直
し
、
③
公
団
に
お
け
る
民
間
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
導
入
が

盛
り
込
ま
れ
た
ほ
か
、
平
成
一
五
年
度
予
算
に
関
連
す
る
事
項

と
し
て
、
①
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
債
務
処
理
等

(有
利
子

債
務
の
一
部
を
切
り
離
し
て
、
国
の
道
路
特
定
財
源
に
よ
り
早

期
に
処
理
等
)、
②
高
速
自
動
車
国
道
整
備
へ
の
新
直
轄
方
式

の
導
入
等
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
今
後
検
討
す
べ
き
課
題

と
し
て
、
新
会
社
に
よ
る
高
速
道
路
等
の
整
備
の
具
体
的
な
仕

組
み
等
が
盛
り
込
ま
れ
た

(別
添
2
参
照
)。

な
お
、
三
一月
二
六
日
に
第
二
回
政
府
･与
党
協
議
会
が
開

3" 道行セ 2003.1

道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
に
つ
い
て
は
、
｢道
路
関
係
四

公
団
民
営
化
推
進
委
員
会
｣
に
お
い
て
調
査
審
議
が
進
め
ら
れ

て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
昨
年
三

一月
六
日
に
同
委
員
会
の

意
見
が
総
理
へ
提
出
さ
れ
た
こ
と
等
を
受
け
、
同
三
一日
に
当

面
の
措
置
に
つ
い
て
の
政
府

･
与
党
の
申
し
合
わ
せ
が
行
わ

れ
、
同
一
七
日
に
今
後
の
対
応
方
針
に
つ
い
て
の
閣
議
決
定
が

行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

同
委
員
会
の
審
議
経
過
等
に
つ
い
て
は
、
本
誌
八
月
号
及
び

九
月
号
に
お
い
て
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い

て
は
、
同
委
員
会
の
意
見
及
び
そ
れ
を
受
け
た
政
府
の
対
応
等

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

週離関係鬮鑑圓◎
覊鬮化幅ついて

道路局路政課



催
さ
れ
、
上
記
申
し
合
わ
せ
を
受
け
た
平
成
一
五
年
度
予
算
政

府
案
が
報
告
さ
れ
る
と
と
も
に

(別
添
3
参
照
)、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
が
議
論
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

(別
添
4
参

昭
箋三

閣
議
決
定

三
一月
一
七
日
に
は
、
道
路
関
係
四
公
団
、
国
際
拠
占
空
港

及
び
政
策
金
融
機
関
の
改
革
に
係
る
今
後
の
対
応
方
針
に
つ
い

て
、
閣
議
決
定
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
政
府
は
、
委
員
会
の
意
見
を
基
本
的
に
尊
重

す
る
と
の
方
針
の
下
、
こ
れ
ま
で
の
委
員
会
の
成
果
を
踏
ま
え

つ
つ
、
審
議
経
過
や
意
見
の
内
容
を
十
分
精
査
し
、
必
要
に
応

じ
与
党
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
改
革
の
具
体
化
に
向
け
て
所
要

の
検
討
、
立
案
等
を
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
た

(別
添
5
参
昭
霧

な
お
、
委
員
会
の
議
事
は
公
開
さ
れ
て
お
り
、
委
員
会
事
務

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(ア
ド
レ
ス

…
耳
目
"
"
橇
鶏
炭
目
付
-鱒
o
-

ミ
ミ

の目
鱒
5
温
＼
日
会
〆
自
己
)
に
お
い
て
、
現
在
ま
で
の
委

員
会
資
料
及
び
議
事
概
要
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(別
添
1
)
意
見
書

(概
要
)

*
意
見
書
に
は
参
考
資
料
と
し
て
次
の
資
料
が
添
付
さ
れ
て
い

る
o･今

井
委
員
長
提
出
案

(平
成
一
四
年
三

月
六
日
)

･事
務
局
作
成
意
見
案

(平
成
一
四
年
一
一
月
三
九
日
)

･中
村
委
員
意
見
書

(平
成
一
四
年
三
一月
六
日
)

･審
議
過
程
に
お
け
る
意
見
集
約

(別
添
2
)
道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
に
つ
い
て

(別
添
3
)
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
に
関
す
る
平
成
一
五
年

度
予
算
政
府
案
に
つ
い
て

(主
要
点
)

(別
添
4
)
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

(案
)

(別
添
5
)
｢道
路
関
係
四
公
団
、
国
際
拠
占
発
工港
及
び
政
策
金

融
機
関
の
改
革
に
つ
い
て
｣

別
添
1三

思
見
圭
三
(概
要
)

平
成
一
四
年
一
二
月
六
日

道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
推
進
委
員
会
事
務
局

1

新
た
な
組
織
の
あ
り
方

①
新
会
社
各
社
の
収
益
調
整
を
図
り
、
長
期
債
務
の
返
済
を

で
き
る
だ
け
早
期
に
実
現
す
る
た
め
、
保
有
･債
務
返
済
機

構

(仮
称
。
以
下

｢機
構
｣
と
い
う
。)
を
設
置
す
る
。
機

構
は
、
四
公
団
に
係
る
道
路
資
産

(新
会
社
に
承
継
さ
れ
る

も
の
等
を
除
く
。)
及
び
そ
れ
に
対
応
す
る
長
期
債
務
を
一

括
し
て
承
継
し
、
新
会
社
は
機
構
か
ら
道
路
資
産
を
借
受
け

て
、
貸
付
料
を
支
払
う
。

②
新
会
社

①

新
会
社
は
、
自
動
車
道
事
業
を
中
心
に
、
関
連
事
業
に

つ
い
て
も
積
極
的
に
展
開
す
る
も
の
と
し
、
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
等
に
係
る
資
産
･債
務
を
承
継
し
て
発
足
す
る
。

②

新
会
社
は
、
発
足
後
一
〇
年
を
目
途
に
、
機
構
の
所
有

す
る
道
路
資
産
の
買
い
取
り
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
の
時

点
で
機
構
は
解
散
す
る
。

③

新
会
社
は
、
当
初
国
が
全
株
式
を
保
有
す
る
特
殊
会
社

と
し
て
発
足
す
る
が
、
機
構
か
ら
道
路
資
産
を
買
い
取
っ

た
後
は
、
早
期
に
上
場
を
目
指
す
。

③

保
有
･債
務
返
済
機
構

①

機
構
は
、
債
務
の
返
済
、
倍
換
え
の
み
を
そ
の
業
務
と

す
る
。

②

機
構
は
、
新
規
建
設
に
係
る
も
の
及
び
国
等
に
譲
渡
す

る
も
の
を
除
き
、
既
供
用
路
線
及
び
建
設
中
の
路
線
又
は

区
間
に
係
る
道
路
施
設
を
承
継
す
る
。

③

機
構
が
新
会
社
か
ら
徴
収
す
る
貸
付
料
は
長
期
定
額
と

し
て
設
定
し
、
そ
の
総
計
年
額
は
約
四
〇
年
間
の
元
利
均

等
返
済
を
ベ
ー
ス
と
し
て
算
定
す
る
。
長
期
定
額
の
貸
付

料
は
、
全
額
債
務
の
元
利
返
済
の
み
に
充
当
す
る
。

④
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
債
務
処
理

料
金
収
入
、
国
の
出
資
、
地
方
自
治
体
の
出
資

(現
行
よ

り
も
一
五
年
延
長
)
及
び
他
の
道
路
関
係
公
団
の
道
路
料
金

の
活
用
、
並
び
に
債
務
切
り
離
し

(国
の
道
路
特
定
財
源
)

に
よ
り
、
本
四
架
橋
の
料
金
の
大
幅
引
下
げ

(二
分
の
一
程

度
)
と
債
務
の
切
り
離
し
処
理
を
同
時
に
進
め
る
。

◎
地
域
分
割

組
織
の
適
正
規
模
の
確
保
、
競
争
を
通
じ
コ
ス
ト
意
識
や

増
収
意
識
の
醸
成
等
を
考
慮
し
、
日
本
全
国
を
五
つ
の
地
域

に
分
割
し
て
新
会
社
を
設
立
す
る
。
首
都
高
速
道
路
公
団
及

び
阪
神
高
速
道
路
公
団
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
路
線
を
核
と

し
て
設
立
す
る
。

道行セ 2003.1 3 Z



2

通
行
料
金

民
営
化
の
目
に
見
え
る
成
果
と
し
て
、
実
情
に
応
じ
た
弾
力

的
な
引
下
げ
策
を
講
じ
、
通
行
料
金
の
平
均
一
割
引
下
げ
を
民

営
化
と
同
時
に
実
施
す
る
。

3

今
後
の
道
路
建
設

①
新
会
社
発
足
ま
で
の
間
、
各
公
団
は
、
本
委
員
会
に
お
い

て
と
り
ま
と
め
た
基
準
に
よ
る
個
別
路
線
の
優
先
順
位
に
基

づ
き
、
重
点
的
な
予
算
配
分
を
行
う
。

②
新
会
社
は
、
公
益
性
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
自
社
の
経
営
状

況
、
投
資
採
算
性
等
に
基
づ
き
判
断
し
、
自
主
的
に
新
規
建

設
へ
の
参
画
を
決
定
す
る
。

③
新
会
社
の
採
算
を
超
え
る
建
設
投
資
は
、
合
併
施
行
方
式

等
国
･
地
方
公
共
団
体
等
の
費
用
負
担
を
前
提
に
し
た
新
た

な
制
度
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
建
設
資

金
の
拠
出
に
つ
い
て
は
、
新
会
社
に
対
す
る
新
た
な
税
制

･

納
付
金
制
度
の
導
入
、
貸
付
料
の
増
額
等
に
よ
る
機
構
か
ら

の
支
出
、
財
投
資
金
の
借
入
れ
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
方
式

は
行
わ
な
い
。

⑥
新
会
社
が
行
う
道
路
建
設
等
の
設
備
投
資
資
金
は
、
自
ら

調
達
し
、
上
場
ま
で
の
間
に
限
り
、
政
府
保
証
等
の
措
置
を

講
じ
る
。
た
だ
し
、
市
場
規
律
を
発
揮
さ
せ
る
観
点
か
ら
、

財
投
資
金
の
活
用
は
認
め
な
い
。

4

関
連
公
益
法
人
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
の
改
革

･
管
理
コ
ス

ト
削
減

関
連
公
益
法
人
の
所
有
す
る
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
新
会
社

へ
の
移
管
を
図
る
と
と
も
に
、
関
連
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
会

社
の
子
会
社
に
お
い
て
積
極
的
に
展
開
す
る
。
ま
た
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
企
業
と
の
不
公
正
な
癒
着
構
造
の
解
消
、
外
注
業
務
に
お

け
る
競
争
条
件
の
徹
底
的
な
確
保
、
維
持
補
修
等
業
務
の
入
札

参
加
資
格
要
件
の
撤
廃

(二
〇
0
二
年
度
内
)
等
を
通
じ
た
管

理
コ
ス
ト
の
大
幅
な
縮
減

(概
ね
三
割
)
を
目
指
す
。

5

改
革
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

①
現
行
の
建
設
計
画
の
見
直
し
、
民
間
企
業
経
験
者
の
登
用
、

コ
ス
ト
削
減
計
画

(二
〇
〇
二
年
度
内
)
の
作
成
等
民
営
化

ま
で
に
直
ち
に
取
り
組
む
べ
き
措
置
を
着
実
に
実
施
す
る
。

②
道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
は
、
二
O
0
五
年
四
月
一
日

に
実
施
す
る
。

別
添
2

道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
に
つ
い
て

平
成

一
四
年
一
二
月
三
一日

(政
府
･与
党
申
し
合
わ
せ
)

道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
に
関
す
る
当
面
の
措
置
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
決
定
す
る
。

1

直
ち
に
取
り
組
む
べ
き
事
項

①
建
設
コ
ス
ト
の
削
減

今
後
の
高
速
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
新
た

な
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
も
活
用
し
て
、
車
線
数
の
削
減
や
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
構
造
の
見
直
し
等
の
規
格

･
構
造
の
見

直
し
や
、
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
の
導
入
な
ど
発
注

･
契
約
方

式
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
建
設
コ
ス
ト
の
大
胆
な
縮
減
を

図
る

(残
事
業
費
の
約
二
割
)。

②
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
の
抜
本
的
見
直
し

外
注
費
の
徹
底
縮
減
、
競
争
参
加
条
件
の
大
幅
緩
和
に

よ
る
競
争
性
の
向
上
、
子
会
社
等
に
お
け
る
公
団
O
B
役

員
数
の
削
減
、
子
会
社
･
関
連
会
社
の
再
編
等
を
行
う
。

③
公
団
に
お
け
る
民
間
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
導
入

公
靱愈
云計
士
等
の
活
用
に
よ
り
民
間
企
業
の
会
計
原
則

に
基
づ
く
財
務
諸
表
を
平
成
一
五
年
秋
に
作
成
す
る
な
ど
、

民
間
企
業
経
験
者
の
知
恵
を
導
入
し
、
民
営
化
に
備
え
る
。

2

平
成
一
五
年
度
予
算
に
関
連
す
る
事
項

①
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
債
務
処
理
等

有
利
子
債
務
の
一
部
(約
一
･
三
兆
円
)
を
切
り
離
し
、

国
の
道
路
特
定
財
源
に
よ
り
早
期
に
処
理
す
る
と
と
も

に
、
国
及
び
地
方
に
よ
る
出
資
の
期
間
を
平
成
三
四
年
度

ま
で
一
〇
年
間
延
長
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に
お
け
る

国
民
負
担
の
膨
張
を
避
け
る
と
と
も
に
、
現
行
料
金
の
引

上
げ
を
前
提
と
せ
ず
に
本
四
架
橋
と
し
て
の
自
立
的
経
営

を
可
能
な
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
基
本
料
金
の
引
下
げ
に

つ
い
て
は
、
地
方
の
追
加
出
資

(
一
〇
年
間
延
長
)
に
よ

る
経
営
改
善
効
果
等
の
範
囲
内
で
行
う
も
の
と
す
る
。
な

お
、
民
間
債
務
の
返
済
条
件
等
の
変
更
･
繰
上
げ
償
還
は



行
わ
な
い
。

②
新
直
轄
方
式
の
導
入

新
会
社
に
よ
る
整
備
の
補
完
措
置
と
し
て
、
必
要
な
高

速
道
路
を
建
設
す
る
た
め
、
国
と
地
方
の
負
担

(国
…
地

方
=
三

…
-
)
に
よ
る
新
た
な
直
轄
事
業
を
導
入
す
る
。

ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
新
た
に
必
要
と
な
る
地
方
負
担
を
考

慮
し
て
、
国
か
ら
地
方
へ
税
源
移
譲
を
行
う
。

③

こ
の
直
轄
に
よ
る
整
備
は
、
で
き
る
限
り
少
な
い
財
政

負
担
で
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
観
点
か

ら
、
1
,
①
の
コ
ス
ト
縮
減
や
新
会
社
に
よ
る
投
資
可
能

額
を
踏
ま
え
、
約
三
兆
円
を
現
時
点
で
の
目
安
と
し
、
今

後
の
交
通
需
要
、
金
利
動
向
等
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ

見
直
す
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
対
象
と
す
る
路
線
は
、
料

金
収
入
に
よ
り
管
理
費
を
賄
え
な
い
路
線
な
ど
、
新
会
社

に
よ
る
整
備
･管
理
が
難
し
い
と
見
込
ま
れ
る
路
線
･
区

間
と
す
る
。

3

今
後
検
討
す
べ
き
課
題
等

平
成
一
七
年
度
中
の
民
営
化
に
間
に
合
う
よ
う
、
下
記
の
よ

う
な
組
織
形
態
等
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
の
意
見
を
基

本
的
に
尊
重
す
る
と
の
方
針
の
下
、
こ
れ
ま
で
の
同
委
員
会
の

成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
審
議
経
過
や
意
見
の
内
容
を
十
分
精
査

し
、
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
聴
取
し
た
上
で
、
検
討
を
進
め
、

関
係
法
案
の
平
成
一
六
年
通
常
国
会
提
出
を
目
指
す
。
こ
の
た

め
、
政
府
と
与
党
の
間
で
調
整
の
た
め
の
場
を
設
け
る
こ
と
と

す
る
。

○

新
会
社
に
よ
る
高
速
道
路
等
の
整
備
の
具
体
的
な
仕
組
み

(道
路
料
金
収
入
を
極
力
活
用
し
た
仕
組
み
も
含
む
。)

○

国
･機
構
･新
会
社
の
関
係

○

新
会
社
及
び
機
構
の
具
体
的
な
組
織
、
業
務

○

承
継
す
る
資
産
･債
務
の
内
容
･
評
価

○

税
制
･金
融
上
の
取
扱
い

等

別
添
3

道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
に
関
す
る
平
成
一
五
年
度
予
算

政
府
案
に
つ
い
て
(主
要
点
)

平
成
一
四
年

三
一月
二
六
日

国

土

交

通

省

1

本
四
公
団
の
債
務
処
理

①

本
四
公
団
の
平
成
一
因
年
度
末
有
利
子
債
務

(約
三
･

五
五
兆
円
)
の
う
ち
、
約

一
･
三
四
兆
円
を

一
般
会
計
に

承
継
し
、
道
路
特
定
財
源

(自
動
車
重
量
税
の
一
部
)
に

よ
り
早
期
に
処
理

②

当
該
処
理
の
た
め
、
平
成
一
五
年
度
約
二
、
二
四
五
億

円
が
計
上

③

現
行
の
出
資
は
平
成
三
四
年
度
ま
で
一
〇
年
間
延
長

※
現
行
出
資
八
〇
〇
億
円
/
年

国

(五
三
三
億
円
)
…

地
方

(二
六
七
億
円
)
=
二
"
-

④

次
期
通
常
国
会
に
関
係
法
案
を
提
出

(参
考
)

基
本
料
金
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
、
地
方
の
追
加
出
資

(
一
〇
年
間
延
長
)
に
よ
る
経
営
改
善
効
果
等
の
範
囲
内
で
行

2

高
速
自
動
車
国
道
整
備
へ
の
新
直
轄
方
式
の
導
入

①

高
速
自
動
車
国
道
法
の
改
正
を
前
提
に
、
国
と
地
方
の

負
担
に
よ
る
高
速
自
動
車
国
道
整
備
の
た
め
の
予
算
を
計

上

(国
…地
方
=
三

“
-
)

②

こ
の
枠
組
み
に
よ
る
整
備
量
と
し
て
、
今
後
、
概
ね
三

兆
円
を
目
安

③

平
成
一
五
年
度
は
、
そ
の
初
年
度
と
し
て
国
費
一
、
O

0
0
億
円
を
計
上

④

こ
の
新
た
な
枠
組
み
の
導
入
に
伴
い
、
自
動
車
重
量
譲

与
税
の
譲
与
割
合
を
現
行
の
1
/
4
か
ら
1
/
3
に
引
き

上
げ

(併
せ
て
、
地
方
道
路
譲
与
税
の
都
道
府
県
と
市
町

村
の
配
分
比
率
を
変
更
)

⑤

次
期
通
常
国
会
に
関
係
法
案
を
提
出

別
添
4

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

(案
)

※
適
宜
、
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
聴
取

へ
平
成
一
四
年
〉

一
二
月
二
四
日

平
成
一
五
年
度
予
算
政
府
案
決
定

へ
平
成

一
五
年
〉

一
月
~

通
常
国
会

下
記
の
関
係
法
案
を
国
会
提
出

○

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
債
務
処
理
等

猟　道



○

高
速
自
動
車
国
道
整
備
へ
の
新
直
轄
方
式
の

導
入

三
月
中

コ
ス
ト
削
減
計
画
の
策
定
等

六
~
七
月

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会
謙

三
~
三
一月新

組
織
の
ス
キ
ー
ム
の
概
要
決
定

(政
府
･与

党
協
議
会
)

○

新
会
社
に
よ
る
高
速
道
路
等
の
整
備
の
具

体
的
な
仕
組
み

(道
路
料
金
収
入
を
極
力
活

用
し
た
仕
組
み
も
含
む
。)

○

国
･
機
構
･
新
会
社
の
関
係

○

新
会
社
及
び
機
構
の
具
体
的
な
組
織
、
業
務

○

税
制
･金
融
上
の
取
扱
い

へ平
成
一
六
年
〉

一
月
~

通
常
国
会

道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
に
関
す
る
関
係
法
案

を
国
会
提
出

八
月

平
成
一
七
年
度
概
算
要
求

一
七
年
度
の
機
構
の
予
算
、
組
織

等

一
二
月

平
成
一
七
年
度
予
算
政
府
案
決
定

へ平
成
一
七
年
度
中
〉

道
路
関
係
四
公
団
民
営
化

(新
た
な
組
織
の
発
足
)

別
添
5

道
路
関
係
四
公
団
、
国
際
拠
点
空
港
及
び
政
策
金
融
機
関

の
改
革
に
つ
い
て

　

　　
　
　

義

決

道
路
関
係
四
公
団
、
国
際
拠
点
空
港
及
び
政
策
金
融
機
関
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画

(平
成

一
三
年
三
一月
一
九
日

閣
議
決
定
)
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
道

路
関
係
四
公
団
民
営
化
推
進
委
員
会
、
国
土
交
通
省
、
経
済
財

政
諮
問
会
議
に
お
い
て
検
討
さ
れ
、
今
般
そ
の
結
果
が
と
り
ま

と
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
下

記
の
方
針
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。

コし　　　

1

道
路
関
係
四
公
団

政
府
は
、
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
推
進
委
員
会
の
意
見
を

基
本
的
に
尊
重
す
る
と
の
方
針
の
下
、
こ
れ
ま
で
の
同
委
員
会

の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
審
議
経
過
や
意
見
の
内
容
を
十
分
精

査
し
、
必
要
に
応
じ
与
党
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
建
設
コ
ス
ト

の
削
減
等
直
ち
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
、
平
成
一
五
年
度
予
算

に
関
連
す
る
事
項
、
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
等
を
整
理
し
た
上

で
、
改
革
の
具
体
化
に
向
け
て
、
所
要
の
検
討
、
立
案
等
を
進

め
る
。

2

国
際
拠
点
空
港

政
府
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
空
港
が
創
意
工
夫
を
活
か
せ
る
よ
う

な
自
立
的
な
経
営
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
経
営
の
一
層
の

効
率
化
、
経
営
の
透
明
性
の
向
上
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

等
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
経
営
形
態
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
以
下
の
と
お
り
単
独
で
民
営
化
を
進
め
る
。

①

新
東
京
国
際
空
港
公
団
に
つ
い
て
は
、
完
全
民
営
化
に
向

け
て
、
平
成
一
六
年
度
に
全
額
国
出
資
の
特
殊
会
社
に
す
る

こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
の
法
律
案
を
次
期
通
常
国
会
に
提
出

す
る
。

②
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
特
殊
会

社
と
し
て
の
経
営
形
態
を
維
持
し
つ
つ
、
将
来
の
完
全
民
営

化
に
向
け
て
、
安
定
的
な
経
営
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、
経

営
改
善
を
進
め
、
有
利
子
債
務
の
確
実
な
償
還
を
期
す
と
と

も
に
、
当
面
の
資
金
調
達
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

,望 ま首介〒セ 2003.1

3

政
策
金
融
機
関

政
府
は
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
結
論
を
踏
ま
え
、
経
済
情

勢
を
見
極
め
つ
つ
、
さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
民
間

人
も
含
め
改
革
に
意
欲
の
あ
る
人
材
の
登
用
な
ど
適
材
適
所
の

経
営
責
任
者
任
用
、
特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
の
着
実
な

実
行
等
の
措
置
を
講
じ
る
。
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字魔螂年度逍蹄鰤係予算の概要

道路関係予算総括表 (単位 :百万円)

事 項

前年度予算額

(A )

平成15年度決定額

(B )

対前年度

倍 率

(B / A )

備 考

一 般 会 計 繰 入

道 路 整 備

幹 線 道 路

交 通 連 携

道路環境整備

N T T 一 A 型

揮発油税直入顔

貸付金償還金等

2,563-613

2′197,282

1,927,328

269,954

366,331

89,819

710,200

80-790

2-438,720

2-049,278

も75l,945

297,333

389,442

89,472

703,300

74.598

0,95

0.93

0.91

1･10

1.06

1･00

0.99

0,92

1,道路整備特別会計国費とし

て、この他に河川等関連公共施

設整備促進事業30,000百万円

(前年度28,000百万円)がある。

2.道路環境整備には、住宅宅地

関連公共施設整備促進事業

65.446百万円(前年度銅,000百

万円)、都市再開発関連公共施設

整備促進事業3,000百万円(前年

度3,000百万円)、まちづくり総

合支援事業的,988百万円(前年

度15,000百万円)及び住宅市街

地整備総合支援事業5,000百万

円を含む。

3.本表のほか、NTT‐B型 (補助

率差損)として、 8,520百万円

がある。

合 計 3-444,422 3,306,090 0.96

(再 計)

一 般 道 路

有 料 道 路

3-049-337

395,085

3,099,027

207,063

1.02

0.52

平
成
一
五
年
度
の
道
路
関
係
予
算
の
概
要
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

道
路
関
係
予
算
総
括
表

(参 考)

事 項
平成1 4年度当初

(A )
平成1 5年度当初

(日)
対前年度倍率

(B / A )
一報会計緑入 2,663 613 2-438,720 0,95

道路整備
幹線

2,l97-282 2-049,278 0,93
幹線道路 1,927,328 l,751,945 0,9l

一般道路
匡大都市圏環状道路の整備
l渋滞対策の推進
Iその他一般改築等

1,622,062 1,634,354 l･01
177,1l6 196,929 1･=
440,291 455,621 1.03

1,004,656 981,804 0.98
有料道路 305,266 117,591 0.39

専稔前蓮憔 269,954 297-333 ll o
空港港湾等アクセス 132,184 145,589 1･10
交通結節点改善 ← 42,468 42,411 l･00
公共交通支援 ･踏切 96-302 109,333 1,15

道路環境整備
沿道環境改善
電線共同溝
交通安全
その補遺勝曙鮨

366,33t 389,442 1.OG
沿道環境改善 67,261 65-043 L M
電線共同溝 53,816 54,436 1･01
交通安全 173,505 173,969 議‐00
その補遺勝曙鮨 8も750 95,994 1･17

支援事業を含む。
注2)この他に河川等関連公共施設整備促進事繋がある。
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平成15年度道路予算

(単位:億円)

閣公を含むL平成15年度ー
※道路歳出には河川ー

L 平成14年度 l

･自動車重量税の譲与
割合を3分の1 (現行4
分の 0 に引き上げ
･高速道路整備の新直

　　　 　
l地方も雰移讓蝋 燭ぬ驫 i r

　 　
　　　　　 　　　

l

丈　　　　　　　　　　　　　

2 8 , 1 6 3
　 　 　 　 　 　
l l
l l
I 2 , 2 4 7 ー
I l
- -

25 9 16

2 7 , 9 1 3

自動車重量税

5 ,フ4 2

道路関係
社会資本等
3 , 3 4 1

道路歳出
24,687

(0.953)

60

)
斡
匁
1 5 0
3 0

‘

道路関係 使途拡大

社会資本等 (使途拡大 360 ) 4 0 0

a 6 9 1 住宅関公等十150
河川関公 十 20

本四無利子貸付
1 , B O O

地下鉄イン方整備
港湾関連 石油ガス税 l4 0

揮発油税

　　　　　
直轄高速整備 国と地方の負担-こよる新

1 , 0 0 0 たな直轄事業を導入(国:
地方= 3 :1)

の他 (総事業費(見込み)約3兆円)
その他

2 0 , 7 7 5 その他
1 9 , 9 9 6

〔翳〕
直入

7 , 0 3 3

直入

7 , 1 0 2

特定財源税収道路予算



二

主
要
事
項

1

道
路
特
定
財
源
の
活
用
に
よ
る
道
路
整
備
等
の
推
進

"

道
路
特
定
財
源
を
活
用
し
た
道
路
関
連
施
策
の
推
進

納
税
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
範
囲
で
道
路
特
定
財
源
の

使
途
の
多
様
化
を
図
る
こ
と
と
し
、
本
四
公
団
の
債
務
処

理
、
地
方
へ
の
税
源
移
譲
の
ほ
か
、
特
に
環
境
分
野
や
都

市
交
通
分
野
へ
の
活
用
と
し
て

○

地
下
鉄
イ
ン
フ
ラ
整
備

(
一
五
〇
億
円
)

○

住
宅
市
街
地
整
備
関
連

(
一
〇
〇
億
円
)

○

港
湾
関
連

(三
〇
億
円
)

0

既
存
の
道
路
関
係
社
会
資
本
の
増
額

(七
〇
億
円
)

O

D
P
F

(デ
ィ
ー
ゼ
ル
微
粒
子
除
去
装
置
)
等
の
購

入
助
成

(四
〇
億
円

"
一
般
会
計
)

O

E
T
C
車
載
器
リ
ー
ス
制
度
の
創
設

(
一
〇
億
円
…

一
般
会
計
)

に
よ
り
総
額
四
〇
〇
億
円
の
使
途
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
既
存
の
道
路
予
算
に
お
い
て
も
、
低
公
害
車
の

開
発
普
及
、
燃
料
電
池
自
動
車
実
用
化
の
促
進
な
ど
に
道

路
特
定
財
源
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

②
直
轄
事
業
に
よ
る
新
た
な
高
速
道
路
整
備
方
式
の
導
入

道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
に
関
連
し
、
新
会
社
に
よ

る
高
速
道
路
整
備
の
補
完
措
置
と
し
て
、
必
要
な
高
速
道

路
建
設
の
た
め
、
国
と
地
方
の
負
担
に
よ
る
新
た
な
直
轄

事
業
を
導
入
し
ま
す
。

･
対
象
路
線

…料
金
収
入
に
よ
り
管
理
費
を
賄
え
な
い
路

線
な
ど
新
会
社
に
よ
る
整
備
管
理
が
難
し
い
と
見
込
ま

れ
る
路
線
･
区
間

【平
成
一
五
年
度

国
費
一
、
0
0
0
億
円

(総
事
業

規
模

現
時
点
で
約
三
兆
円
を
目
安
こ

③

地
方
道
路
財
源
の
充
実

高
速
道
路
整
備
の
新
直
轄
方
式
の
導
入
、
市
町
村
道
へ

の
補
助
削
減
に
対
応
し
、
新
た
に
必
要
と
な
る
地
方
負
担

な
ど
を
考
慮
し
て
、
自
動
車
重
量
税
の
譲
与
割
合
を
三
分

の
一
(現
行
四
分
の
二

に
引
き
上
げ
、
国
か
ら
地
方
へ

税
源
移
譲
を
行
い
ま
す
。

･
移
譲
前
に
比
べ
て
地
方
財
源
は
約
九
三
〇
億
円
増

国

今
後
五
箇
年
間
に
お
け
る
道
路
整
備
の
事
業
の
量

今
後
五
箇
年
間
に
お
け
る
道
路
整
備
の
事
業
の
量
に
つ

い
て
は
、
景
気
対
策
前
の
水
準
を
目
安
に
公
共
投
資
の
重

点
化

･
効
率
化
を
進
め
る
観
点
も
踏
ま
え
、
三
八
兆
円
を

目
安
と
し
ま
す
。
(な
お
、
こ
の
水
準
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
社
会
･
経
済
の
動
向
、財
政
事
情
等
を
勘
案
し
つ
つ
、

必
要
に
応
じ
、
そ
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
)

2

道
路
関
係
四
公
団
の
改
革
等

の

日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神
高
速

道
路
公
団

建
設
コ
ス
ト
の
削
減
等
に
直
ち
に
取
組
む
と
と
も
に
、

継
続
的
に
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
事
業
規
模
を
計
上
。

へ事
業
規
模
〉

日
本
道
路
公
団

一
兆
四
、
四
二
三
億
円

②

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
債
務
処
理
等

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
有
利
子
債
務
を
五
〇
年
間
で

確
実
に
償
還
す
る
た
め
、
有
利
子
債
務
の
一
部

(約
一
･

三
兆
円
)
を
一
般
会
計
に
承
継
し
自
動
車
重
量
税
に
よ
り

早
期
に
処
理
し
ま
す
。

【平
成
一
五
年
度
予
算
額

二
、
二
四
五
億
円

(国
債

費
に
計
上
)】

現
行
の
出
資
を
平
成
三
四
年
度
ま
で
一
〇
年
間
延
長
し

ま
す
。

な
お
、
基
本
料
金
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
、
地
方
の

追
加
出
資

(
一
〇
年
間
延
長
)
に
よ
る
経
営
改
善
効
果
等

の
範
囲
内
で
行
い
ま
す
。

′

(0
･
九
七
)

"

首
都
高
速
道
路
公
団

二
、
五
〇
六
億
円

阪
神
高
速
道
路
公
団

一
、
四
一
九
億
円

(0
･
九
る

鮴　

(0
･
九
人
)

数



　　　　　　　　　
滝壷憲る糧避について

~ 平成14年の交通事故死者数8,326人、 ピ- ク時の半減達成 ~

最近の道路交通安全を取り巻く状況は、 交通事故件数及び交通事故死傷者数

が過去最悪の水準にある等、 きわめて厳しく、 平成13年においては、 交通事故

件数約95万件及び交通事故死傷者数約119万人と過去最悪を更新した。
こうした中で、 長年にわたり政府、地方自治体、 地域の方々と協力しながら

各種の交通安全対策に取り組んできた結果、 平成14年には、 交通事故死者数に

ついて過去最悪であった昭和45年の16,765人を半減 (8,326人) させることがで

きた。

この半減達成を受け、 年頭、 小泉内閣総理大臣から、 今後、 ｢世界一安全｣な

道路交通の実現を目指し、 交通事故死者数を更に半減させるという新たな長期

的な目標が示され、 政府として安全かつ円滑な道路交通環境の整備等に全力を

尽くすこととされたところである。

道路交通事故による死者数の推移

-鹸ゆ死者数

昭和26 3I 36 4l 46 51 56 61 平成3 8 鱒年

注 1 警察庁資料による。
2 昭和46年までは、沖縄県を含まない。



こ
の
た
び
、
働
道
路
新
産
業
開
発
機
構
の
海
外
調
査

に
参
加
し
て
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
英
国
で
行
わ
れ
て

い
る
道
路
に
関
連
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
を
調
査
す
る
機

会
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
と
旅
行
中
の
雑

感
を
報
告
し
ま
す
。

1

ミ
ラ
ノ
･
ア
ウ
ト
ス
ト
ラ
ー
ダ
社
の
環
境
対
策

(ア
ウ
ト
ス
ト
ラ
ー
ダ
社
ミ
ラ
ノ
地
区
事
務
所
)

一
○
月
二
二
日

(火
)
イ
タ
リ
ア
、
ミ
ラ
ノ
に
あ
る
ア

ウ
ト
ス
ト
ラ
ー
ダ
社
ミ
ラ
ノ
地
区
事
務
所
を
訪
問
し
た
。

北
部
イ
タ
リ
ア
事
業
統
括
責
任
者
サ
ン
ニ
ー
ノ
･
ガ
ブ
リ

エ
ル
氏
に
ア
ウ
ト
ス
ト
ラ
ー
ダ
社
の
環
境
対
策
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

ア
ウ
ト
ス
ト
ラ
ー
ダ
社
は
、
国
営
企
業
と
し
て
一
九
五

六
年
に
創
立
さ
れ
た
が
、
一
九
九
九
年
全
て
の
株
式
公
開

に
よ
り
民
営
化
さ
れ
た
。

イ
タ
リ
ア
の
本
格
的
な
高
速
道
路
事
業
は
一
九
五
〇
年

代
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
現
在
の
イ
タ
リ
ア
国
内
に
お
け

る
高
速
道
路
は
、
総
延
長
約
六
、
五
〇
〇
如
に
達
し
て
い

る
。
イ
タ
リ
ア
で
は
、
高
速
道
路
の
環
境
対
策
に
つ
い
て

関
心
が
高
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
高
速
道
路
建
設
時
に
は

地
域
住
民
や
環
境
保
護
団
体
等
か
ら
様
々
な
意
見
が
出
て

く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
や
地
域
住
民
か

ら
の
意
見
を
聞
き
、
説
明
や
理
解
を
求
め
る
た
め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し
た
。
｢高
速
道
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣

と
い
い
、
各
種
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
各
省
･
団
体
、
地
方
自
治

体
の
代
表
が
集
ま
り
、
高
速
道
路
建
設
の
際
の
課
題
や
環

境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
検
討
し
、
結
論
を
従
来
よ
り
も
短

期
間
で
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

現
在
、
イ
タ
リ
ア
国
内
で
行
わ
れ
て
い
る
高
速
道
路
建

設
に
お
い
て
は
、
環
境
対
策
と
し
て
概
ね
次
の
事
項
な
ど

に
配
慮
が
払
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
①
新
規
供
用
路

線
延
長
の
半
分
を
ト
ン
ネ
ル
に
し
て
い
る

(勾
配
を
緩
や

か
に
し
、
燃
料
消
費
を
軽
減
、
景
観
へ
の
配
慮
)。
②
高

速
道
路
に
グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
を
造
る

(景
観
へ
の
配
慮
、

騒
音
の
軽
減
)。
③
高
速
道
路
建
設
場
所
を
都
市
部
か
ら

離
す

(騒
音
の
軽
減
)。
④
テ
レ
パ
ス
の
導
入

(料
金
所

で
の
一
時
停
止
･
発
進
が
な
く
な
る
た
め
、
通
行
車
両
の

燃
料
消
費
を
軽
減
、
料
金
所
面
積
の
縮
小
)。

特
に
ア
ウ
ト
ス
ト
ラ
ー
ダ
社
と
し
て
は
、
イ
タ
リ
ア
が

観
光
大
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
然
を
汚
染

(大
気
汚

染

･
水
質
汚
染

･
騒
音
等
)
し
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る

が
、
同
様
に
風
景
を
壊
さ
な
い
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
と

の
こ
と
。最
近
完
成
し
た
チ
ロ
ル
地
方
の
高
速
道
路
で
は
、

料
金
所
を
チ
ロ
ル
風
に
木
材
で
建
設
す
る
な
ど
の
工
夫
を

し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

2

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
･
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
空
港
に
お
け
る
水
素
ガ

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(写
真
1
)

一
〇
月
二
三
日

(水
)
ド
イ
ツ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
空
港
内

に
あ
る
水
素
ガ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(以
下
水
素
ガ
ス
P
J
)

施
設
を
訪
問
し
た
。
空
港
施
設
の
広
報
担
当
責
任
者
ピ
ー

欧州の海外調査に参加して

道路局路政課道路利用調整室専門官 佐藤 唯男



写真 1 ミュンヘン空港内の液化水素の完全 テ の へ い
自動供給ステーション 1 水 ン ろ

シ 事 空 い

タ
ー
･
メ
イ
ケ
氏
及
び
水
素
燃
料
P
J
広
報

･
宣
伝
担
当

者
ラ
ル
フ
ガ
ン
ヌ
･
プ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
氏
に
、
現
在
運
用

中
の
水
素
ガ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
液
化
水
素
燃
料
に
よ
る

乗
用
車
及
び
水
素
製
造
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。水

素
は
、
｢
ク
リ
ー
ン
｣
と
い
う
意
味
で
も
、
ま
た

｢最
後
の
｣
と
い
う
意
味
で
も
究
極
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い

わ
れ
て
い
る
。
水
素
の
導
入
は
、
価
格
、
安
全
性
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
そ
の
他
の
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
世

界
経
済
も
い
ず
れ
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
基
盤
と
す
る
経
済

体
系
に
移
行
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
、
世
界
で
い
ろ
い
ろ

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し
て
い
る
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
空
港

で
は
、
一
九
九
九
年
六
月
に
世
界
初
の
現
場
で
の
水
素
ガ

ス
製
造
に
よ
る
液
化
及
び
気
化
水
素
の
公
共
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
運
用
開
始
し
た
。
現
場
で
の
水
素
ガ
ス
製
造
と
貯
蔵

に
加
え
て
、
完
全
自
動
化
さ
れ
た
液
化
水
素
の
自
動
車
へ

の
補
給
と
、
国
際
空
港
で
求
め
ら
れ
る
安
全
水
準
の
も
と

で
、水
素
バ
ス
に
よ
る
乗
客
輸
送
を
試
験
的
に
行
っ
て
い
る
。

水
素
ガ
ス
P
J
の
実
施
主
体
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
経
済

省
、
交
通
省
、
技
術
省
と
一
三
の
企
業
。
初
期
投
資
額
は

約
二
一
億
円

(
一
ユ
ー
ロ
三
五
円
で
換
算
)
で
、
バ
イ

エ
ル
ン
州
が
約
五
0
%
、
残
り
を
企
業
が
拠
出
し
て
い
る

(ド
イ
ツ
は
州
の
権
限
が
強
く
、
連
邦
国
家
的
性
格
を
持

つ
)。気

化
水
素
を
燃
料
と
す
る
バ
ス
は
、
空
港
内
で
三
台
稼

働
し
て
い
る
。
満
タ
ン
で
二
五
〇
蹴
走
行
可
能
で
あ
り
、

三
年
間
の
走
行
距
離
は
三
〇
万
m
(三
台
合
計
)
に
達
し
、

問
題
は
発
生
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
液
化
水

素
燃
料
の
乗
用
車
は
、
ハ
イ
オ
ク
ガ
ソ
リ
ン
供
用
の
B
M

W
7
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
ハ
イ
オ
ク
ガ
ソ
リ
ン
満
タ
ン
で

六
〇
〇
如
走
行
で
き
、
超
低
温
水
素
ガ
ス
満
タ
ン
で
三
〇

〇
如
走
行
で
き
る
。
ガ
ソ
リ
ン
と
液
化
水
素
の
切
り
替
え

は
走
行
中
に
可
能
。
B
M
W
の
次
期
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
7

6
0
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
水
素

･
ガ
ソ
リ
ン
兼
用
車
両
の
販

売
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

今
回
の
水
素
ガ
ス
P
J
は
研
究
段
階
に
過
ぎ
な
い
た

め
、
経
済
的
統
計
が
で
き
る
状
況
に
な
く
、
当
該
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
コ
ス
ト
を
算
定
す
る
こ
と
は
困
難
と
の
こ
と
で

あ

っ
た
。

3

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
･
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
し
い
交
通
情
報
提

供一
〇
月
二
四
日

(木
)
ド
イ
ツ
の
無
線
技
術
研
究
所
ク

レ
メ
ン
ス
･
ク
ー
ネ
ル
ト
氏
に
新
交
通
情
報
サ
ー
ビ
ス
の

T
P
E
G
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

(無
線
技
術
研
究
所

は
、
ド
イ
ツ
の
公
共
放
送
局
の
第
一
、
第
二
チ
ャ
ン
ネ
ル

が
共
同
で
出
資
、
運
営
し
て
い
る
有
限
会
社
)。

T
P
E
G

(コ
自
者
oユ
キ
8
8
a
田
老
の二
の
Q
a
旨
)
と

は
、
現
在
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い

て
実
験
が
進
め
ら
れ
て
い
る
片
方
向
の
放
送
を
利
用
し
た

情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
情
報
提
供
は
、
デ
ジ
タ
ル

オ
ー
デ
ィ
オ
放
送
、
F
M
文
字
多
重
放
送
、
デ
ジ
タ
ル
ビ

デ
オ
放
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
行
わ
れ
る
。
情

報
の
種
類
は
、
道
路
工
事
や
事
故
な
ど
の
交
通
情
報
や
地

域
情
報
で
あ
る
。
T
P
E
G
に
よ
る
情
報
は
、
P
D
A
や

携
帯
電
話
な
ど
の
受
信
機
で
文
字
、
画
像
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
、
音
声
な
ど
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
。
T
P
E
G
に

よ
る
地
理
情
報
参
照
シ
ス
テ
ム
で
は
、
緯
度

･
経
度
の
座

標
、
座
標
位
置
に
あ
る
も
の
が
何
で
あ
る
か
、
並
び
に
移

動
方
向
、
高
さ
な
ど
を
表
す
。
ま
た
、
地
図
ベ
ー
ス
と
テ

キ
ス
ト
ベ
ー
ス
で
表
す
こ
と
が
で
き
る
。

T
P
E
G
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
E
U
欧
州
委
員
会
の
助

成
を
受
け
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
参
加
団
体
に
は
、
公
共

放
送
と
し
て
南
西
ド
イ
ツ
放
送
、
英
国
B
B
C
、
C
E
M

企
業
と
し
て
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
ソ
ニ
ー
、
パ
イ
オ
ニ
ア
な

ど
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
し
て
ル
ノ
ー
、
研
究
機
関
と
し



て
無
線
技
術
研
究
所
が
加
わ
っ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
放

を
活
用
し
て
公
共
施
設
等
の
建
設
、
維
持
管
理
、
運
営
等

返
り
に
、
道
路
管
理
者
か
ら
交
通
量
な
ど
に
応
じ

｢影
の

送
連
盟
と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
の
M
V
A
が
全
体
の

を
行
う
仕
組
み
の
総
称
。
P
F
I
事
業
の
形
態
は
、
民
間

料
金

(の題
目
)○
名
弓
0
ャ
ヒ
｣
を
受
け
取
る
仕
組
み
と
な

調
整
を
行
っ
て
い
る
。

事
業
者
提
供
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
購
入
型
、
独
立
採
算
型
、

っ
て
い
る
。
契
約
期
間
は
三
〇
年
と
な
っ
て
お
り
、
期
間

T
P
E
G
の
規
格
化
は
、
欧
州
放
送
連
盟
の
中
の
放
送

シ
ス
テ
ム
管
理
委
員
会
に
作
ら
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
推
進
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
標
準
化
組

織
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
標
準
化
委
員
会
の
T
C
2
7
8
の

W
G
4
の
野
且
8
[
Q
5
に
熱
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、

規
格
の
策
定
に
は
い
く
つ
も
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
、
正
式

な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
格
と
し
て
確
定
す
る
に
は
も
う
少
し
時

間
が
必
要
な
よ
う
で
あ
る
。

4

ロ
ン
ド
ン
･
ハ
イ
ウ
エ
イ
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
P
F

I
に
よ
る
道
路
事
業

(写
真
2
)

一
○
月
二
九
日

(火
)
ロ
ン
ド
ン
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
を
訪
問
し
た
。
ハ
イ
ウ
ェ
イ
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ

ー
調
達
委
員
会
の
グ
レ
ア
ム
･
テ
イ
ラ
ー
氏
に
英
国
に
お

け
る
P
F
I
に
よ
る
道
路
事
業

(D
B
F
O
方
式
に
よ
る

道
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
)
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

ハ
イ
ウ
ェ
イ
エ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー
は
、
｢道
路
庁
｣
と
訳

さ
れ
る
。
交
通
省
の
外
郭
団
体
で
あ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

地
方
の
幹
線
道
路

(高
速
道
路
、
一
般
国
道
)
の
保
守
、

管
理
及
び
改
良
を
行
っ
て
い
る
。
道
路
の
設
計
、
建
設
は

外
部
の
団
体
に
委
託
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
行

政
的
な
組
織
と
い
え
る
。

P
F
I
は
、
民
間
の
資
金
及
び
経
営
能
力
･
技
術
能
力

を
行
う
仕
組
み
の
総
称
。
P
F
I
事
業
の
形
態
は
、
民
間

事
業
者
提
供
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
購
入
型
、
独
立
採
算
型
、

ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
型
の
三
種
で
、
英
国
の
道
路
に

関
す
る
事
業
と
し
て
は
、
一
部
の

｢独
立
採
算
型
｣
の
有

料
道
路
事
業
を
除
き
、
｢民
間
事
業
者
提
供
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
購
入
型
｣
の
D
B
F
O

金
蔵
計
、
建
設
、
資
金
調
達
、

運
営
)
方
式
に
よ
る
、
高
速
道
路
等
の
改
良
、
保
守
、
運

営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

現
在
ハ
イ
ウ
ェ
イ
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
で
実
施
中
の
D
B

F
O
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
八
件
あ
る
。
ハ
イ
ウ
ェ
イ
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
が
D
B
F
O
会
社

(P
F
I
を
実
行
す
る
た

め
に
設
立
さ
れ
た
特
別
目
的
会
社
)
と
D
B
F
O
契
約
を

結
び
、
当
該
会
社
が
一
括
し
て
そ
の
契
約
を
実
施
す
る
見

写真 2 ハイウエイエージェンシー内の会議室

f

約

社

契

会

守

牢

行

時

保

株

銀

優

保守下辯け解約者

保証

　

　

信　
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経
過
後
、
道
路
管
理
者
に
引
き
継
ぐ
。
(現
在
、
英
国
で

は
高
速
道
路
を
含
め
道
路
は
原
則
無
料
で
あ
り
、
D
B
F

O
道
路
も
無
料
道
路
で
あ
る
)
(図
1
)。

P
F
I
に
お
け
る
V
F
M

(<
巴
この
罫

区
oB
て
…投
資

に
対
し
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
こ
と
)
の
達
成
評

価
と
し
て
、
英
国
会
計
検
査
院
が
実
施
し
た
検
査
結
果
に

よ
る
と
、
従
来
の
手
法
で
公
共
部
門
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
た
場
合
よ
り
も
、
平
均
し
て
一
五
%
の
コ
ス
ト
削

減
で
き
た
と
い
う
報
告
が
あ
る
。
し
か
し
、
当
該
事
業
は

三
〇
年
で
経
費
設
定
し
て
あ
り
、
最
終
的
な
評
価
に
つ
い

て
は
今
後
の
状
況
を
見
守
る
必
要
が
あ
る
。

D
B
F
O
会
社
の
収
益
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
次
会
計
報

告
に
よ
る
と
当
初
計
画
の
枠
内
に
収
ま
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
た
だ
、
D
B
F
O
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
問
題
が
な
い

わ
け
で
は
な
く
、
D
B
F
O
会
社
は
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ

て
い
な
い
が
、
下
請
け
の
建
設
会
社
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
り
金
銭
的
な
損
失
を
被
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。ま
た
、

現
在
か
か
え
て
い
る
D
B
F
O
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
課
題
と

し
て
、
三
0
年
と
い
う
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
D
B
F
O
会
社
が
、
も
と
も
と
割

り
当
て
ら
れ
た
リ
ス
ク
以
上
の
リ
ス
ク
を
嫌
う
た
め
と
の

こ
と
0

英
国
で
は
、
資
金
的
な
問
題
及
び
環
境
面
で
住
民
の
賛

同
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
新
た
な
道
路
整
備
は
難
し

く
な
っ
て
い
る
。
道
路
管
理
者
と
し
て
は
、
道
路
を
効
率

よ
く
使
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
最
近
締

結
し
た
契
約
は
、
D
B
F
O
会
社
に
対
し
て
の
支
払
を

｢影
の
料
金
｣
方
式
で
は
な
く
、
渋
滞
に
基
づ
い
た
支
払

シ
ス
テ
ム

(n
o
口
㈹
の
めロ
o
□
由
Dの且

せ
環
B
o已
の
で
のけ
已

方

式
で
行
う
方
法
を
採
用
し
た
そ
う
で
あ
る
。

5

各
都
市
雑
感

最
後
に
、
今
回
の
海
外
調
査
に
参
加
し
て
訪
問
し
た
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
都
市
の
道
路
を
中
心
と
し
た
印
象
に
つ
い

て
ふ
れ
て
み
た
い
。

=

ミ
ラ
ノ

ミ
フ
ノ
は
、
市
街
地
の
道
路
と
い
う
道
路
の
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
で
、
縦
列
駐
車
が
行
わ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
だ

っ
た
。
ミ
ラ
ノ
に
お
い
て
は
、
た
ぶ
ん
自
動
車
購
入
に
当

た
っ
て
車
庫
証
明
な
ど
は
い
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
た
。

ミ
フ
ノ
は
、
道
路
も
建
物
も
公
園
も
路
面
電
車
も
す
べ

て
が
一
体
と
な
っ
て
一
つ
の
街
を
形
作
っ
て
い
る
印
象
を

も
っ
た
。
例
え
ば
、
路
面
電
車
の
架
線
や
道
路
照
明
な
ど

が
、
道
路
に
面
す
る
建
物
か
ら
直
接
つ
り
下
げ
ら
れ
て
い

る
。
地
下
室
の
明
か
り
取
り
の
た
め
、
歩
道
の
端
が
グ
レ

ー
チ
ン
グ
の
蓋
状
に
な
っ
て
い
る
。
電
柱
の
な
い
の
は
当

然
と
し
て
、
電
気

.
電
話
関
係
の
機
器
類
に
つ
い
て
も
歩

道
上
に
は
な
く
、
建
物
の
中
に
引
き
込
ま
れ
て
い
る
。
建

物
が
歩
道
端
ぎ
り
ぎ
り
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
た
め
、
出

窓
や
ベ
ラ
ン
ダ
が
歩
道
上
に
張
り
出
し
て
い
る
。
な
ど
な

ど
何
百
年
と
続
く
石
造
り
の
都
市
の

｢公
と
私
｣
の
分
担

と
い
う
か
、
考
え
方
に
日
本
と
は
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
よ

う
に
感
じ
た
。

の

ミ
ュ
ン
ヘ
ン

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
は
、
人
口

一
三
〇
万
人
、
バ
イ
エ
ル
ン
州

の
州
都
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
第
二
の
都
市
。
自
動
車
の
B
M

W
の
本
社
が
あ
る
こ
と
で
も
有
名
。
ガ
イ
ド
の
説
明
に
よ

れ
ば
、
富
裕
階
層
の
集
中
し
て
い
る
街
で
物
価
が
高
く
、

市
中
心
に
近
い
マ
ン
シ
ョ
ン
は
一
〇
〇
讃
ほ
ど
で
数
億
円

の
価
格
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
市
内
の
建
物
は
、
淡
い
色
を

基
調
と
し
た
濡
酒
な
煉
瓦
造
り
の
建
物
が
連
続
し
、
黄
色

い
落
ち
葉

(か
の
地
の
落
葉
樹
は
黄
色
の
葉
が
ほ
と
ん
ど

で
赤
い
葉
は
少
な
い
と
の
こ
と
)
が
歩
道
を
埋
め
る
と
い

っ
た
風
情
で
な
か
な
か
美
し
か
っ
た
。

な
お
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
で
は
環
境
に
配
慮
し
て
、
自
家

用
車
を
締
め
出
し
、
公
共
交
通
機
関
に
シ
フ
ト
す
る
政
策

が
と
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
、
そ
の
た
め
市
内
の
駐
車
場
な

ど
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
そ
う
だ
。

◎

ベ
ル
ン
、
ル
ッ
ツ
ェ
ル
ン

(写
真
3
)

ベ
ル
ン
は
、人
口
一
四
万
人
の
ス
イ
ス
の
首
都
で
あ
り
、

政
治
の
中
心
地
。
湾
曲
す
る
ア
ー
レ
川
に
取
り
囲
ま
れ
る

よ
う
に
広
が
っ
た
旧
市
街
地
は
、
世
界
文
化
遺
産
に
も
登

録
さ
れ
て
い
る
。
石
畳
の
道
路
と
、
両
側
に
連
な
る
同
じ

く
ら
い
の
高
さ
の
建
物
群
。
そ
の
な
か
を
ト
ロ
リ
ー
バ
ス

が
走
る
風
景
は
、
調
和
が
と
れ
て
い
て
美
し
く
、
歴
史
を

感
じ
さ
せ
る
。
ベ
ル
ン
に
お
い
て
も
、
街
並
は
し
っ
か
り



管
理
さ
れ
て
い
て
、
日
本
の
都
市
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
雑

も
見
あ
た
ら
な
い
完
璧
さ
に
は
感
心
し
た
。
今
回
の
海
外

然
と
し
た
印
象
と
は
異
な
る
ス
ッ
キ
リ
し
た
景
観
で
あ
っ

た
。
日
本
に
も
、
明
治
、
江
戸
時
代
あ
る
い
は
も
っ
と
昔

か
ら
の
美
し
い
街
並
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
は
ず
だ
と
思

う
。
日
本
人
の
景
観
に
対
す
る
意
識
の
低
さ
と
景
観
保
護

に
つ
い
て
の
努
力
の
足
り
な
さ
を
痛
感
し
た
。

ル
ッ
ツ
ェ
ル
ン
は
、
湖
と
山
、
中
世
の
よ
う
な
古
い
街

並
み
と
三
点
セ
ッ
ト
が
揃
っ
て
、
絵
に
描
い
た
よ
う
な
街

だ
っ
た
。
風
景
も
美
し
い
が
、
歩
道
に
タ
バ
コ
の
吸
い
殻

写真3 ベルンの街路風景

調
査
で
訪
れ
た
都
市
の
中
で
最
も
美
し
い
街
だ
っ
た
。

燭

パ
リ

(写
真
4
)

コ
ン
コ
ル
ド
広
場
か
ら
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
を
凱
旋
門

ま
で
歩
い
て
み
た
。
人
通
り
が
多
す
ぎ
て
、
歩
き
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
風
景
を
眺
め
る
こ
と
は
と
て
も
で
き
な
か
っ

た
。
歩
道
は
と
て
も
広
く

(
一
0
m
を
超
え
て
い
る
と
思

わ
れ
る
)、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
其
処
こ
こ
で
営
業
し
て

い
た
。
パ
リ
の
人
た
ち
は
、
な
ぜ
歩
道
に
椅
子
を
出
し
て

外
で
お
茶
を
飲
む
の
を
好
む
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
に
思

う
。
ほ
こ
り
っ
ぽ
い
し
、
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
も
あ
る
。

決
し
て
良
い
環
境
と
は
思
え
な
い
。
確
か
に
お
昼
に
な
っ

て
も
太
陽
が
あ
ま
り
高
く
は
上
が
ら
な
い
、
高
緯
度
の

人
々
は
日
光
浴
を
大
切
に
す
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し

て
も
と
思
う
。
な
に
し
ろ
、
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
の
よ
う
な
大

通
り
だ
け
で
は
な
く
、
裏
通
り
の
二
~
三
m
の
歩
道
で
あ

っ
て
も
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
か
け
る
。
通
行
の
じ
ゃ
ま

で
は
な
い
か
と
思
う
。
｢
カ
フ
ェ
｣
に
対
す
る
パ
リ
人
の

想
い
が
そ
れ
だ
け
深
い
と
い
う
こ
と
か
。

◎

ロ
ン
ド
ン

ロ
ン
ド
ン
に
は
、
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
、
セ
ン
ト

･
ポ

ー
ル
大
聖
堂
、
ビ
ッ
グ
･
ペ
ン
な
ど
歴
史
的
建
造
物
が
い

た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
街
の
ほ
と
ん
ど
が
古
い
建
物
で
、

新
し
い
も
の
の
ほ
う
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
建
物
の
改
築
を
す
る
と
き
な
ど
は
、
保
存
の
た

め
の
厳
し
い
規
制
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
、
か
な
り
の
努
力

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
道
路
も
あ
ま
り
道
幅
は
広
く

な
く
、
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
印
象
で
、
か
な
り
混
雑
し
て

い
た
。
来
年
か
ら
は
、
ロ
ー
ド
･
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
が
導
入

さ
れ
る
と
聞
い
た
。

写真4 バリのシャンゼリゼ通り



(あ
る
日
の
午
後
。ダ
イ
ス
ケ
が
電
話
番
を
し
て
い
る
。

パ
ル
ル
ル
ル
ル

ガ
シ
ヤ
ッ
o

ダ
イ
ス
ケ

は
い
も
し
も
し
、
路
政
課
で
す
。

は
い
、
え
え
、
あ
、
そ
う
で
す
か
、
で
は
早
速
準
備

い
た
し
ま
す
。

カ
チ
ャ
。

(ー
と
う
と
う
決
裁
か
。
ま
ず
は
打
ち
出
さ
ん
と
!
。

ご
そ
ご
そ
。

(さ
て
、
書
類
は
整
っ
た
が
!
会
議
も
あ
る
し
、
時

間
が
な
さ
す
ぎ
る
な
。
と
な
れ
ば
!
お
、
帰
っ
て
き
た

な
。
)

や
す
お

ふ
う
、
よ
う
や
く
解
放
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
、

な
ん
で
す
か
9
,

ダ
イ
ス
ケ

あ
れ
?

見
た
こ
と
無
い
か
。
決
裁
の
書
式

だ
よ
。
こ
い
つ
を
持
っ
て
関
係
課
の
課
長
の
ハ
ン
コ
を

も
ら
う
の
さ
。

や
す
お

何
の
案
件
で
す
?

ダ
イ
ス
ケ

｢ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
全
国

調
査
に
つ
い
て
の
通
知

(協
力
依
頼
)｣。
ホ
ー
ム
レ
ス

に
関
し
て
は
し
ば
ら
く
前
に
新
聞
に
も
載
っ
た
ん
だ
が

た
%

や
す
お

す
み
ま
せ
ん
、
不
勉
強
で
。

ダ
イ
ス
ケ

い
や
、
俺
も
こ
こ
に
座
る
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
か
ら
、
え
ら
そ
う
な
こ
と
は
言
え
な
い
ん
だ
が
。
ホ

ー
ム
レ
ス
と
道
路
管
理
の
関
係
は
わ
か
る
な
?

や
す
お

え
ー
と
、
不
法
占
用
、
で
す
か
ね
。
道
路
に
住

み
着
い
ち
ゃ
う
と
か
。

ダ
イ
ス
ケ

う
ん
。
ま
あ
、
公
園
に
比
べ
れ
ば
少
な
い
だ

ろ
う
が
、
や
っ
ぱ
り
所
々
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
ね
。

や
す
お

確
か
に
、
住
み
着
く
た
め
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
と
か

色
々
道
路
に
設
置
さ
れ
て
し
ま
う
と
道
路
本
来
の
機
能

が
損
な
わ
れ
ま
す
ね
。
ど
け
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な

い
場
合
っ
て
法
的
に
は
ど
れ
を
根
拠
に
す
る
ん
で
す

か
?

道
路
法
三
十
二
条
違
反
の
不
法
占
用
な
ん
で
す

よ
ね
。

ダ
イ
ス
ケ

四
十
三
条
二
号
の
禁
止
行
為
違
反
に
も
な

る
。清
掃
の
範
囲
で
除
去
で
き
る
も
の
じ
ゃ
な
い
限
り
、

第
七
十
一
条
の
監
督
処
分
の
規
定
を
使
っ
て
移
転
･
除

却
の
命
令
を
出
す
こ
と
に
な
る
。
実
際
は
、
そ
の
前
に

注
意
し
た
り
、
撤
去
を
指
導
し
た
り
す
る
わ
け
だ
が
。

や
す
お

命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
ら
?

勝
手
に
ど
か
す

っ
て
わ
け
に
は
行
か
な
い
で
す
よ
ね
?

ダ
イ
ス
ケ

当
然
駄
目
だ
。ダ
ン
ボ
ー
ル
小
屋
な
ど
で
も
、

所
有
権
侵
害
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
そ
う
そ
う
勝
手
に

処
分
で
き
な
い
。

や
す
お

と
な
る
と
?

ダ
イ
ス
ケ

自
主
的
に
撤
去
し
て
も
ら
え
な
い
と
き
は
行

政
代
執
行
法
に
従
っ
て
代
執
行
の
手
続
を
取
る
こ
と
に

な
る
ね
。

や
す
お

で
も
、
法
的
手
続
に
の
っ
と
っ
て
も
強
制
手
段

っ
て
い
ろ
い
ろ
問
題
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

ダ
イ
ス
ケ

ま
あ
ね
。
適
法
だ
と
い
っ
て
代
執
行
手
続
に

よ
っ
て
強
制
排
除
し
た
っ
て
、
行
く
先
が
無
け
れ
ば
ま

た
同
じ
と
こ
ろ
に
戻
っ
て
き
て
小
屋
を
作
る
と
い
う
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
問
題
が
解
決
す
る
と
は
限
ら
な

い
な
。
現
に
裁
判
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
し
。
排
除
が

ど
う
こ
う
よ
り
も
、
自
立
を
支
援
し
、
絶
対
数
を
減
ら

す
努
力
を
し
な
い
と
問
題
は
解
決
し
な
い
だ
ろ
う
ね
。

で
、
ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援
法
が
で
き
た
。

や
す
お

ど
う
い
う
法
律
な
ん
で
す
か
?

ダ
イ
ス
ケ

自
立
の
音
宙
心が
あ
っ
て
も
色
々
な
原
因
で
や

む
な
く
ホ
ー
ム
レ
ス
に
な
っ
て
い
る
者
が
多
数
い
る
こ

と
か
ら
、
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の
施
策
目
標
を
定
め

た
り
、
国
や
自
治
体
の
責
務
を
定
め
た
り
し
て
い
る
。
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や
す
お

ど
ん
な
施
策
な
ん
で
す
か
?

ダ
イ
ス
ケ

大
雑
把
に
い
う
と
、
雇
用
と
か
就
業
機
会
の

確
保
、
住
宅
へ
の
入
居
支
援
、
保
健
医
療
の
確
保
、
生

活
相
談
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

や
す
お

道
路
管
理
者
に
関
す
る
こ
と
は
?

ダ
イ
ス
ケ

公
園
･
河
川
･
港
湾
と
並
び
で
公
共
施
設
管

理
者
と
し
て
、
自
立
の
支
援
等
に
関
す
る
施
策
と
の
連

携
を
図
り
つ
つ
適
正
利
用
を
図
る
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
0

や
す
お

十
一
条
が
そ
れ
で
す
ね
。
で
も
、
自
立
支
援
と

い
っ
て
も
難
し
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
ぞ
れ
事
情
が
あ
る

だ
ろ
う
し
、持
っ
て
い
る
技
術
と
か
も
違
う
だ
ろ
う
し
。

ダ
イ
ス
ケ

そ
う
だ
ね
。
だ
か
ら
、
施
策
を
用
意
す
る
前

に
、
ど
う
い
う
事
情
で
ホ
ー
ム
レ
ス
に
な
り
、
な
に
が

自
立
の
妨
げ
に
な
る
の
か
、
な
に
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
の
か
、
な
ど
を
具
体
的
に
つ
か
ん
で
お
く
必
要
が
あ

る
。
で
、
全
国
で
の
実
態
調
査
が
必
要
に
な
る
わ
け
だ
。

や
す
お

ど
ん
な
こ
と
を
調
べ
る
ん
で
す
か
?

ダ
イ
ス
ケ

数
を
把
握
す
る
の
と
、
聞
き
取
り
を
す
る
の

二
本
立
て
だ
な
。

聞
き
取
り
は
、
大
項
目
で
い
え
ば

.
路
上
で
の
生
活
に
つ
い
て

.
路
上

(野
宿
)
生
活
ま
で
の
い
き
さ
つ

･健
康
状
態
と
福
祉
制
度

･
就
労
希
望
の
有
無

･
希
望
職
種
等
、
自
立
に
関
す

る
こ
と

･
生
活
歴

と
、
こ
ん
な
感
じ
に
な
る
。
実
物
は
こ
れ
だ
。

や
す
お

う
わ
っ
、
す
ご
い
。
本
格
的
で
す
ね
-
。

ダ
イ
ス
ケ

う
ん
。
事
前
の
準
備
も
随
分
力
を
い
れ
て
る

し
、
要
綱
も
想
定
間
も
あ
っ
た
り
す
る
。

や
す
お

そ
れ
で
、
道
路
管
理
者
は
ど
ん
な
こ
と
を
や
る

ん
で
す
か
?

ダ
イ
ス
ケ

ま
あ
、
基
本
的
に
は
調
査
員
や
ら
調
査
票
や

ら
は
厚
生
労
働
省
が
各
都
道
府
県
経
由
で
市
町
村
に
実

行
さ
せ
る
よ
う
に
手
配
し
て
い
る
か
ら
、
道
路
管
理
者

が
調
査
票
を
も
っ
て
歩
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
ね
。

そ
う
は
言
っ
て
も
、
道
路
区
域
で
道
路
の
利
用
に
影

響
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
調
査
を
か
け
て
い
る
の
に
知

ら
ず
に
い
る
の
は
管
理
者
と
し
て
望
ま
し
く
な
い
。

ま
あ
、
一
般
的
に
は
持
っ
て
い
る
情
報
を
提
供
し
た

り
、
逆
に
情
報
を
収
集
し
て
現
状
把
握
に
役
立
て
る
な

ん
て
と
こ
ろ
だ
ね
。
実
施
主
体
と
な
る
福
祉
･
民
生
部

局
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
く
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。
と

い
う
わ
け
で
、
協
力
依
頼
通
知
を
だ
す
わ
け
だ
。

ダ
イ
ス
ケ

ど
う
だ
、
大
体
把
握
で
き
た
か
?

や
す
お

は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ダ
イ
ス
ケ

(に
や
り
)
よ
し
、
じ
ゃ
、
こ
れ
で
や
っ
と

い
て
く
れ
。
俺
は
会
議
に
行
っ
て
く
る
。
こ
の
フ
ァ
イ

ル
も
読
ん
で
お
い
た
方
が
い
い
ぞ
。

や
す
お

え
、
そ
ん
な
、
い
き
な
り

･
･
･

ダ
イ
ス
ケ

ま
あ
、
授
業
料
だ
と
思
っ
て
く
れ
。
ど
の
み

ち
、
決
裁
も
マ
ス
タ
ー
し
な
き
や
い
か
ん
の
だ
か
ら
。

じ
ゃ
、
ま
か
せ
た
ぞ
。

や
す
お

･
･
･
行

っ
ち
や
っ
た
。
や
る
し
か
な
い
な
。
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資料

道路法
(道路の占用の許可)

第三十二条 道路に次の各号のいずれかに掲げる工作物、物件又は施設を設け、継続して道路を使用しようとする場合

においては、 道路管理者の許可を受けなければならない。

一 ~ 六 略
七 前各号に掲げるものを除く外、道路の構造又は交通に支障を及ぼす虞のある工作物、物件又は施設で政令で定

めるもの

(道路に関する禁止行為)

第四十三条 何人も道路に関し、左に掲げる行為をしてはならない。
ー みだりに道路を損傷し、又は汚損すること。
二 みだりに道路に土石、竹木等の物件をたい積し、その他道路の構造又は交通に支障を及ぼす虜のある行為をす

ること。

(道路管理者等の監督処分)

第七十一条 道路管理者は、左の各号の一に該当する者に対して、この法律又はこの法律に基く命令の規定によって

与えた許可若しくは承認を取り消し、その効力を停止し、若しくはその条件を変更し、又は行為若しくは工事の

中止、道路に存する工作物その他の物件の改築、移転、除却若しくは当該工作物その他の物件に困り生ずべき損

害を予防するために必要な施設をすること若しくは道路を原状に回復することを命ずることができる。

ー この法律若しくはこの法律に基く命令の規定又はこれらの規定に基く処分に違反している者

二 この法律又はこの法律に基〈命令の規定による許可又は承認に附した条件に違反している者

三 詐偽その他不正な手段によりこの法律又はこの法律に基く命令の規定による許可又は承認を受けた者

ホームレス自立支援法 (平成 1 4年 8月 7日施行) の概要 (国土交通省関連部分)
(ホームレスの自立の支援等に関する施策の目標、国の責務 第 3条等)

.自立の意思があるホームレスに対し、就業の機会の確保、住宅への入居の支援等による安定した居住の場所の確保、

保険及び医療の確保、生活に関する相談及び指導を実施することにより、自立させることを目標とし、国は総合的

な施策を策定し実施するものとする。
※自立支援センター等で自立可能となった者に対する民間賃貸住宅の募集情報の提供の推進、現行の公営住宅制度の

活用など。

(基本方針の策定 第8条、第 14条)

,厚生労働大臣及び国土交通大臣は、全国調査を踏まえ、氷-ムレスの自立の支援等に関する基本方針を策定する。

(公共の用に供する施設の適正な利用の確保 第 11条)

･都市公園その他の公共施設管理者は、 ホームレスによりその適正な利用が妨げられているときは、 自立支援施策と

連携を図りつつ、法令の規定に基づき、適正な利用を確保するために必要な措置をとる。

※都市公園法などに基づく監督処分、行政代執行法に基づく代執行など。
基本方針策定までの流れ

1 5 年 1 ~ 2月 全国調査

1 5年3月 調査結果取りまとめ

1 5 年 4 ~ 6月 基本方針策定
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三

鷹

鬮
謂

e

も

▲

]描
;

国

電
線
共
同
溝
と
は

(小
学
生
の
共
同
溝
見
学
が
終
わ
り
、
車
で
現
場
か
ら
事

務
所
へ
戻
る
坂
上
係
員
と
大
野
係
員
)

坂
上
係
員

大
野
君
、
初
め
て
の
共
同
溝
の
中
は
ど
う
だ
っ
た
。

大
野
係
員

い
や
~
、
ケ
ー
ブ
ル
や
管
路
が
び
っ
し
り
設
置
さ
れ

て
い
た
の
で
び
っ
く
り
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
で
も
、
小

学
生
は
喜
ん
で
い
た
し
、
ま
た
来
た
い
っ
て
言
っ
て
た

子
も
い
ま
し
た
よ
。
｢遊
ぶ
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
か
ら
だ

め
よ
。｣
っ
て
先
生
に
言
わ
れ
て
が
っ
か
り
し
て
ま
し

た
け
ど
。

坂
上
係
員

少
し
で
も
道
路
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
く
れ
れ

ば
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

っ
た
か
い
が
あ
る
わ
ね
。

だ
け
ど
、
私
と
大
野
君
で

｢道
路
の
お
兄
さ
ん
と
お

姉
さ
ん
｣
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
か
っ
た

な
。

大
野
係
員

僕
は
そ
う
で
も
な
か
っ
た
で
す
け
ど
。
あ
っ
、
坂
上

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

さ
ん
は

｢お
姉
さ
ん
｣
じ
ゃ
な
い
っ
て
こ
と
で
す
か
。

坂
上
係
員

ち
ょ
っ
と
。
そ
れ
っ
て
私
が

｢お
ば
さ
ん
｣
だ
っ
て

こ
と
-
･

大
野
係
員

冗
談
で
す
よ
、
冗
談
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
先
に
電
線
共
同
溝
を
建
設
し
て
い

る
区
間
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

坂
上
係
員

去
年
、
工
事
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
。

大
野
係
員

え
え
。
そ
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
小
学
生
か
ら

｢僕

の
家
の
前
も
こ
れ
と
同
じ
も
の
が
で
き
る
の
9
L

っ
て

聞
か
れ
て
、
｢電
線
だ
け
が
入
っ
て
い
る
共
同
溝
だ
か

ら
、
こ
こ
よ
り
小
さ
い
も
の
が
出
来
る
ん
だ
よ
｣
と
教

え
て
あ
げ
た
ん
で
す
が
、
具
体
的
に
ど
こ
が
ど
う
違
う

か
と
聞
か
れ
た
場
合
、
何
て
答
え
れ
ば
い
い
ん
で
す
か

ね
。

坂
上
係
員

ま
ず
、
目
的
が
違
う
で
し
ょ
う
。
共
同
溝
は
こ
の
間

言
っ
た
よ
う
に
道
路
の
掘
り
返
し
を
防
止
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
道
路
工
事
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
目
的
だ
け

ど
、
電
線
共
同
溝
の
場
合
は
、
景
観
の
整
備
を
図
る
目

的
が
あ
る
の
よ
。

大
野
係
員

法
律

(※
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
を
い
う
。
以
下
同
じ
)
の
第
一
条
に
そ
う
書
い
て

あ
り
ま
す
け
ど
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
電
線
共
同
溝
を
建

設
す
る
と
景
観
が
良
く
な
る
ん
で
す
か
?

坂
上
係
員

電
線
共
同
溝
そ
の
も
の
が
、
美
し
い
と
い
う
の
と
は

ち
ょ
っ
と
違
う
け
れ
ど
、
電
線
共
同
溝
が
で
き
る
と
、

そ
れ
ま
で
道
路
上
に
あ
っ
た
電
線
が
電
線
共
同
溝
に
収

ま
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
電
柱
や
電
線
が
地
上
か
ら
な

く
な
る
こ
と
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
。

大
野
係
員

あ
っ
、
そ
う
か
。

坂
上
係
員

だ
か
ら
、
電
線
共
同
溝
整
備
道
路
と
し
て
指
定
さ
れ

た
区
間
は
、
基
本
的
に
は
、
地
上
に
電
線
や
電
柱
を
設

置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
よ
。

(※
法
律
第
九
条
)

大
野
係
員

共
同
溝
が
設
置
さ
れ
る
場
合
は
地
下
の
占
用
を
制
限

す
る
こ
と
に
な
る
の
に
対
し
て
、
電
線
共
同
溝
が
設
置

道行セ 2003.1 4 7



さ
れ
る
場
合
に
は
地
上
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

坂
上
係
員

そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
わ
ね
。
違
う
と
こ
ろ
が
分
か

っ
て
き
た
み
た
い
じ
や
な
い
。
そ
れ
以
外
に
何
か
あ

る
?
.

大
野
係
員

占
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
者
が
、
電
線
共
同
溝

の
場
合
は
、
意
見
を
聴
取
す
る
対
象
で
あ
る
電
気
事
業

者
と
第
一
種
電
気
通
信
事
業
者
に
限
ら
れ
る
ん
で
す
よ

ね
。

坂
上
係
員

そ
れ
は
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
。
じ
や
あ
、
そ
れ
以
外
の

事
業
者
は
ど
う
な
る
の
?

大
野
係
員

え
っ
、
そ
れ
以
外
の
事
業
者
が
占
用
事
業
者
に
な
る

っ
て
こ
と
は
あ
る
ん
で
す
か
。
法
律
の
第
三
条
で
、
整

備
道
路
の
指
定
を
す
る
時
に
も
、
供
給
地
域
に
該
当
す

る
電
気
事
業
者
と
第
一
種
電
気
通
信
事
業
者
の
意
見
を

聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ

の
二
事
業
者
が
対
象
な
の
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
ん

で
す
が
!
。

坂
上
係
員

確
か
に
法
律
上
は
、
意
見
を
聴
取
す
る
対
象
と
し
て

そ
の
二
事
業
者
を
挙
げ
て
い
る
け
れ
ど
、
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
電
線
共
同
溝
を
占
用
で
き
る
の
が
そ
の
二
事
業

者
だ
け
っ
て
こ
と
で
は
な
い
の
よ
。

法
律
の
第
二
条
で
は
、
｢こ
の
法
律
に
お
い
て

『電

線
共
同
溝
』
と
は
、
電
線
の
設
置
及
び
管
理
を
行
う
二

以
上
の
者
の
電
線
を
収
容
す
る
た
め
道
路
管
理
者
が
道

路
の
地
下
に
設
け
る
施
設
｣
と
定
め
ら
れ
て
い
る
け
れ

ど
、誰
の
電
線
か
に
つ
い
て
は
限
定
し
て
な
い
わ
よ
ね
。

電
線
は
、
電
気
事
業
者
の
電
力
線
や
電
気
通
信
事
業
者

の
通
信
線
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
例
え
ば
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
放
送
や
有
線
放
送
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
も

あ
る
け
れ
ど
、
こ
れ
ら
も

｢電
線
｣
で
あ
る
以
上
、
電

線
共
同
溝
に
入
れ
る
の
よ
。
だ
か
ら
、
電
線
共
同
溝
を

占
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
必
ず
し
も
電
気
事
業

者
や
第
一
種
電
気
通
信
事
業
者
だ
け
で
は
な
い
こ
と
に

な
る
わ
ね
。

ち
な
み
に
、
意
見
聴
取
の
対
象
も
、
二
事
業
者
以
外

の
事
業
者
か
ら
話
を
一
切
聴
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
の
。
通
達

(※
)
で
は
、
電
線
共
同
溝
整
備
道
路

と
し
て
指
定
し
よ
う
と
す
る
道
路
の
沿
道
を
業
務
区
域

と
し
て
い
る

｢有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
者
｣

つ
ま
り
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
設
備
を
設
置
し
て
い
る
者

が
い
れ
ば
、
同
じ
よ
う
に
意
見
を
聴
く
こ
と
と
し
て
い

る
の
よ
。

大
野
係
員

そ
う
な
ん
で
す
か
。
じ
ゃ
あ
、
例
え
ば
、
小
学
生
で

も
電
線
共
同
溝
を
占
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す

ね
。
さ
っ
き
の
小
学
生
に
言
っ
た
ら
喜
ぶ
だ
ろ
う
な
。

坂
上
係
員

ち
ょ
っ
と
、
た
と
え
が
極
端
な
ん
だ
け
ど
!
。
も
ち

ろ
ん
、
法
律
の
基
準
に
適
合
し
な
け
れ
ば
占
用
を
許
可

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
占
用
に
伴
っ
て
一
定
の
範

囲
で
費
用
を
負
担
す
る
必
要
も
あ
る
の
よ
ね
。

大
野
係
員

さ
す
が
に
、
小
学
生
の
お
小
遣
い
で
は
そ
れ
は
無
理

で
す
ね
。

坂
上
係
員

こ
れ
以
外
に
も
、
共
同
溝
と
電
線
共
同
溝
と
で
は
制

度
が
異
な
る
点
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
よ
。
共
同
溝
で
は

占
用
料
を
徴
収
し
な
い
け
れ
ど
、
電
線
共
同
溝
で
は
占

用
料
を
徴
収
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
り

(※
法
律
第

二
十
九
条
)、
電
線
共
同
溝
の
場
合
は
、
収
容
能
力
に

余
裕
が
あ
る
と
き
は
、道
路
管
理
者
の
許
可
を
受
け
て
、

完
成
後
の
電
線
共
同
溝
に
事
後
的
に
入
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
り
(※
法
律
第
十
一
条
)
と
か
。

こ
う
し
た
点
を
考
え
る
と
共
同
溝
と
電
線
共
同
溝
と
で

は
、
物
件
の
構
造
は
似
て
い
る
け
れ
ど
、
内
容
は
別
な

も
の
と
考
え
て
い
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね
。

大
野
係
員

共
同
溝
は
占
用
料
を
払
わ
な
く
と
も
い
い
ん
で
す
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※

｢電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行
に
つ
い
て
｣

(平
成
七
年
八
月
九
日
建
設
省
道
政
発
第
七
十
五
号
道
路
局
長
通
達
。
第

一
1
㈱



か
?

坂
上
係
員

厳
密
に
言
う
と
、
共
同
溝
の
場
合
は
占
用
料
の
規
定

も
含
め
道
路
法
の
適
用
を
除
外
し
て
、
占
用
料
分
に
つ

い
て
は
共
同
溝
の
建
設
に
伴
い
負
担
す
る
建
設
負
担
金

の
一
部
と
し
て
一
括
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

よ
。
だ
け
ど
、
電
線
共
同
溝
の
場
合
は
、
共
同
溝
と
違

っ
て
あ
ま
り
規
模
の
大
き
く
な
い
事
業
者
が
占
用
す
る

場
合
も
あ
る
か
ら
、
そ
う
し
た
事
業
者
の
建
設
時
の
当

初
負
担
が
で
き
る
だ
け
軽
減
さ
れ
る
よ
う
に
、
道
路
法

の
規
定
を
適
用
し
て
、
毎
年
度
占
用
料
を
徴
収
す
る
か

わ
り
に
、
建
設
負
担
金
に
は
占
用
料
分
は
含
め
な
い
方

法
に
し
た
と
い
う
考
え
方
み
た
い
よ
。

大
野
係
員

そ
う
な
ん
で
す
か
。
確
か
に
形
は
似
て
い
ま
す
が
、

制
度
面
で
は
い
ろ
い
ろ
と
違
う
ん
で
す
ね
。
あ
っ
、
こ

こ
で
す
ね
、
噂
の
電
線
共
同
溝
の
工
事
現
場
は
。
え
~

っ
と
、
完
成
予
定
が
今
年
の
六
月
か
ぁ
。
も
う
す
ぐ
で

す
ね
。
来
年
は
電
線
共
同
溝
の
見
学
に
し
ま
す
か
。

坂
上
係
員

だ
け
ど
、
電
線
共
同
溝
じ
ゃ
、
小
学
生
は
も
の
足
り

な
い
と
思
う
け
ど
?

中
に
入
れ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
し

ね
。

大
野
係
員

そ
う
か
~
。
と
こ
ろ
で
坂
上
さ
ん
。
事
務
所
の
方
向

っ
て
こ
っ
ち
で
し
た
っ
け
。
な
ん
か
逆
に
向
か
っ
て
い

る
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
け
ど
。

坂
上
係
員

し
ま
っ
た
、
道
を
間
違
え
ち
や
っ
た
。
ま
あ
い
い
わ
。

つ
い
で
に
パ
ト
ロ
ー
ル
も
し
ち
ゃ
い
ま
し
ょ
う
。
も
し

問
い
合
わ
せ
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
も
、
課
長
が
受

け
て
く
れ
る
か
ら
心
配
な
い
わ
よ
。

大
野
係
員

そ
う
で
す
ね
。
あ
っ
、
あ
そ
こ
の
看
板
、
不
法
占
用

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ち
ょ
っ
と
降
り
て
確
認
し
ま
し
ょ

、ハノ
o

坂
上
係
員

そ
う
ね
。
(車
を
止
め
る
。)

(事
務
所
で
電
話
を
受
け
な
が
ら
、
二
人
の
帰
り
を
待
つ

渡
邊
課
長
)

渡
邊
課
長｢も

し
も
し
、
は
い
、
そ
う
で
す
が
ー
止

(二
人
と
も
う
ま
く
い
っ
た
か
な
~
。
そ
れ
に
し
て
も

遅
い
な
あ
。
何
し
て
い
る
の
か
な
?
)(こ

の
項
終
わ
り
)
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横
浜
市
道
敷
地
二
重
譲
渡
損
害
賠
償
請
求
事
件

〔
一
審
判
決
〕
平
成
一
三
年
六
月
二
二
日

横
浜
地
方
裁
判
所

請
求
棄
却

(原
告
控
訴
)

〔二
審
判
決
〕
平
成
一
三
年
一
二
月
一
人
日

東
京
高
等
裁
判
所

控
訴
棄
却

(確
定
)

1

事
件
の
概
要

原
告
が
、
住
宅
を
建
築
し
、
分
譲
す
る
目
的
で
本
件
土

地
を
購
入
す
る
に
あ
た
り
、
被
告
横
浜
市
の
土
木
事
務
所

に
備
え
付
け
の
道
水
路
等
境
界
明
示
図
･
復
元
図

(以
下

｢本
件
図
面
｣
と
い
う
。)
を
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
、
本
件
土

地
が
市
道

(以
下
｢本
件
道
路
｣
と
い
う
。)
に
連
な
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
を
購
入
し
た
が
、
本
件
道

路
に
つ
い
て
、
被
告
が
所
有
権
移
転
登
記
手
続
を
怠
っ
て

い
る
う
ち
に
二
重
譲
渡
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
原

告
が
本
件
道
路
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
そ

の
住
宅
販
売
計
画
に
不
測
の
損
害
を
被
っ
た
と
し
て
、
被

告
に
対
し
、
国
家
賠
償
法
第
一
条
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請

求
を
し
た
。
(請
求
額

…
五
、
五
五
七
万
二
、
九
一
五
円
)

2

判
決
の
概
要

①

-
審
判
決

被
告
に
お
い
て
、
本
件
道
路
の
寄
付
を
受
け
な
が
ら
所

有
権
移
転
登
記
手
続
を
怠
っ
た
た
め
に
同
土
地
を
失
っ
た

過
失
は
あ
る
も
の
の
、
本
件
図
面
だ
け
で
市
道
で
あ
る
か

否
か
ま
で
は
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
原
告
が
本
件
道

路
を
市
道
と
判
断
す
る
に
つ
い
て
は
調
査
が
不
十
分
で
あ

り
、
そ
の
点
に
誤
り
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

②

二
審
判
決

被
控
訴
人
の
担
当
公
務
員
が
本
件
道
路
の
所
有
権
移
転

登
記
手
続
を
行
う
こ
と
は
、
行
政
と
し
て
の
責
務
で
あ
っ

て
、
個
別
の
市
民
に
対
し
て
負
担
す
る
職
務
上
の
法
的
義

務
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
そ
の
不
作
為
を
も

っ
て
国
家
賠
償
法
第
一
条
所
定
の
違
法
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
市
道
か
否
か
の
判
断
は
道
路
台

帳
に
よ
り
行
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
被
控
訴
人
が
本
件
図

面
を
土
木
事
務
所
に
備
え
付
け
、
こ
れ
を
控
訴
人
の
閲
覧

に
供
し
た
こ
と
が
控
訴
人
に
対
す
る
違
法
行
為
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

3

判
決
の
ポ
イ
ン
ト

①

事
実
認
定

(主
に
一
審
判
決
に
よ
る
)

a

原
告
は
、
住
宅
を
建
築
、
分
譲
す
る
目
的
で
本
件

土
地
の
購
入
を
検
討
し
て
お
り
、そ
の
調
査
と
し
て
、

被
告
の
土
木
事
務
所
で
、
公
図
及
び
本
件
図
面
を
閲

覧
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
件
土
地
の
東
に
面
し
た
南

北
に
走
る
道
路

(以
下

｢前
面
道
路
｣
と
い
う
。)

そ
の
北
端
か
ら
直
角
に
曲
が
り
東
に
続
く
道
路

(本

件
道
路
)
及
び
そ
の
東
端
か
ら
直
角
に
曲
が
り
更
に

北
に
続
く
道
路

(以
下

｢延
長
道
路
｣
と
い
う
。

が
い
ず
れ
も
横
浜
市
道
で
あ
る
と
判
断
し
、
本
件
土

地
を
購
入
し
た
。
な
お
、
右
三
道
路
の
う
ち
前
面
道

路
及
び
延
長
道
路
が
横
浜
市
道
で
あ
る
こ
と
に
争
い

は
な
い
。

b

原
告
は
、
本
件
土
地
を
分
筆
し
、
分
筆
後
の
土
地

の
一
部
に
建
売
住
宅
一
二
棟
の
建
築
を
計
画
し
、
五

棟
に
つ
い
て
建
築
確
認
を
得
た
後
、
売
買
契
約
が
成

立
し
た
二
棟
に
つ
い
て
工
事
に
着
手
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
工
事
中
に
本
件
道
路
が
訴
外
A
の
所
有
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
原
告
は
同
人

か
ら
本
件
道
路
を
通
行
す
る
こ
と
を
拒
否
さ
れ
た
。

c

本
件
道
路
は
、
被
告
が
将
来
公
道
か
ら
公
道
を
つ

な
ぐ
道
路
と
す
る
た
め
寄
付
を
受
け
た
も
の
の
、
道

路
と
し
て
路
線
認
定
も
さ
れ
て
お
ら
ず
、
未
整
備
の

通
路
状
空
地
の
ま
ま
で
放
置
さ
れ
て
い
た
。そ
し
て
、

被
告
が
そ
の
所
有
権
移
転
登
記
手
続
き
も
し
て
い
な
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②

か
っ
た
た
め
、
本
件
道
路
は
、
旧
所
有
者
か
ら
訴
外

A
に
売
却
さ
れ
、
そ
の
旨
の
所
有
権
移
転
登
記
が
さ

れ
た
。

法
的
判
断

(主
に
二
審
判
決
に
よ
る
)

被
控
訴
人
の
担
当
公
務
員
が
本
件
道
路
の
所
有
権

移
転
登
記
手
続
を
怠
っ
て
い
た
こ
と

(不
作
為
)
が

控
訴
人
に
対
す
る
関
係
で
国
家
賠
償
法
第
一
条
所
定

の
違
法
行
為
と
な
る
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
に
、
道

路
用
地
と
し
て
寄
付
さ
れ
た
土
地
を
整
備
し
、
所
有

権
移
転
登
記
を
経
由
し
て
お
く
と
い
っ
た
行
為
は
、

一
般
私
人
の
場
合
と
同
様
に
、
被
控
訴
人
に
お
け
る

財
産
管
理
行
為
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
同

条
所
定
の
公
権
力
の
行
使
と
解
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
ま
た
、
当
該
担
当
公
務
員
の
行
為
は
、
被
控
訴

人
な
い
し
市
民
一
般
に
対
す
る
行
政
と
し
て
の
責
務

で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
個
別
の
市
民
に
対

し
て
負
担
す
る
職
務
上
の
法
的
義
務
と
解
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
不
作
為
を
も
っ
て
同

条
に
い
う
違
法
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

仮
に
、
当
該
担
当
公
務
員
が
本
件
道
路
に
つ
い
て
所

有
権
移
転
登
記
手
続
を
行
っ
て
い
れ
ば
、
控
訴
人
な

い
し
同
人
か
ら
土
地
、
建
物
を
買
い
受
け
た
者
が
本

件
道
路
を
道
路
と
し
て
利
用
で
き
る
利
益
を
享
受
で

き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
当
該
担
当
公
務
員
の
職
務

行
為
の
結
果
と
し
て
享
受
で
き
る
反
射
的
利
益
に
過

ぎ
な
い
。

b

被
控
訴
人
の
土
木
事
務
所
に
お
い
て
、
本
件
図
面

を
備
え
付
け
、
閲
覧
に
供
し
た
こ
と
が
控
訴
人
に
対

す
る
違
法
行
為
と
な
る
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
に
、

控
訴
人
が
本
件
図
面
を
閲
覧
し
た
時
点
で
は
、
本
件

道
路
は
未
だ
訴
外
A
に
売
却
さ
れ
て
お
ら
ず
、
被
控

訴
人
も
同
土
地
を
所
有
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
た

も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
本
件
図
面
の
記
載
内

容
が
誤
り
で
あ
っ
た
と
は
言
え
ず
、
ま
た
、
被
控
訴

人
に
本
件
図
面
に
対
抗
要
件
の
有
無
ま
で
を
記
載
す

べ
き
義
務
が
あ
っ
た
と
は
解
さ
れ
な
い
し
、
対
抗
要

件
を
具
備
し
て
い
な
い
土
地
を
本
件
図
面
に
表
示
す

べ
き
で
な
い
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
も
と
も

と
、
本
件
図
面
は
、
道
水
路
等
と
民
有
地
と
の
境
界

を
明
示
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
路
線
認
定
さ

れ
た
道
路
で
あ
る
か
否
か
は
道
路
台
帳
を
調
査
す
べ

き
で
あ
り
、
被
控
訴
人
の
道
路
局
道
路
都
路
政
課
に

は
市
道
で
あ
る
か
杏
か
の
調
査
方
法
も
教
示
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
仮
に
、
一
部
の
者
の
間
で
本

件
図
面
の
み
に
基
づ
い
て
市
道
か
否
か
の
判
断
を
す

る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
の
危
険
は
そ
の
者
が
負
担
す
べ
き
で
あ
る
と

い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
被
控
訴
人
が
本
件
図
面
を
閲
覧

に
供
し
た
行
為
が
控
訴
人
に
対
し
て
違
法
行
為
と
な

る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
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七
二
年
に
一
度
蘇
る
伝
統
の
祭
り

か
な

さ

お
お

で
ん

が
く

『金
砂
大
田
楽
』

◇
は
じ
め
に

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
、
茨
城
県
の
角
田

(か
く

た
)
と
申
し
ま
す
。

国
土
交
通
省
を
は
じ
め
、
と
ん
び

会
の
み
な
さ
ま
に
は
日
頃
か
ら
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今

回
、
地
方
紹
介

｢と
ん
び
の
広
場
｣

と
い
う
こ
と
で
、
何
を
紹
介
し
よ
う

と
悩
み
ま
し
た
が
、
本
県
北
部
で
七

金砂大田楽が行われる三市二町一村の位置
茨
城
県
東
京
事
務
所

角
田

浩
美

二
年
に
一
度
行
わ
れ
る
祭
り

『磯
出

大
祭
礼

(金
砂
大
田
楽
)』
が
本
年

三
月
に
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
金
砂
大
田
楽
の
概
要

機
出
大
祭
礼
は
、
茨
城
県
久
慈
郡

金
砂
郷
町
に
あ
り
ま
す
西
金
砂
神
社

と
茨
城
県
久
慈
郡
水
府
村
に
あ
り
ま

す
東
金
砂
神
社
が
、
平
安
時
代
の
大

同
元
年

(西
暦
八
〇
六
年
)
に
日
立

市
の
水
木
浜
の
大
島
と
い
う
磯
に
、

金
砂
の
神
が
出
現
し
た
こ
と
に
ち
な

み
七
二
年
に
一
度
機
出
を
し
、
清
い

潮
水
で
御
神
体
を
浄
め
る
と
う
い
神

事
に
よ
る
も
の
で
、
五
穀
豊
穣
、
天

下
泰
平
、
万
民
豊
楽
を
祈
願
し
て
七

二
年
ご
と
の
末
の
年
に
執
行
し
て
い

る
お
祭
り
で
金
砂
大
田
楽

(か
な
さ

お
お
で
ん
が
く
)
と
も
言
わ
れ
て
お

り
、今
回
で
一
七
回
目
を
迎
え
ま
す
。

仁
寿
元
年

(八
五
一
年
)
に
第
一

回
目

(別
紙
執
行
年
表
参
照
)
を
執

行
し
て
以
来
、
一
度
も
途
絶
え
る
こ

と
な
く
続
け
ら
れ
て
き
た
と
さ
れ
、

総
勢
五
〇
〇
有
余
人
に
も
及
ぶ
渡
御

行
列
と
祭
事
、
そ
し
て
金
砂
田
楽

(田
楽
舞
)
が
行
わ
れ
ま
す
。

西
金
砂
神
社
あ
る
い
は
東
金
砂
神

社
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
出
社
し
た
数
百
人

規
模
の
氏
子
が
、
六
泊
七
日
を
か
け

て
、
常
陸
太
田
市
を
経
て
日
立
市
水

木
浜
ま
で
の
往
復
約
七
五
鬮
の
道
の

り
を
古
式
に
の
っ
と
り
渡
御
行
列
を

し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
一
行
は
渡
御
行
列
の

途
中
七
ヵ
所
で
祭
事
や
国
選
択
民
俗

芸
能
･茨
城
県
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
の
｢金
砂
田
楽

(西
金
砂
神
社
田

楽
舞

･
東
金
砂
神
社
田
楽
舞
)｣
を

披
露
奉
納
し
ま
す
。

◇
金
砂
田
楽
の
起
源

金
砂
田
楽
の
起
源
は
、
比
叡
山
の

鎮
守
神
で
あ
る
日
吉
権
現
で
白
河
天

西から東から



皇
の
承
暦
二
年

(
一
〇
七
八
年
)
頃

か
ら
心
霊
を
慰
め
る
た
め
に
神
楽
と

並
ん
で
田
楽
を
奏
し
た
と
い
う
記
録

が
あ
る
こ
と
か
ら
第
五
回

(
-
-
三

九
年
)
の
大
祭
礼
あ
た
り
か
ら
で
、

田
楽
は
平
安
初
期
に
唐
よ
り
散
楽
と

い
う
曲
芸
を
中
心
と
す
る
雑
芸
が
入

っ
て
き
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
我
が

国
古
来
の
民
謡
舞
曲
と
調
和
結
合

し
、
神
社
の
祭
禮
の
余
興
と
し
て
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
は
じ
ま

り
と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

西
金
砂
神
社
田
楽
舞
は
、
二
･
五

間
四
方
の
舞
台
に
斎
竹
(い
み
だ
け
)

を
立
て
、
し
め
を
張
り
、
紅
白
の
布

を
巻
い
た
手
す
り
を
め
ぐ
ら
し
た
仮

舞
台
で
舞
わ
れ
、
四
方
固
め
、
獅
子

舞
、
種
子
ま
き
、
一
本
高
足
と
い
う

四
段
構
成
の
舞
を
、
順
に
楽
師
の
楽

と
共
に
奉
奏
す
る
。

一
方
西
金
砂
神
社
田
楽
舞
は
、
同

じ
四
段
構
成
で
も
第
三
段
が
巫
女

舞
、
第
四
段
が
三
鬼
舞
と
相
違
が
あ

り
、
古
く
か
ら
互
い
の
特
徴
を
出
し

合
い
、
競
合
し
合
っ
て
伝
承
さ
れ
て

き
て
き
ま
し
た
。

別紙 金砂大田楽 (磯出大祭礼)執行年表

＼ 閣
眉

楽
和

田
年

大
儀 朧 そのころ日本は

第1回 仁寿元年 鰓 彌
螂

拔
瀦

薇
蹴

獺
轉

巍
蝋

妙
鼾

務
応鞠

凝
脱
緻

鰹
鸚第2回延長元年 郷 菅原道真が大宰府に左遷される(900

第3回長徳元年 996 蔑原道具が内覧となる(995) 藤原氏全盛期
第4回治層3年 鰡後三条天皇が延久の荘園整理令を発令(1089)
第5回保延6年 臘隈元･平治の乱(1166･1169)
第6回建暦元年 劇歌久の乱(1229
第7回弘安6年 鰡弘安の役(12SD

第8回正平10年鮒 ㈱彌諦殿撒
の

瀧
鱗

麻
巍

鯛
麟

罐
瞬

第9回高氷34年鰯正長の土一揆く1428)

第10回明広8年 纖 @纖瀕機
彌
凱導壽繊総第ぬ回元鱸2年 瀬 ,鱒封摯総艘饑

舶
鰓

第12回寛氷20年総 の
⑳

鰡
辯彌

燃
鰍
纖

藤
鰍

江

田

第13回正徳5年 鯲 ⑳総纖凝り套伽纖
獺

鎌
螺

菊雄回天明?年 瀰 鱗
桝灘実施

第15回文久2年 蹴
瑚

)
塒

860

鷆

賄
則
纒

瓣
謬
態

の

勝
機

癜
蜘
嫌

第16回昭和6年 鰓 鋤
“

琢
総鑓賊鱗鑓

酬
第17回平成15年 2003 ?･
第18回 ? 邪 "

別紙 金砂大田楽 (金砂神社機出大祭礼) について記載が
ある文献
文献名 作製年 鰤

金砂山総起 169o年 この文書は、元禄三年 0 6 90)四川こ、鎌金抄出東
済寺より水戸弱寺社奉行に提出されたもの.

金砂山日枝神社縁起 -727年 本蕾は、水戸褒の武士で、彰甕鉈の瞥蹴となった、丸山
可濯が享保12年(l 7 32年)に著したもの.

水府志料 !807年 朧
水
地
域
い
･
こ
a
記
者
ま

,
様
食
つ
が
る
)
旧
て
れ

は
戸
領
に
落
あ
6
ノ
せ
わ

書
水
戸
代
戸
で
o
社
わ
思

本
r
永
年
永
の
8
寺
あ
と

絹年史水戸記年 年緘

囃壽
礬

競
轢殺鱗

轤
綴廳

*泌蝉
濃

者
3
化
の
の
々
た
に
ふ
つ

史鏑磁刊詞富雑滋 年灘 添讓
は
事
祷
社
っ
銘

常陸北部間数之記 年鞠 熱廉
は
付
す
巡
仏
う
て

首行セ 2nOR.1 63

◇
祭
事
期
日
及
び
行
程

【西
金
砂
神
社
】

平
成
一
五
年
三
月
二
二
日

(土
)

か
ら
三
月
二
八
日

(金
)
(六
泊
七

日
)

西
金
砂
神
社
↓
中
柴

(水
府
村
)
へ泊
〉

↓
和
田
↓
馬
場

(常
陸
太
田
市
)
へ泊
〉

↓
石
名
坂
↓
水
木
浜
(日
立
市
)
へ泊
〉

↓
内
田

(常
陸
太
田
市
)
↓
上
河
合

へ
泊
〉
↓
藤
田
↓
大
方

(金
砂
郷
町
)

↓
高
柿
↓
中
利
員
↓
下
宮
へ泊
〉
↓

大
町
場
へ泊
〉
↓
西
金
砂
神
社

【東
金
砂
神
社
】

平
成

一
五
年
三
月
二
五
日

(火
)

か
ら
三
月
三
一
日

(月
)
(六
泊
七

日
)

東
金
砂
神
社
↓
中
染

(水
府
村
)
へ泊
〉



市立

水

府

↓
和
田
-
▼馬
場

(常
陸
太
田
市
)
へ泊
〉

↓
石
名
坂
↓
水
木
浜
(日
立
市
)
へ泊
〉

↓
久
慈
浜
↓
内
田

(常
陸
太
田
市
)

↓
上
河
合

へ
泊
〉
↓
藤
田
↓
大
里

(金
砂
郷
町
)
↓
久
米

へ泊
〉
↓
天
下

野
へ泊
〉
↓
東
金
砂
神
社

◇
最
後
に

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
大
祭
礼
の

み
ど
こ
ろ
と
し
ま
し
て
は
、
各
宿
泊

地
で
披
露
さ
れ
る
田
楽
舞
と
平
安
絵

巻
を
思
わ
せ
る
渡
御
行
列
で
す
。
現

在
で
は
、
奉
納
芸
能
か
ら
遊
芸
化
へ

と
俗
化
の
方
向
へ
と
走
り
、
大
部
分

が
消
滅
し
て
き
て
い
る
中
で
、
当
時

の
姿
を
正
し
く
伝
え
て
い
る
数
少
な

い
貴
重
な
文
化
遺
産
と
も
い
え
る
こ

の
七
二
年
に
一
度
の
磯
出
大
祭
礼

(金
砂
大
田
楽
)
を
、
是
非
、
み
な

さ
ま
に
見
に
来
て
頂
け
る
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

図 2 東 ･西金砂神社渡御コース

写真 2 西金砂神社田楽舞 写真 1 東金砂神社行列 昭和6年3月28日 約700人、 2km“こもぉょんだ)
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の

.
　れ

｢感
動
の
旅
｣
は
豊
の
国
お
お
い
た
へ

あ
げ
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。大
分
県
の
渡
辺
と
申
し
ま
す
。

東
京
生
活
も
三
年
目
を
過
ご
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
日
頃
か
ら
建
設
担

当
次
長
と
共
に
、
貴
重
な
情
報
や
資

料
を
頂
き
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
お
忙
し
い
時
に
仕

事
の
邪
魔
を
し
て
い
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
｢と
ん
び
｣
の
宿
命
と
お
許

し
下
さ
い
。
今
年
も
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

さ
て
大
分
県
は

一
村

一
品
推
進

県
、多
く
の
特
産
品
が
有
り
ま
す
が
、

臼
杵
の
フ
グ
や
佐
賀
関
の
関
ア
ジ
･

関
サ
バ
や
日
出
の
城
下
カ
レ
イ
等

は
、
大
分
に
来
て
味
わ
っ
て
い
た
だ

き
た
い
食
べ
物
で
す
。
高
速
道
路
を

使
え
ば
短
時
間
で
行
け
る
の
で
お
勧

め
で
す
。
そ
こ
で
、
高
速
道
路
が
利

用
で
き
る
県
北
部
の
観
光
地
を
少
し

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
(県

南
部
は
高
速
道
路
が
ま
だ
完
成
し
て

い
ま
せ
ん
)

◇
サ
ッ
カ
ー

ま
ず
、
大
分
県
の
新
名
所
、
昨
年

の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
カ

メ
ル
ー
ン
チ
ー
ム
の
到
着
が
遅
れ
て

有
名
に
な
っ
た
、
中
津
江
村

(な
か

つ
え
む
ら
)は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

人
口
は
約
一
、
三
〇
〇
人
、
位
置
は
、

西
は
福
岡
県
、
東
は
熊
本
県
に
接
し

た
九
州
の
へ
そ
の
位
置
で
す
が
大
分

県
で
は
西
の
端
で
、
九
二
%
が
林
野

と
い
う
山
間
部
の
村
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
中
津
江
村
に
は

金
鉱
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
鯛
生
金
山

(た
い
お
う
き
ん
ざ

大
分
県
東
京
事
務
所

渡
辺

武

海底博物館鯛生金山
(中津江村)

ん
)
で
す
。
で
も
今
は
採
掘
し
て
い

ま
せ
ん
。
明
治
二
七
年
に
見
つ
け
ら

れ
、
昭
和
四
七
年
ま
で
の
八
〇
年
間

に
、
金
約
四
0
t
、
銀
約
一
六
0
t

を
産
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

五
八
年
に
地
底
博
物
館
｢鯛
生
金
山
｣

と
し
て
蘇
ら
せ
、
坑
内
を
公
開
し
て

い
ま
す
。
中
に
入
る
と
素
晴
ら
し
い

も
の
が
見
ら
れ
ま
す
。
金
鉱
山
で
す

か
ら
中
は
金
ぴ
か
?

で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
一
億
円
の
純
金
製
の
鯛
に

出
会
え
ま
す
。
当
時
は
賑
や
か
な
鉱

山
町
と
し
て
栄
え
た
面
影
が
、
約
一

如
の
坑
内
の
採
掘
風
景
で
偲
ば
れ
ま

す
。
最
近
、
観
光
客
に
は
カ
メ
ル
ー

ン
ハ
ッ
ト
や
ウ
ッ
ド
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
が
売
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ

こ
で
は
鯛
生
焼
で
自
分
だ
け
の
茶
碗

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
キ
ャ

ン
プ
地
と
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い

の
が
、
カ
メ
ル
ー
ン
に
好
評
だ
っ
た

鯛
生
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
す
。
周

り
は
自
然
そ
の
も
の
で
何
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
お
か
げ
で
大
学
、
高
校
、

社
会
人
の
夏
の
合
宿
で
賑
わ
っ
て
る

よ
う
で
す
。
家
族
用
に
は
キ
ャ
ン
プ

場
も
あ
り
、
自
然
に
接
す
る
に
は
一

番
の
村
で
し
ょ
う
。
一
度
行
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
素
朴
で
親
切
な
村
人

に
出
会
え
ま
す
よ
。
交
通
手
段
は
、

バ
ス
か
車
に
な
り
ま
す
が
、
高
速
道

路
の
日
田
I
C
か
ら
六
〇
分
程
度
で

す
。
湯
布
院
観
光
の
帰
り
に
立
ち
寄

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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◇
温
泉

湯
布
院

(温
泉
)
と
い
え
ば
、
緑

西から東から



豊
か
な
自
然
の
中
に
古
き
良
き
時
代

が
残
っ
た
独
特
の
雰
囲
気
が
女
性
に

人
気
で
、
す
っ
か
り
有
名
に
な
り
ま

し
た
が
、
他
に
も
大
分
に
は
豊
か
な

自
然
の
中
に
温
泉
地
は
沢
山
あ
り
ま

す
。
ご
存
じ
の
と
お
り
温
泉
保
養
地

と
し
て
は
、
韓
国
や
中
国
に
も
売
り

出
し
て
い
る
国
際
観
光
都
市
別
府
は

最
大
で
す
。
温
泉
の
湧
出
量
、
温
泉

の
種
類
、
温
泉
源
の
数
と
も
に
日
本

一
の
温
泉
地
で
す
。
と
て
も
広
い
範

囲
の
温
泉
地
で
、
沢
山
の
種
類
が
あ

る
の
で
す
が
、
ご
存
じ
で
す
か
。

別
府
に
は
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
独

　　
　　　
　

　　

　

　

　

選

ん
ミ離

賜

　
　　
　
　

　

　

　

　

　　　
　　

　

　

特
の
風
情
を
持
っ
た
八
つ
の
温
泉
郷

が
あ
り
ま
す
。
J
R
別
府
駅
周
辺
の

繁
華
街
に
あ
る
の
は
別
府
温
泉
、
別

府
温
泉
の
シ
ン
ボ
ル
竹
瓦
温
泉
が
あ

り
ま
す
。
温
泉
町
の
歴
史
を
感
じ
さ

せ
る
下
町
情
緒
の
残
っ
た
と
こ
ろ
が

あ
り
、
日
曜
日
限
定
の

｢別
府
物
語

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
竹
瓦
界
隈
路

地
裏
散
歩
｣
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
歴
史
や
温
泉
の
名
所
案
内
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
別
府
温
泉
の
レ
ト

ロ
な
雰
囲
気
を
満
喫
し
た
い
方
に
お

勧
め
で
す
。

別
府
温
泉
発
祥
の
地
が
浜
脇
温
泉

で
、
昔
は
浜
か
ら
温
泉
が
吹
き
出
て

い
た
と
の
こ
と
。
今
で
も
古
い
町
並

み
が
残
っ
て
い
ま
す
。

海
抜
一
五
0
m
で
眺
め
の
よ
い
観

海
寺
温
泉
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
の
湯

治
場
で
す
。
こ
こ
に
あ
る
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
で
は
、
昼
は
壮
大
な
別
府
湾

を
見
下
ろ
し
な
が
ら
、
夜
は
別
府
の

美
し
い
夜
景
を
眺
め
な
が
ら
温
泉
を

楽
し
め
ま
す
。

緑
深
い
山
の
麓
に
あ
る
堀
田
温
泉

は
、
古
く
は
交
通
の
要
所
で
旅
人
の

憩
い
の
場
で
し
た
。
今
は
秘
湯
の
雰

囲
気
で
す
ば
ら
し
い
露
天
風
呂
が
多

く
あ
り
ま
す
。

明
礬

(み
ょ
う
ば
ん
)
の
採
掘
地

の
明
礬
温
泉
で
は
、
ワ
ラ
葺
き
の
湯

の
花
小
屋
か
ら
湯
煙
が
上
が
り
硫
黄

の
香
り
が
漂
い
、
天
然
温
泉
の
雰
囲

気
が
楽
し
め
ま
す
。
｢柔
｣
の
別
府

温
泉
に
対
し

｢剛
｣
の
鉄
輪

(か
ん

な
わ
)
温
泉
と
い
わ
れ
、
白
い
湯
煙

が
い
た
る
所
か
ら
立
ち
上
り
、
狭
い

路
地
に
浴
衣
姿
の
湯
治
客
で
賑
わ
っ

て
ま
す
。
多
く
の
公
衆
浴
場
や
温
泉

施
設
が
あ
り
、
｢地
獄
巡
り
｣
は
こ

こ
が
中
心
で
す
。
こ
こ
で
も

｢別
府

物
語
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
鉄
輪
温

泉
湯
煙
散
策
｣
で
、
地
獄
蒸
し
の
体

験
や
路
地
散
策
が
楽
し
め
ま
す
。

醍
醐
天
皇
が
訪
れ
た
と
い
わ
れ
、

打
た
せ
湯
で
有
名
な
柴
石

(し
ば
せ

き
)
温
泉
は
、
山
あ
い
の
ひ
な
び
た

温
泉
で
森
林
浴
が
楽
し
め
ま
す
。

海
岸
の
砂
浜
で
天
然
の
砂
湯
が
楽

し
め
る
の
が
亀
川
温
泉
で
、
昔
な
が

ら
の
公
衆
温
泉
浴
場
が
あ
り
懐
か
し

い
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
す
。

一
度
に
こ
れ
だ
け
の
温
泉
を
制
覇

す
る
の
は
不
可
能
で
す
が
、
最
近
こ

の
人
湯
を
制
覇
し
知
り
合
っ
た
カ
ッ

プ
ル
が
結
婚
し
た
そ
う
で
す
。
も
ち

ろ
ん
若
い
人
で
す
。
や
は
り
温
泉
は

(別府市) 鉄輪温泉 (別府市)



良
い
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
別
府

の
夜
の
楽
し
み
方
は
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
、
散
歩
好
き
や
女
性
の
方
は

｢夜
の
路
地
裏
散
歩
｣
で
ネ
オ
ン
街

を
散
策
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う

か
。
以
外
な
別
府
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

◇
石
仏

大
分
県
に
は
石
仏
が
多
く
県
南
部

の
臼
杵
石
仏
は
有
名
で
す
が
、
仏
の

里
･
国
東
半
島
に
も
数
多
く
点
在
し国東半島 (石仏)

熊野磨産物 (豊後高田市)

て
い
ま
す
。
歴
史
書
を
見
ま
す
と
、

古
く
は

｢六
郷
浦
山
｣
と
い
わ
れ
、

国
東
半
島
の
六
つ
の
郷

(来
縄
、
田

染
、
安
岐
、
武
蔵
、
国
東
、
伊
美
)

は
山
全
体
が
仏
の
浄
域
と
な
っ
て
お

り
、
｢浦
山
｣
と
は
、
本
山

(学

問
･
教
育
の
研
究
道
場
、
八
ヵ
所
)

中
山

(山
岳
修
験
の
道
場
、
一
0
ヵ

所
)
、
末
山

(行
者
の
修
練
道
場

･

僧
侶
と
大
衆
が
接
す
る
場
所
、
一
0

ヵ
所
)
の
三
山
組
織
を
い
う
そ
う
で

す
。
そ
の
た
め
、
寺
や
仏
像
や
石
仏

が
多
く
点
在
し
仏
教
文
化
の
史
跡
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
こ
も
宇

佐
神
宮
の
影
響
が
強
く
神
仏
混
合

で
、
鳥
居
が
あ
り
国
東
塔
と
呼
ば
れ

る
石
塔
が
あ
り
ま
す
。
で
は
六
郷
滴

山
を
短
時
間
の
観
光
ル
ー
ト
で
簡
単

に
紹
介
し
ま
す
。

先
ず
は
六
郷
浦
山
本
山
末
寺
の
一

つ
で
、
現
存
す
る
九
州
最
古
の
木
造

建
築
物
と
し
て
国
宝
の
富
貴
寺
で

す
。
優
美
な
方
形
で
藤
原
時
代
の
阿

弥
陀
堂
建
築
物
と
し
て
最
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

次
が
六
郷
浦
山
本
山
本
寺
の
一
つ

で
、
藤
原
時
代
の
木
造
仏
像
九
体
が

収
め
ら
れ
て
い
る
の
が
真
木
大
堂
で

す
。
こ
こ
は
約
七
〇
〇
年
前
に
火
災

で
焼
失
し
ま
し
た
が
、
当
時
は
三
六

坊
の
霊
場
を
抱
え
た
壮
大
な
寺
院
だ

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

石
仏
の
大
き
さ
で
知
ら
れ
て
い
る

の
は
、
鬼
が
一
夜
で
築
い
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
乱
積
み
の
石
段
を
登
っ

た
先
に
あ
る
巨
大
な
不
動
明
王

(像

高
八
m
)
と
大
日
如
来

(像
高
六
･

八
m
)
の
二
体
の
磨
崖
仏
が
あ
る
熊

野
磨
崖
仏
で
す
。
か
な
り
遠
く
か
ら

で
も
見
上
げ
る
ほ
ど
の
大
き
さ
で
驚

か
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
六
郷
滴
山
中
山
本
寺
で
国

東
半
島
の
中
心
に
あ
る
両
子
寺
に

は
、
参
道
の
両
側
に
像
高
二
･
三
m

の
巨
大
な
石
像
の
仁
王
像
が
あ
り
ま
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す
。
筋
骨
た
く
ま
し
く
満
身
に
気
迫

が
あ
り
、
均
整
の
と
れ
た
姿
は
造
形

的
に
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。

ど
こ
も
大
分
空
港
か
ら
車
で
三
〇

分
程
度
で
行
け
ま
す
の
で
、
秘
境
の

地
に
栄
え
た

｢六
郷
滴
山
文
化
｣
も

是
非
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
山
歩
き
の
好
き
な
方
は
、
当

時
の
修
験
道
も
あ
る
よ
う
で
す
か
ら

体
験
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う

か
。
き
っ
と
何
か
を
悟
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
紹
介
し
た
い
場
所
が

ま
だ
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
誌
面
の
都

合
で
紹
介
で
き
な
い
の
が
残
念
で

す
。
感
動
は
行
っ
て
み
な
い
と
得
ら

れ
ま
せ
ん
。
大
分
で
感
動
の
旅
を
味

わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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｢冬
期
遭
囃
環
境
暎
書
櫨
鎖
実
験
』
に
つ
い
て

l
地
域
協
力
に
よ
る
市
街
地
の
冬
期
道
路
環
境
改
善
の
社
会
実
験
ー

北
海
道
開
発
局
小
樽
開
発
建
設
部
道
路
課

一
は
じ
め
に

(背
景
と
目
的
)

小
樽
市
は
、
北
海
道
の
北
西
部
に
位
置
し
て
お
り
、
か

つ
て
は
北
海
道
経
済
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
た
古
い
歴
史

を
持
つ
人
口
約
一
五
万
人
の
港
町
で
す

(図
1
)。
ま
た
、

現
在
で
は
、
小
樽
運
河
を
中
心
と
し
た
異
国
情
緒
あ
ふ
れ

る
佇
ま
い
を
求
め
て
道
内
外
か
ら
毎
年
約
九
〇
〇
万
人
の

観
光
客
が
訪
れ
る
観
光
都
市
と
し
て
の
側
面
も
持
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
海
側
の
豪
雪
地
域
に
位
置
す
る

関
係
か
ら
、
冬
期
間
の
年
平
均
降
雪
量
は
概
ね
六
m
に
達

す
る
う
え
、
坂
道
が
多
い
地
形
条
件
も
相
ま
っ
て
、
急
坂

部
の
ス
リ
ッ
プ
や
除
雪
の
問
題
な
ど
冬
期
の
道
路
環
境
は

非
常
に
厳
し
い
条
件
下
に
あ
り
ま
す
。
特
に
市
街
部
の
道

路
に
お
い
て
は
、
機
械
除
雪
に
よ
り
路
肩
に
雪
を
押
し
の

け
る
た
め
、
車
道
幅
員
が
狭
小
に
な
る
と
と
も
に
、
歩
道

部
へ
の
堆
雪
に
よ
っ
て
車
両
や
歩
行
者
通
行
の
支
障
と
な

る
ほ
か
、
交
通
安
全
上
の
問
題
も
見
逃
せ
ま
せ
ん

(写
真

1
･
2
)。
ま
た
現
状
で
は
、
一
定
間
隔
を
お
い
て
路
肩

に
堆
積
し
た
雪
山

(雪
堤
)
を
積
み
込
み
運
搬
す
る
方
式

を
と
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
堆
積
場
所

(雪
捨
て

場
)
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
お
り
、
相
当
量
を
海
域
で

処
理
し
て
い
る
状
況
で
す

(図
2
)。

こ
の
よ
う
な
市
街
部
の
道
路
環
境
を
改
善
す
る
手
法
と

し
て
小
樽
市
で
は
車
道
部
を
中
心
に
約
一
五
〇
路
線
、
約

三

一
･
五
蝿
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
に
要
す
る
電
気
代
等
の
維
持
費
用
が
年
々

増
加
し
、
平
成
三
一年
度
は
二
･
八
億
円

(年
間
除
雪
費

の
約
二
七
%
)
に
の
ぼ
る
な
ど
、
除
雪
費
と
運
搬
排
雪
費

に
加
え
て
市
の
財
政
を
圧
迫
し
、
新
た
な
設
置
に
は
慎
重

実験箇所

も
ぐ
さ

群
達

満
“
転ぶ

図 1 小樽市街域図

殺



に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

(図
3
)。

以
上
の
よ
う
に
、
行
政
だ
け
の
対
応
で
は
地
域
住
民
が

求
め
る
質
の
高
い
道
路
環
境
の
確
保
が
困
難
な
状
況
で
あ

る
こ
と
に
鑑
み
、
｢近
年
急
速
に
普
及
が
進
ん
で
い
る
大

型
融
雪
槽
の
技
術
を
活
用
し
、
地
域
と
行
政
が
協
力
し
て

市
街
地
道
路
の
改
善
を
図
る
｣
官
民
協
働
の
雪
対
策
を
検

証
す
る
た
め
、
小
樽
市
が
主
体
と
な
る
社
会
実
験
を
企
図

し
ま
し
た
。

一
一
実
験
の
概
要

1

実
施
方
針

本
社
会
実
験
は
、
地
域
と
行
政
が
協
力
し
、
中
心
市
街

地
に
お
け
る
冬
期
道
路
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と
に
よ
っ

て

｢中
心
市
街
地
の
再
生
･
活
性
化
｣
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
、
冬
期
歩
行
者
空
間
の
確
保
に
よ
っ
て
、
｢安
全

･

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
｣
を
実
現
す
る
こ
と
が
テ
ー
マ
と
な

り
ま
す
。

従
っ
て
、
実
験
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
行
政
が
大
型
融

雪
糟
を
整
備
し
、
地
域
住
民
が
維
持
管
理
費
の
負
担
や
施

設
の
管
理
を
行
い
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
道
路
の
鑑
箏
ヨ

化
を
推
進
す
る
と
い
う
新
た
な
施
策
を
想
定
し
、
そ
の
実

現
性
、
有
効
性
、
事
業
推
進
の
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
検
証
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た

(図
4
)。
ま
た
、
本
実
験
の
検
証

に
つ
い
て
は
、
小
樽
市
内
の
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
適
用

で
き
る
視
点
に
立
つ
と
と
も
に
、
北
海
道
内
の
他
の
地
域

に
お
い
て
も
導
入
に
つ
い
て
一
定
の
示
唆
を
与
え
る
よ
う

H 9 H IO H11 H 12

(年度)

図2 小樽市の年間排雪量
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配
慮
し
ま
し
た
。
尚
、
実
験
区
域
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、

小
樽
市
の
中
心
市
街
地
の
な
か
か
ら
地
域
生
活
や
商
業
活

動
な
ど
と
密
着
し
た
市
道
を
対
象
路
線
と
し
、
地
元
協
議

会
の
設
置
に
よ
っ
て
実
験

･
検
証
を
進
め
る
こ
と
が
可
能

な
区
域
と
し
ま
し
た
。

　　　　　　』:ゞ {　 　 　　　　　 　･目墾率交通の円滑化 ･歩行者の交邊安全
･雪窟絵作家の効率化 ･中心市街地の話縦化

図 4 実験で想定する大型融雪槽無雪化のイメージ図 (P R用)

2

実
験
実
施
路
線

"

実
施
路
線

(図
5
)

･
市
道
梁
川
線
、
路
線
延
長
二
七
0
m
、
幅
員
三

m

(歩
道
な
し
)

･
沿
道
商
店
街
…都
通
り
梁
川
商
店
街

(組
合
員
数
五

一
▽

②

実
験
地
域
の
特
色

･
小
樽
市
と
北
海
道
が
進
め
る
中
央
通
地
区
の
土
地
区

画
整
理
事
業
、
道
路
整
備
事
業
施
行
地
区
に
隣

接
し
て
お
り
、
小
樽
駅
に
も
至
近
で
あ
る
。

･
娯
楽
性
店
舗
や
飲
食
店
、
市
場
が
立
地
し
て
お
り
、

路
線
の
背
後
に
は
住
宅
地
が
密
集
し
て
い
る
。

　
　

　
　
　

　
　　
　

　
　
　
　

　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　　　
　

　
　
　
　
　

　

　
　　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

自

刎

区図 5 実験実施区間位置図

･
午
前
八
時
か
ら
午
前
三

時
ま
で
の
三
時
間
は
車
両

の
通
行
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
市
場
を
中
心
に

商
品
の
搬
出
入
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

,
商
店
街
の
自
主
的
な
除
排
雪
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

3

実
験
実
施
期
間
と
無
雪
化
の
作
業
内
容

無
鞏
ヨ化
の
現
地
実
験
期
間
は
、
平
成
一
三
年
一
二
月
三

五
日

(火
)
か
ら
平
成
一
四
年
二
月
八
日

(金
)
ま
で
と

し
、
概
ね
日
降
雪
量
一
〇
皿
以
上
を
目
処
に
除
雪
及
び
運

搬
排
雪
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
に
対
し

て
は
以
下
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

①

商
店
街
背
後
の
住
宅
地
の
雪
は
除
排
雪
の
時
期
に
合

わ
せ
て
掻
き
出
し
て
も
ら
う
o

②

路
上
駐
車
を
禁
止
し
、
道
路
上
へ
の
支
障
と
な
る
障

害
物
を
置
か
な
い
。

③

現
地
実
験
の
検
証
項
目
と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
、
自
動
車
･
歩
行
者
交
通
量

調
査

へ
の
協
力
。

4

現
地
実
験
の
検
証
項
目
の
整
理

実
験
に
際
す
る
検
証
項
目
は
、
①
冬
期
道
路
環
境
の
変

化
、
②
除
排
雪
作
業
負
担
の
変
化
、
③
商
店
街
の
活
性
化
、

気

④
大
型
融
雪
槽
導
入
の
可
能
性
、
⑤
官
民
の
協
力
体
制
、

2

⑥
そ
の
他
の
施
策
の
可
能
性
型
ハ項
目
に
整
理
し
、
そ
れ

鞠

ら
課
題
の
検
証
方
法
と
調
査
手
法
に
つ
い
て
、
整
理
し
ま

し
た

(表
1
)。
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写真 4 実験実施前の状況 写真 3 除雪中の様子

本
社
会
実
験
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
学
識
経
験
者
や

地
域
住
民
、
道
路
管
理
者
な
ど
か
ら
構
成
す
る
協
議
会
を

設
置
し
、
現
地
実
験
の
検
証
項
目
の
妥
当
性
や
官
民
の
協

力
体
制
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
行
う
と
と
も

に
、
新
た
な
施
策
と
し
て
の
展
開
や
有
効
性
に
つ
い
て
判

断
す
る
場
を
設
け
ま
し
た
。

ま
た
、
本
協
議
会
を
中
心
と
し
て
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

に 設 55

実
験
検
証
の
た
め
の
協
議
会
の
結
成
と
実
験
活
動
実

本 績

写真 5 実験中の状況

表 1 現地実験の検証項目と検証方法
検証項目 檢許嘴法 調査手法

①冬期道路環境の変化
耗貿化が歩行者交通の安全性と快適性に与え
る影響を検証

･商店街利用者ヒアリング調査
･駐車台数、幅員調査

繁雪化が自動車交通量に与える形鴇を検証 ･目録市立舖憬、幅員調査
②除排雪作業負担の変化 無雪化によって除排雪にかかる時制と疲労度

がどの程庁軽減されるかを検証
･地元商店街、住民アンケート調査

③商店街の活性化

商品の搬入搬出その他、商業活動の効率化に
ついて検証

･地元商店街アンケート調査

歩行者教、アクセシビリティの変化、商店街
イメージ、嫌客、売り上げ等、商店街の活性
化に与える影響を検証

･商店街利用者ヒアリング調査
･歩行者交遊量調査
･地元商店街、住民アンケート調査

④大型態雪機導入の可能性

剔時点での大型駐留榴導入の意向、導入条件、
作業負担、費用負担を把翻し、導入への課題
を検証

･地元商店街、住民アンケート調査

除排雪の費用と融雪桾を設置した場合の想定
費用とを比較し、費用負担の相違を検証

･地元商店街、住民アンケート調査
※想定費用については別途調査

③官民の協力体制
施策にかかる官民役割分担を整理し、車両規
制、駐車禁止など、住民側の協力項目や実験
時の協力状況を把握、協力体訓について検証

･一般住民アンケート
･実験現場の調査

③その他の施策の可能性
現在、他の商店街等で行われている除排雪作
繋の方法と費用、今後行うのが望ましい官民
協働の雪対策を把煽し、官民協働で行うその
他の施策について可能性を検証

･一般住民アンケート

年月日 行程内容 摘 要

H13.10.30

H13.12. 5

H13.12.20

H13.1れれ

ll13.l2.25

H13よ2,29

H14. 1. 4

H14, 1.19

HL4. 2. 8

H14. 2,18

H14, 2.23

H14, 3, 8

H14. 3.1F

第 1回協議会

第 1回住民ワークショップ

第2回協議会

アンケート調査 (68%回収)

慨地無雪化実験開蝸
第 l回現地調査 (実験中)

アンケート調査 (50%回収)

第2回現地調査 (実験中)

現地無雪化実験終了i

第 2回住民ワークショップ

第3回現地調査 (実験外)

第3回協議会

結果の整理、報告

社会実験のための路線選定等について
地元住民25名出席

社会実験内容の決定

梁川商店街対象、商店街を通じて50部配布

ヒアリング調査(66名)、 交通量調査等

市内全町内会対象、 347部配布

ヒアリング調査(20名)、交通量調査等

地元住民12名出席
ヒアリング調査(115名)、交通量調査等

検証結果の報告、とりまとめ方針検討

プ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
及
び
必
要
な
現
地

で
の
調
査
等
を
実
施
し
ま
し
た

(写
真
6
･
7
、
表
2
)。

ま
た
、
実
験
に
つ
い
て
の
周
知
を
図
る
た
め
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
市
の
広
報
、
新
聞
等
に
よ
る
広
報
活
動
を
実
施
し

ま
し
た

(表
3
)
。

三

実
験
結
果
の
分
析
と
評
価

1

梁
川
商
店
街
に
お
け
る
鰹
当化
の
費
用
比
較

今
回
の
実
験
で
行
っ
た
降
雪
一
〇
皿
出
動
に
お
け
る
運

袋 の 験 等 ケ 表2



表4 無雪化費用に対する試算結果

(前提条件) 降雪1ocmで実施
、

実蕪回数20回 (最下段は組合員数52軒が参加した場合の一軒当り費用)

運搬除排雪による実績 大型融雪糟による試算

)

円

円

円

円

円

馴
婿
肝
鮮
叶
許

塒
)

蝋
鯲
禰

機
が
影

鰺
鰓
鰍
姶
名

調聯
慥
鰺
銘
蝋

鰤
鱗
蟠
彬鍬
趨

鰯
刊
網
朝
刊

網

00

40

00

00

20

芻

泓
一言

藝

鵡

回

計

囚

珍
㈱皺

、

、
円

)

分

分

科

千

員

担

担

燃

籤

理

分

負

負

(

)

整

担

政

政

費

械

逓

負

行

行

厘

機

交

元

!

ー

管

雪

(

地

置

費

持

除

馨

り

設

検

組

(

理

た

槽

点

槽

費

管

当

雪

守

雪

雪

全

冬

融

保

融

投

安

一

一回当たり出動単価 78千円

一冬当たり 78千円X20国 =1再60千円

約30千円/年 約23千円/年

搬
排
雪
の
実
績
回
数
二
〇
回
に
よ
り
、
大
型
融
雪
糟
を
導

入
し
た
場
合
の
試
算
を
行
っ
た
結
果
、
運
搬
排
雪
に
要
す

る
費
用
は
年
間
一
五
六
万
円

(組
合
員
数
五
二
軒
参
加
の

場
合
、
三
〇
千
円
/
戸
/
年
)、
大
型
融
雪
槽
に
よ
る
試

算
費
用
は
年
間
一
二
二
万
円

(組
合
員
数
五
二
軒
参
加
の

場
合
、
一
三
千
円
/
戸
/
年
)
と
、
両
者
の
差
は
僅
少
と

な
り
ま
し
た

(表
4
)。

ワークショップやアンケート時に配布　
　
　
　

ア

に

前

や

戸
事
堝

プ
示
全

･
も

ッ
掲

、
て

ョ

に

し

い

シ

街

載

っ

ク
店
掲
に

て

一

商
を
会

い

ワ

、
要

譲

っ

、
し

概
協
こ

し
成
験
討

成
作
実
検

作
を
に

た

を
板
｣
し

ト

看

る

施
"

ッ

、
た

実

逍

し

一

お

回

藝

フ

タ

報
3

ン

ス

広
計 間社へ告知、

2

鑑
賞
白化
実
験
に
よ
る
効
果
検
証
項
目
と
検
証
結
果

地
元
及
び
一
般
ア
ン
ケ
ー
ト
、
商
店
街
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
、
交
通
環
境
実
態
調
査
等
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
に
つ
い

て
は
以
下
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

①
冬
期
道
路
環
境
の
変
化

･
実
験
中
の

｢商
店
街
に
と
っ
て
の
周
辺
環
境
｣
｢利

用
者
に
と
っ
て
の
商
店
街
の
印
象
｣
は
、
｢良
い
｣

と
の
評
価
を
得
て
い
る
。

･
実
験
中
は
、
商
店
街
、
利
用
者
と
も
に

｢歩
き
や
す

さ
｣
を
、
利
用
者
は
さ
ら
に

｢安
全
性
の
向
上
｣
を

挙
げ
て
お
り
、
歩
行
空
間
の
環
境
改
善
が
図
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
特
に
、
｢歩
き
や
す

さ
｣
に
つ
い
て
六
〇
歳
以
上
は
八
割
の
人
が
｢良
い
｣

と
回
答
し
て
お
り
、
高
齢
者
ほ
ど
改
善
効
果
を
感
じ

て
い
る
。

②
除
排
雪
作
業
負
担
の
変
化

.
｢日
常
の
除
雪
作
業
｣
に
関
し
て
は
、
当
然
な
が
ら

軽
減
が
図
ら
れ
て
い
る

･
上
記
の
関
連
も
あ
る
が
、
｢雪
捨
て
場
の
確
保
｣
と

い
っ
た
点
に
お
い
て
も
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
。

･
一
方
、
市
内
の
他
地
区
で
は

｢雪
を
捨
て
る
場
所
が

な
い
｣
｢除
雪
作
業
自
体
の
負
担
｣
を
訴
え
る
意
見

が
多
い
。

③
商
店
街
の
活
性
化

･
実
験
中
の
鐙
箏
ヨ化
が

｢商
店
街
の
売
り
上
げ
｣
｢集

“ 道行セ 2003.1

写真 7 ヒアリングの様子 写真 6 住民ワークショップの様子



う
い
っ
た
施
策
の
取
組
み
が
商
店
街
の
活
性
化
に
繋

が
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

④
大
型
融
雪
糟
の
導
入
に
つ
い
て

･
無
鞏
ヨ化
実
験
の
効
果
も
あ
り
、
｢大
型
融
雪
槽
の
導

入
｣
に
は
、
条
件
付
き
な
が
ら
多
く
の
賛
意
が
示
さ

れ
て
お
り
、
市
内
に
お
け
る
他
地
区
で
も
同
様
の
傾

向
が
見
ら
れ
る
。

･
｢大
型
融
雪
槽
に
期
待
す
る
事
｣
と
し
て
、
特
に
、

高
齢
者
は

｢除
雪
作
業
の
負
担
軽
減
｣
｢歩
き
や
す

さ
｣
の
面
で

｢冬
期
生
活
に
効
果
が
あ
る
｣
こ
と
を

挙
げ
て
お
り
、
自
営
業
者
で
は

｢商
店
街
活
性
化
の

効
果
が
あ
る
｣
と
期
待
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

･
｢大
型
融
雪
槽
の
導
入
条
件
｣
の
ひ
と
つ
と
し
て

｢地
域
の
費
用
負
担
｣
が
あ
る
が
、
｢多
く
は
低
廉
化
｣

を
求
め
て
い
る
の
に
対
し
て
自
営
業
者
は
、
実
験
地

区
の
ほ
か
市
内
の
他
地
区
と
も

｢あ
る
程
度
の
負
担

は
や
む
を
得
な
い
｣
と
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
傾
向
は
、
商
店
街
を
形
成
し
て
い
る
地
区
に
お

い
て
顕
著
で
あ
り
、
費
用
負
担
の
面
か
ら
概
観
す
れ

ば
、
当
該
地
区
に
お
け
る
導
入
の
可
能
性
は
高
い
も

の
と
判
断
さ
れ
る
。

⑤
官
民
協
力
体
制
に
つ
い
て

･
実
験
前
に
地
元
住
民
と
話
し
合
っ
て
決
め
た
ル
ー
ル

等
に
つ
い
て
十
分
協
力
が
得
ら
れ
て
お
り
、
今

後
に
向
け
て
概
ね
良
好
な
感
触
が
認
め
ら
れ
た
。

⑥
そ
の
他
の
雪
対
策
の
可
能
性
に
つ
い
て
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客
の
増
加
｣
に
は
直
ち
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
が
、

道
路
環
境
の
改
善
に
よ
っ
て
｢歩
行
者
の
交
通
量
｣

は
増
加
し
て
い
る
。

利
用
者
か
ら
は
、
無
雪
化
に
よ
っ
て

｢商
店
街
の
利

用
頻
度
が
増
加
す
る
｣
と
の
傾
向
が
窺
が
わ
れ

る
。
ま
た
、
利
用
者
は

｢商
店
街
が
鑑
箏
ヨ化
を
実
施

小樽市土木部建設課道路係長 白畑 博信
平成倦年度に小榑市において実施した ｢冬期道路環境改善社会実験｣

は、雪国に暮らす多くの市民にとって大きな課題である ｢除 ･排雪｣ につ
いて、現状より質の高い対応は、行政のみではもはや限界であり、 r官 ･
民協働｣ による新たなシステムを構築できないものかと実施したものであ
ります。
今回提案した ｢大型融雪檀｣ を使った雪処理については、近年、小型の

ものは各家庭で普及しはじめ、システム的には認知されているものの、実
験箇所に実物を設置しなかったことから全体のイメージがなかなか理解さ
れなかったようであります。
しかしながら、市民に馴染みのある ｢ダンプトラ･ソクによる運搬排雪｣

によって実験箇所の ｢梁川 (やながわ) 商店街｣ の無雪化を図ったことは、
言うまでもなく大変好評であり、 ｢毎年、実験を行って欲しい。｣ といった
話しが出るほどであり、 ｢一定の費用をかけさえすればこんなに快適な道
路環境が得られる。｣ ということが商店街の皆様に実感される結果となり
ました。市内の商店街で自主的に ｢業者委託の運搬排雪｣ を実施していな
い数少ない商店街の一つである ｢梁川商店街J では、今シーズンから業者
委託の運搬排雪を行うことになりました。
社会実験で提案した ｢大型融雪檀｣ を直ちに設置することには至ってい

ませんが、本実験をきっかけに商店街で自主的な ｢除 ･排雪｣ の実施につ
ながったことは、社会実験の大きな成果のひとつといえると思います。
官民協働の雪処理は、様々な方法があることから、今後とも地域の皆様と
よく話し合いながら、その地域に適したシステムの検討に努めてまいりた
いと考えております。

す
る
こ
と
の
価
値
｣
を
有
益
と
感
じ
て
い
る
。

･
商
店
街
に
お
け
る

｢荷
さ
ば
き
作
業
｣
に
お
い
て
も

効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

･
自
営
業
者
は
、
大
型
融
雪
槽
の
導
入
に
関
す
る
賛
成

理
由
に
つ
い
て

｢営
業
活
動
に
効
果
あ
り
｣
｢商

店
街
の
活
性
化
に
効
果
あ
り
｣
を
挙
げ
て
お
り
、
こ

｢冬期道路環境改善社会実験｣ について



･
現
在
、
住
民
単
位
で
実
施
さ
れ
て
い
る
様
々
な
除
排

雪
対
策
の
概
算
費
用
は
、

一
戸
当
た
り
約
二
･

五
万
円
/
年
で
あ
る

(表
5
)。

･
現
在
、
多
く
の
住
民
が

｢自
ら
の
費
用
負
担
で
の
除

排
雪
｣
に
関
し
て
何
ら
か
の
措
置
を
講
じ
て
お
り
、

特
に
自
営
業
者
に
そ
の
割
合
が
高
い
。
地
区
別
に
見

る
と
、
住
宅
が
密
集
し
て
い
る
市
の
中
心
部
で
、
そ

の
傾
向
が
顕
著
に
見
ら
れ
る

(近
隣
商
店
街
等
で
の

共
同
除
排
雪
委
託
)。

･
費
用
負
担
に
関
し
て
は
、
｢個
人
で
行
う
雪
処
理
に

要
す
る
経
費
｣
は
｢地
域
で
共
同
に
実
施
す
る
経
費
｣

に
比
べ
て
割
高
に
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

･
｢地
域
で
取
り
組
む
べ
き
官
民
協
働
の
雪
対
策
｣
と

し
て
は
、
回
答
者
の
多
く
が
高
齢
者
で
あ
る
こ
と
も

あ
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
｢除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
｣
を
求
め
る
声
が
多
い
が
、

費
用
負
担
の
伴
う
施
策
に
対
し
て
も
一
定
の
理
解
が

示
さ
れ
て
い
る
。

･
今
後
望
ま
し
い
施
策
と
し
て
は
、
貸
出
し
ダ
ン
プ
制

度
の
活
用
、
家
庭
用
小
型
融
雪
施
設
設
置
資
金

貸
与
制
度
の
活
用
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
設
置
補

助
制
度
の
活
用
、
生
活
道
路
の
排
雪
に
つ
い
て

町
内
会
と
市
が
費
用
を
分
担
す
る

｢除
雪
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
｣
、
等
も
有
効
で
あ
る
。

四

実
験
結
果
の
総
括
と
今
後
の
対
応

社
会
実
験
に
よ
る
無
鞏
ヨ化
の
実
施
に
よ
っ
て
、
商
店
街

の
除
雪
作
業
の
負
担
軽
減
、
荷
さ
ば
き
作
業
の
円
滑
化
、

商
店
街
の
印
象
向
上
な
ど
、
商
業
活
動
の
効
率
化
や
歩
行

者
の
安
全
性
と
快
適
性
確
保
に
寄
与
し
た
点
で
は
大
き
な

効
果
が
あ
っ
た
こ
と
が
検
証
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
集
客
や
売
り
上
げ
増
と
い
っ
た
商
店
街
の
活

性
化
に
つ
い
て
は
、
現
地
で
の
実
験
期
間
が
一
カ
月
程
度

と
短
期
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
効
果
を
検
証
す
る
ま
で

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
元
商
店
街
で
は
、
一
定

の
費
用
を
か
け
て
無
箏
ヨ化
を
実
施
す
れ
ば
、
冬
期
の
道
路

環
境
が
格
段
に
改
善
さ
れ
、
｢商
店
街
の
環
境
改
善
に
対

す
る
有
効
手
段
で
あ
る
｣
と
の
機
運
が
生
ま
れ
る
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
毎
鞏
ヨ化
の
新
た
な
施
策
と
し
て
提
案
し
た

｢大

型
融
雪
槽
を
活
用
し
た
雪
対
策
｣
に
つ
い
て
は
、
手
法
と

し
て
一
定
の
評
価
を
得
ら
れ
た
も
の
の
、
｢地
域
の
費
用

負
担
額
の
低
減
｣
｢費
用
徴
収
方
法
も
含
め
た
公
平
な
費

用
負
担
方
法
の
確
立
｣
｢
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
低
減
｣
な
ど
、
ハ
ー
ド

･
ソ
フ
ト
両
面
の

課
題
整
理
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
勘
案
す

る
と
、
実
験
地
域
に
お
い
て
直
ち
に

｢大
型
融
雪
槽
を
活

用
し
た
雪
対
策
｣
を
導
入
す
る
こ
と
は
尚
早
と
判
断
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
冬
期
道
路
環
境
改
善
を
図
る
た
め
の

費
用
負
担
を
伴
う
地
域
協
力
に
、
一
定
程
度
の
理
解
を
得

ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
り
、
今
後
は
引
き
続
き

大
型
融
雪
槽
に
関
す
る
コ
ス
ト
の
低
廉
化
手
法
等
を
検
討

し
、
中
心
市
街
地
の
商
店
街
だ
け
で
は
な
く
、
郊
外
部
で

道
路
が
狭
縊
な
う
え
住
宅
が
密
集
す
る
地
域
な
ど
、
大
型

機
械
に
よ
る
除
排
雪
が
困
難
な
と
こ
ろ
へ
の
展
開
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
引
き
続
き
官
民
が
連
携
し
て
具
体
の
可

能
性
を
探
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
社
会
実
験
結
果
を
全
道
に
発
信
す
る
と

と
も
に
、
道
内
他
地
域
で
の
様
々
な
雪
対
策
へ
の
取
り
組

み
状
況
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
も
広
く
情
報
を
交
換
し
な

が
ら
、
引
き
続
き

｢官
民
協
働
に
よ
る
新
た
な
雪
対
策
｣

の
導
入
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

“ 道行セ 2003.1

表5 戸別単位で実施されている除排雪の概算費用

a ) グループでの民間業者への委託費 約3万円/戸/年
b )個人での民間業者委託費 約5万円/戸/年
c ) ロードヒーティング維持費用 約4万円/戸/年
d ) 家庭用小型融雪機 約 5万円 / 戸 / 年

e ) 小型ロータリー除雪機 約2万円/戸/年



背

景
電
子
政
府
構
築
の
主
要
課
題
で
あ
る
行
政
手
続
等
の
電

子
化
に
つ
い
て
は
、
｢国
土
交
通
省
行
政
手
続
等
の
電
子

化
推
進
に
関
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
･
プ
ラ
ン
｣
(平
成
一
四

年
七
月

国
土
交
通
省
I
T
政
策
委
員
会
決
定
)
等
に
基
づ

き
、
原
則
と
し
て
、
平
成
一
五
年
度
ま
で
に
申
請
.届
出
等

を
含
め
全
て
の
行
政
手
続
等
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化

愈
鞄
子
化
)

す
る
こ
と
を
目
標
に
シ
ス
テ
ム
開
発
等
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
制
度
的
な
面
で
後
押
し
す
べ
く
、
平
成
一
四
年

一
二
月
六
日
、
｢行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技

術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
｣
等
の
行
政
手
続
オ
ン
ラ
イ
ン

化
三
法
が
可
決
成
立
し
、
同
一
三
日
公
布
さ
れ
ま
し
た

(施
行
日
は
、
公
布
の
日
か
ら
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
)。
本
法

に
よ
り
、
法
令
に
よ
り
書
面
で
申
請
等
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
手
続
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
申
請
等
が
可
能

と
な
る
規
定
な
ど
行
政
手
続
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
た
め
の
通

則
的
な
規
定
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
土
交
通
省
に
お
け
る
行
政
手
続
等
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
の
た
め
に
必
要
と
な
る
電
子
署
名
に
つ
い
て
は
、

同
年

一
二
月
一
七
日
、
｢国
土
交
通
省
電
子
署
名
規
則
｣

(平
成
一
四
年
国
土
交
通
省
訓
令
第
六
五
号
)
を
制
定
し
、

国
土
交
通
省
が
送
信
す
る
電
子
情
報
に
付
す
る
電
子
署
名

の
基
準
や
秘
密
鍵
等
の
管
理
に
関
す
る
規
定
等
を
整
備
い

た
し
ま
し
た
。

電
子
署
名
と
認
証
基
盤

電
子
署
名
と
は
、
紙
情
報
に
お
け
る
印
鑑
の
押
印
の
役

割
を
果
た
す
も
の
で
す
。
紙
情
報
が
印
鑑
を
押
印
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
紙
情
報
の
真
正
性
を
認
証
す
る
よ
う
に
、
電

子
情
報
に
は
電
子
署
名
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
電
子
情
報

の
真
正
性
を
認
証
し
ま
す
。
電
子
署
名
に
よ
る
真
正
性
の

認
証
に
よ
っ
て
、
作
成
し
た
電
子
文
書
の
本
人
性
の
確
認

を
確
実
に
担
保
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

非
改
ざ
ん
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
も
の
で
、

実
際
に
は
、
｢公
開
鍵
暗
号
方
式
｣
と
い
う
暗
号
化
技
術

を
用
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

公
開
鍵
暗
号
方
式
で
は
秘
密
鍵
と
公
開
鍵
と
い
う
一
対

の
電
子
的
な
鍵
を
用
い
ま
す
。
一
方
の
鍵
で
暗
号
化
し
た

デ
ー
タ
は
も
う
一
方
の
鍵
で
し
か
解
読
で
き
な
い
と
い
う

関
係
に
あ
り
、公
開
鍵
の
み
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
①
送
信
す
る
電
子
情
報
か
ら
ハ
ッ
シ
ュ
と

呼
ば
れ
る
特
定
の
関
数
値
を
導
き
出
し
、
こ
れ
を
秘
密
鍵

で
暗
号
化
し
た
も
の

(以
下

｢電
子
署
名
｣
と
い
う
。
)

を
電
子
情
報
に
添
付
し
ま
す
。
②
送
信
者
は
電
子
情
報
と

電
子
署
名
を
送
信
し
ま
す
。
③
受
信
者
は
、
受
信
し
た
電

子
情
報
か
ら
ハ
ッ
シ
ュ
値
を
生
成
し
、
④
受
信
し
た
電
子

署
名
を
送
信
者
の
公
開
鍵
を
用
い
て
復
号
化

(暗
号
化
と

対
を
な
す
も
の
)
し
た
も
の
と
の
対
応
を
検
査
し
ま
す
。

検
査
に
合
格
す
れ
ば
、
当
該
電
子
情
報
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
改
ざ
ん
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
秘
密
鍵
の
持
ち
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主
で
あ
る
送
信
者
本
人
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

判
断
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
方
式
だ
け
で
は
本
人
で
な
い
者

が
本
人
に
な
り
す
ま
し
て
鍵
を
作
成
し
、
公
開
鍵
を
公
開

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
人
に
な
り
す
ま
し
て
電
子
情
報
を

送
信
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
こ
の
た
め
公
開
鍵
を
証
明
す

る
電
子
証
明
書

(国
の
場
合
は
官
職
証
明
書
)
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

電
子
証
明
書
の
発
行
等
の
業
務
は
、
官
民
そ
れ
ぞ
れ
の

シ
ス
テ
ム

(以
下

｢認
証
局
｣
と
い
う
。)
が
行
い
ま
す

が
、
電
子
証
明
書
を
発
行

･
認
証
し
た
認
証
局
が
信
頼
で

き
る
認
証
局
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
必
要
も
生
じ
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
各
認
証
局
同
士
が
相
互
に
信
頼
関
係

(以
下

｢相
互
認
証
｣
と
い
う
。)
を
結
ぶ
こ
と
が
必
要
に
な
り
、
こ

の
た
め
の
行
政
機
関
側
の
仕
組
み
が
政
府
認
証
基
盤
で
す
。

政
府
認
証
基
盤
は
、
具
体
的
に
は
、
ブ
リ
ッ
ジ
認
証
局

及
び
府
省
認
証
局
か
ら
構
成
さ
れ
、
ブ
リ
ッ
ジ
認
証
局
は

総
務
省
、
府
省
認
証
局
は
各
府
省
に
お
い
て
整
備
さ
れ
ま

す
。
昨
年
三

月
一
八
日
現
在
整
備
さ
れ
て
い
る
府
省
認

証
局
は
、
国
土
交
通
省
認
証
局
、
経
済
産
業
省
認
証
局
、

総
務
省
認
証
局
等
の
六
局
で
す
。

…
方
、
申
請
者
側
に
も
民
間
認
証
局
等
に
よ
る
民
間
側

認
証
基
盤
が
必
要
で
す
。
民
間
認
証
局
等
と
し
て
、
法
務

省
が
運
営
し
て
い
る
商
業
登
記
制
度
に
基
礎
を
置
き
法
人

代
表
者
等
を
認
証
す
る
認
証
局

(商
業
登
記
認
証
局
)
や

民
間
企
業
が
運
営
し
て
い
る
認
証
局

(民
間
認
証
局
)
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
認
証
局
に
つ

い
て
も
、
今
後
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
府
認
証
基
盤
と
民
間
側
認
証
基
盤
と
が
相
互
に
信
頼

関
係
を
結
ぶ

(行
政
機
関
側
の
認
証
局
と
民
間
側
の
認
証

局
と
の
間
で
ブ
リ
ッ
ジ
認
証
局
を
通
じ
て
相
互
認
証
を
行

う
)
こ
と
に
よ
り
、
行
政
機
関
の
処
分
権
者
と
申
請
者
と

の
間
の
行
政
手
続
等
の
や
り
取
り
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
行
え
る
仕
組
み
が
実
現
し
ま
す
。

電
子
入
札
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
本
格
化
に
向
け
て

電
子
入
札
は
、
現
在
特
定
の
大
規
模
工
事
に
限
っ
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
来
年
度
以
降
国
土
交
通
省
の
全
て
の

直
轄
事
業
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
行
政
手
続
等
の
電
子
化

も
、
現
在
は
届
出
業
務
が
中
心
で
す
が
、
今
後
は
許
認
可

や
行
政
指
導
等
の
業
務
も
電
子
化
す
る
こ
と
と
な
り
、
国

土
交
通
省
認
証
局
が
発
行
す
る
官
職
証
明
書
等
を
活
用
し

た
電
子
署
名
に
よ
る
認
証
が
本
格
化
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
今
般
制
定
さ
れ

た

｢国
土
交
通
省
電
子
署
名
規
則
｣
に
基
づ
き
、
省
内
職

員
に
対
し
秘
密
鍵
、
公
開
鍵
及
び
官
職
証
明
書
が
記
録
さ

れ
て
い
る
I
C
カ
ー
ド
に
対
す
る
厳
格
な
管
理
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
、
国
土
交
通
省
認
証
局
に
つ
い
て
技
術
革
新

に
対
応
し
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
等
を
講
じ
る
こ
と
に
よ

り
、
電
子
政
府
構
築
の
た
め
の
認
証
基
盤
を
適
切
に
整
備

し
て
い
き
ま
す
。
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認証基盤整備の必要性について

① 送信否認 (本人否認) (←送信内容の否認を防止することが困難)

Aさん Bさん ※オンラインで送信されてきた申請･届出
に基づいて、手続を進行させていたとこ
ろ、送信者からそのような送信はしていな
いとの否認をされる危険性がある。

送信者

② 改ざん (←送信途上でメッセージを書き換えることが容易)

脛覊 CさんAさん

　
送信者

受信者(行政機関等)

　 　　　　　　
可能。

受信者(行政機関等)

③ 成りすまし (一インター“上におけるデジタル文書については文書作成者の特定が困難)瀞奇蹟悲愁議会･巽惹 雑務
Cさん 名義で文書が送られてきたとしても"

･｢0 0 株式会社｣が存在しないかもしれ　　　　　　　　　　　　　　
電子メールを送信 一

･第三者が実在する｢0 0 株式会社｣の
受信者(行政機関等) ｢鈴木｣さんのメールアドレスを乱用して

参考文献:｢地方公共団体による公的個人認証サービスのあり方検討委員会｣
(平成14年2月総務省)資料

いるかもしれない。

という疑いが解消できない。

公開鍵暗号方式による電子署名の仕組み

②ICカードAば轉鹸 縛
電子
情報

数学的処理 露風
巳涵回

A局長の秘密鍵で暗号化 罠乳

申請者 /　　　　

一回 。 A局長の公開鍵で復号化でき、
ハッシュ値と合致すれば、確か
にA局長本人からの電子情報
で、送信途中で改ざんされてい
ないことがわかる

A局長の公開鰻で復号化 ④

国土交通省オンライン申請システムと認証局システムの関係
~ ブリッジ認証局 (総務省) を中心に、官民認証局の信頼関係を構築する~

檀回･

民間認証基盤
(申請者側)

　

　

電
子
認
証
シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム

許可書

政府認証基盤
(宮側)

　　　　　　 　 　卑誼

許可書発行
~橇号"と、なりすまし防止等
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12
･
3

眺
月
･日

世

界

の
動

き

○
博
覧
会
国
際
事
務
局

(B
I
F
、
八
九
ヵ
国
加
盟
)
の
総
会
で
、

二
0
一
○
年
の
万
国
博
覧
会
の
開
催
地
に
中
国
の
上
海
市
が
選
ば

れ
た
。
テ
ー
マ
は

｢よ
り
よ
い
都
市
、
よ
り
よ
い
生
活
｣。

0
米
国
の
オ
ニ
ー
ル
財
務
長
官
と
リ
ン
ゼ
ー
大
統
領
補
佐
官
が
辞

意
を
表
明
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
オ
ニ
ー
ル
財
務
長
官
の
後
任
に

米
貨
物
輸
送
大
手
C
S
X
の
会
長
兼
最
高
経
営
責
任
者
の
ジ
ヨ

ン
.
ス
ノ
ー
氏

(六
三
)
を
起
用
す
る
と
発
表

(九
日
)。

○
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

(北
朝
鮮
)
の
外
務
省
ス
ポ
ー
ク

ス
マ
ン
は
談
話
を
発
表
し
、
九
四
年
の

｢米
朝
枠
組
み
合
意
｣
以

来
凍
結
し
て
い
た
原
子
力
発
電
所
な
ど
夜
竈
没
に
つ
い
て

｢稼
動

と
建
設
を
即
時
再
開
す
る
｣
と
表
明
し
た
。

○
パ
ウ
エ
ル
米
国
務
長
官
が
国
務
省
で
の
記
者
会
見
で
、
イ
ラ
ク

が
国
連
に
提
出
し
た
申
告
書
に
つ
い
て

｢重
大
な
記
載
漏
れ
が
あ

り
、
重
大
な
違
反
に
当
た
る
｣
と
米
政
府
の
立
場
を
表
明
し
た
。

○
韓
国
の
一
六
代
大
統
領
選
は
投
開
票
の
結
果
、
与
党
新
千
年
民

主
党
の
盧
武
敍
氏

(五
六
)
が
野
党
ハ
ン
ナ
ラ
党
の
李
会
昌
氏

(六
七
)
を
小
差
で
被
り
当
選
し
た
。
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“
月
･日

国
内

の
動

き

○
総
務
省
の
労
働
力
調
査
に
よ
る
と
、
一
〇
月
の
完
全
失
業
率

(季
節
調
整
値
)
は
五
･
五
%
で
、
九
月
に
比
べ
○
･
一
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
、
過
去
最
悪
だ
っ
た
昨
年

一
二
月
の
水
準
に
並
ん
だ
。

○
東
北
新
幹
線
の
盛
岡
~
八
戸
間
が
開
業
。
東
京
~
八
戸
間
は
最

短
で
二
時
間
五
六
分
で
結
ば
れ
た
。

0
政
府
は
テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
米
軍
支
援
の
た
め
、

イ
ー
ジ
ス
護
衛
艦
を
イ
ン
ド
洋
に
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
、
一
六

日
に

｢き
り
し
ま
｣
が
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地
を
出
港
し
た
。

○
民
主
党
の
両
院
良
識
総
会
で
菅
直
人
前
幹
事
長

(五
六
)
が
新

代
表
に
搬
出
さ
れ
、
幹
事
長
に
は
岡
田
克
也
氏

(四
九
)
が
就
任

し
た
。

○
政
府
の
0
三
年
度
予
算
財
務
省
原
案
が
各
省
庁
に
内
示
さ
れ

た
。
一
般
会
計
は
八
一
兆
七
、
八
九
一
億
円
で
、
0
二
年
度
当
初

比
0
･
七
%
増
。
一
般
歳
出
は
同
○
･
一
%
増
の
四
七
兆
五
、
九

二
二
億
円
と
な
っ
た
。

○
政
府
が
閣
議
で
○
三
年
度
財
政
投
融
資
計
画
の
財
務
省
原
案
を

了
承
。
総
額
は
二
三
兆
四
、
三

五
億
円
で
、
前
年
度
当
初
比
一

二
･
六
%
減
。

○
政
府
が
閣
議
で
今
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
を
決
定
。
歳

出
額
は
二
兆
四
、
五
九
〇
億
円
で
、
税
収
不
足
か
ら
国
債
を
新
た

に
四
兆
九
、
六
八
〇
億
円
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

事

項

月
･日

道
路
行
政
の
動
き

○
一
般
国
道
一
〇
一
号
浪
岡
御
所
川
原
道
路

(波
岡
町
大
宇
徳
才

子
~
五
所
川
原
市
大
字
福
山
)
八
･
一
如
が
四
車
線
で
開
通
。

○
東
京
環
状
道
路
有
識
者
委
員
会
は
東
京
外
か
く
環
状
道
路
の
、

練
馬
区
i
世
田
谷
区
間

(延
長
一
六
如
)
の
事
業
の
進
め
方
に
つ

い
て
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な
し
の
地
下
化
方
式
案
を
基
本
に
地
元

と
の
調
整
に
入
る
よ
う
提
案
し
た
。

○
山
形
自
動
車
道
笹
谷
I
C
~
関
沢
I
C
間
が
四
車
線
で
完
成
。

O
P
F
I
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
た
大
阪
府
吹
田
市
の
江
坂
駅
南

立
体
駐
車
場

｢E
S
A
K
A
I
フ
ラ
ッ
ツ
｣
が
オ
ー
プ
ン
。

○
一
般
国
道
三
二
四
号

(出
島
バ
イ
パ
ス
)
の
オ
ラ
ン
ダ
坂
ト
ン

ネ
ル
ニ
、
九
二
三
m
が
貫
通
。

○
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
推
進
委
員
会
は
、
最
終
意
見
書
を
ま

と
め
小
泉
首
相
に
提
出
し
た
。

道
路
関
係
民
営
化
に
関
す
る
政
府
･
与
党
協
議
会
の
初
会
合
が
開

催
さ
れ
る
。

事

項
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す年

は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
国
内
的
に
は
長
び
く
景
気
の
低

迷
、
ま
た
、
国
際
的
に
は
北
朝
鮮
問
題
等
と
も
に
解
決
の
兆

し
は
見
え
ず
、
何
か
と
暗
い
話
題
の
多
い
今
日
こ
の
頃
で
す

が
、
こ
の
先
明
る
く
希
望
の
持
て
る
年
と
な
る
よ
う
期
待
し

た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
道
路
関
係
で
は
、
昨
年
来
、
道
路
関
係
四
公
団
民

営
化
、
道
路
特
定
財
源
、
新
し
い
長
期
計
画
等
、
こ
れ
か
ら

の
道
路
行
政
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
課
題
に
直
面
し
て
お

り
ま
す
が
、
道
路
広
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
側
面
的
に
、
よ

り
一
層
道
路
広
報
活
動
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
年
末
年
始
の
お
休
み
は
例
年
よ
り
多
い
九

日
間
で
し
た
の
で
、
こ
の
機
会
を
ど
う
過
す
か
意
気
込
ん
で

み
た
も
の
の
、
結
局
は
何
処
へ
行
く
と
い
う
予
定
も
な
い
身

と
し
て
は
、
い
つ
も
の
休
日
と
変
わ
ら
な
い
ゴ
ロ
寝
の
毎
日

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
は
ど
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

し
て
み
て
も
同
じ
よ
う
な
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
が
多
く
、
勢
い

新
聞
は
い
つ
も
よ
り
丹
念
に
読
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

中
で
ち
ょ
っ
と
面
白
い
な
と
思
う
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
悪
臭
の
判
定
を
め
ぐ
り
、
欧
州
で
機
械
に
よ
る
新
方
式

が
開
発
さ
れ
、
国
際
統
一
規
格
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
に
対

し
、
日
本
で
行
っ
て
い
る
鼻
に
よ
る
判
定
と
の
間
で
せ
め
ぎ

合
い
が
起
き
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
勿
論
、
鼻
に
よ
る

判
定
は
国
家
資
格
の
専
門
家
が
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

が
、そ
の
正
確
さ
は
別
に
し
て
こ
の
機
械
万
能
の
世
の
中
に
、

人
間
の
五
感
に
よ
る
手
法
が
機
械
に
優
る
と
す
る
日
本
に
何

か
し
ら
ほ
っ
と
し
た
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
五
感
の
う
ち
、
味
覚
に
つ
い
て
は

古
く
か
ら
酒
の
等
級
を
定
め
る
場
合
な
ど
、
き
き
酒
を
し
て

判
定
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
味
覚
に
つ
い
て

は
機
械
が
入
る
余
地
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま

た
、
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
す
が
、
テ
レ
ビ
で
有
名
料
理
を

紹
介
す
る
番
組
が
よ
く
放
映
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
出
演
す

る
タ
レ
ン
ト
等
が
異
口
同
音
に

｢美
味
し
い
｣
と
い
う
セ
リ

フ
が
聞
か
れ
ま
す
が
、
同
じ
美
味
し
い
に
し
て
も
、
他
に
言

い
方
は
な
い
の
か
、
少
し
気
に
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て

も
人
間
の
持
つ
感
覚
を
で
き
る
限
り
生
か
し
、
そ
れ
を
残
し

て
い
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
内
容
の

充
実
に
努
め
、
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(U
)

は
挟

誌
に
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